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「・家庭」の歴史と問題

⊥
豆 治

- とをつかませること技術・ 家庭科の「・家庭」 とは何なのか,戦   考え方がたいせつかといったこ

後中学校教育のなかでの位置づけ 0意味づけの   が,最も肝要である。」

あとをたどって ,そ こに伏在 している問題点を    「……中学校の職業科は,生徒がその地域で職業に
ついてどういう経験をもっているかを考え合わせて,さぐってみたいと思 う。
農・工・商・水産の中の 1科一時として数科―を選ん

tを試行課程として,勤労の態度を養い,職業で,こオ1 昭22年の学習指導要領「 職業科」
昭和22年 ,新制中学の教科に

「

業

暴虐「 息    ::li鳥
冬賽17て私

孫 彗,I:::]テ ン
このである。」「この行き方については,新し

かれ,こ れは農・工・ 商・水産お よび塚
                  ......・ ・・

;λえ豪庭各ζ尚しように考えらるべきであ
業指導の 6分科を含む複合教科のかたちをとっ   t茄 ぇ:
ている。学習指導要領職業科篇のまえがきには   乞。これは女子のみが修めるべきであるとも,また女
「中学校の職業科について」つぎのような性格  子にのみ必要だとも考える必要はないのである。」(傍

点,引用者,以下同じ)規定がしてある。

「……中学校の職業科は,まず生徒が勤労の態度を    この規定をみると, CIEの 強力な指導のも
堅実にすることを第 1のたてまえとし,さ らに職業生   とで,従来の実業科目および家庭科が「試行課
活の意義と貴さとを理解させ,将来の職業をきめるこ   程」 という視点から1つの教科にひきしばられ
とについて,自分で考えることのできるよう

:]〔i   班馨象基 :五壌:k〔 F鮒:象碁塚LT曹言後
養うことを主眼とし,そ うして,将来の職業σ

)と ころが,現実に
度きまっているものや,ある仕事を特に希望

慕を学ば   勢をみせているゎけであるcに対しては,こ の上のやや専門的な知識や技ク
      は, 農業は戦前の実業教科書「農業」 によっせるようにすべきであろう。」

・商・水産も同様,それぞれ戦前の実業,… ..:どこまでもぢみちな仕事   て'工「中学校の職業科は

ノたら仕   科から引きついだ教科書を用い,独立科目の観をとおして生徒の経験の基礎をかため,ど うt

,農村地区では農業を主体にした,都市事がうまくいくか,ど ういう態度が必要か,ど ういう   を呈 し,

l         I
● lli‰ 学習講 要

州
―昭雰 中産審第 1次建議

IP昭舞
   IT餃 格

昭22学習指導要領
一

昭245通牒
一

昭2412-

「職業科」

―
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地区では商業一敗戦直後のことで工業学習の施

1設・設備はほとんど壊滅し, とり上げる手がか

りも意欲もなかった一を主体にした「職業科」

が行なわれた。家庭についても同じである。第

1,試行課程 というような耳なれないことばも
じゅうぶん理解されたとは思えないし,た とえ

理解されたにしても,主婦への準備 という伝統

的いき方をないがしろにするいき方が簡単にう

け入れられもしなかったろう。現実には,女子
には家庭科を主にして,商業や職業指導を加え

た「職業科」が行なわれることになった。

しかし,形の上では,実業教育的観′点や主婦
準備教育 としての家庭科への第 1撃がここです

でに加えられている。つぎの昭24年 5月 の通達

は第 2撃 としての意味をもつ。

2 昭2405「職業科及び家庭科」
通達によって,そ の性格をながめてみよう。

(職業科及び家庭科について)

① 必修教科としての職業科は,特定の職業について
の専門的な知識や技術の教育をするのではなく,全

生徒に社会に必要な各種の職業についての基礎的

な知識・技能の啓発を主眼とすること。

②  (略 )
③ 必修教科としての家庭科は「家庭生活のあり方の
理解と理想追求への望ましい態度」「家庭生活にお

ける実技」及び「近代的民主的社会における家庭の

位置の理解」等を目標とする。
.④ 家庭科における実習は職業科における啓発的経
験としてみなされる。

O 職業科における啓発的経験(試行課程)及び家庭
科における実習として,およそ左の如き分野を例示

することができる。

材)栽培,飼育,漁, 同 食品加工, い 事務
日 製図, 問 機械操作, 内 手技,工作,
(D 調理,い 保健衛生,υ)その他
なお,こ れらの学習に際しては3年間に少くと

も3分野以上の啓発的経験を実施し, 1つの分野

については1年以上に亘ることは望ましくない。

但し家庭科の啓発的経験は1年以上にわたって差

支えない。 (後略)

`⑥  (略 )
(⑦ 職業科及び家庭科は男生徒及び女生徒がその一
方のみを学習すべきものではなく,男女いずれの生

徒にも適切と思う単元については両者を学習せ し

むべきである。

③  (略 )

以上の規定からうかがえることは,ま ず第 1

に,農 0工・商・水産などの分科的な名まえを

職業科 1本に統合し,その実質において実業教

育的視点の介入を排しようとしていること。家

庭科についても同様の視′点で貫こうとの意図が

みえるが主目標としては一応「家庭の民主化」

や「家事処理技能」を承認し,それらの実践的

経験に「啓発的経験」の意義をもたせることを

強調することで,す じ道をとおしている。ここ

らに職業科に比して,家庭科の面ではより大き

な妥協がされたとみられるふしがある。

昭22年 よりいっそうつよめられた職業指導的

観点は,実業教育的観点を堅持する一派に対す

るCIEおよびこれとつながる日本職業指導協
会のチャレンジの結果ともみられ る。 た とえ
ば,昭22年 5月 18日付,職業教育ならびに職業
指導委員会の「新制中学校の職業指導 につい

て」の意見具申書では,職業科の取り扱い上の

根本方針として,

① 職業科の教育は職業に関する一般陶冶でなけれ
ばならない。

② 職業科の実習は単なる職業訓練ではな く,試 行
課程としての性質をもっていなければならない。

③ 職業科はその内容として,将来の進路決定に役
立つような多面的な職業への準備が計画されてい

なければならない
°

④および⑤は省略

などをあげている。また同年夏の文 部 省主 催

「職業指導幹部教員養成講座」においても,戸

田貞三教授やCIEの モスは同様趣旨の講話を
行なっている。

このすじ道からすると,と くに啓発的経験を

主すじとしたばあい,学習内容は必らずしも現

実の産業の職業分野 と考える必要はなく,有効

な経験単位としての断片的な「 しごと」でかま

わないことになる。学習分野の例示は,その方

向への転回をしめしている。たとえば,手抜工

作の分野には,本工・金工・ セメントエ・印刷

製本などの手技工作 とならんで,紡績・染色 ,

裁縫・ ししゅう,洗たくなどが含められてもよ

）
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，

ｔ



いわけだし, ここでは「被服製作・整理」など

の包括名称は必要でなくなる。このような方向

への改訂が,勤労主義的実業教育派や家庭婦人
としての育成を考える家庭科教育派に容認 しが

たいのはもちろんである。いろいろなまきかえ

しの気運に対して,CIEも この通牒の線維持
のために暗躍したふしがぁる。

現場では,い ちはやくこの通牒の趣旨をとり

入れた実践がいくつかの有名校で行なゎれ,地
域のモデルスクールとなった。職業指導協会の

指導と公布で名を知 られたのだが,そのうちの

いくつか,あ るいはこれらに刺激された学校な

どでは二挙につきすすんで,「試行課程」とし

てだけしかこの教育をみないような実践もあら

ゎれた。つまり,い ちばん適性を見出しやすい

ような作業 (行動)場面を設定して,「適性検
査」の具体的場面化をするだけという極端な形

さえあらわれた。こうなると,伝統的考え方に
たつての批判と反撃はいっそうはげしくならぎ

るを得ない。女の子に,「運針検査」 (巧チ性
と注意力など)や「形態弁別」一現実にこのよ
うなことが行なゎれたかどうかはしらない,上

記の偏向はこんな形でもあらわせるということ

一などだけをやらせる教科なんて,あ るべき道
理はない。主婦たちの “このごろの中学生は単

衣さえろくにぬえない"と の非難に答えられる

どころか,家庭科教育の消滅だというふ うな論

難があがった。昭24年 12月 に開催した家庭科研

究会で,通牒の線を支持するような講師の発言
に対して,いっせいにこのような論難がぁり,

家庭科を職業科 と結びつけることの不当をなじ

る声がみちていたことを覚えている。

3 職業・家庭科
「・家庭」の登場は昭和24年 12月 の学習指導

要領中間発表においてである。

上記通達の職業指導的偏向に対して,文部省
内および現場において反対の声が大きく,こ の

中間発表においては,その性格にいく分の潤色

をほどこさざるを得ないことになった。職業・

家庭科の性格規定において ,

① ,中学校における職業・家庭科は実生活に役たら在

事を中心として,家庭隼活・職業生活に対する理解

4

を深め,実生活の充実発展を目ぎして学習するもの

である。

C 職業・家庭科の仕事|よ啓発的経験の意義をもつ
とともに,実生活に役だつ知識 0技能を養 うもので

ある.

C 職業 0家庭科の教育内容|よ,地域社会の必要と学
校や生徒の事情によって特色をもつものである。

としている。いゎゆる,実生活主義・啓発経験

主義・地域主義の 3本柱によって支えられてい

るといゎれるものであって,実生活主義 と地域

主義は実業教育的観点の変形 とみ られないこと

はない。 また地域主義は生徒の事情を勘案する

ということも含んでお り,男・女のコースのち

がいを容認しているとも見られる。

しかし,こ のような妥協の反面で,「職業 。

家庭科の仕事をそれぞれの技能の違いに基いて

分類する」試みをし,こ のような分類は「啓発

的経験の広さを考える場合に基準になる」とし

ている。つまり,こ れまでの伝統的科目臭一農

・工・商・水産・家庭など―を抜き去る試みで

あり,職業生活・家庭生活のなかの実生活に役
立つ作業の 1こ ま (仕事)であると同時に,そ
れが啓発的経験 となる有効経験単位をも意味す

るというとり方である。結局のところ,こ のよ

うな妥協の産物としてのこの教科は些末な経験

主義に堕するほかなかったのだが,伝統的科目
の統合の足がか りとはなったといえるだろう。

しかし,そ れだけに家庭科教師の苦悶も大き

かったにちがt/1な い。「・家庭」 として職業 と

結びつき,し かも伝統的学習分野が「手技工作」|

などのなかにバラされるような状 況 で,た と
えどのように風がわ りな教育内容の編成方針が

うち出され,形 は変ろうとも,こ れまでの「家
庭科」のままの実質をいかにうまく保存 しつづ

けるかが,あ る家庭科教師群にとっての陰微な

悲願であった。また,他の群にとっては古い家
庭の温存に力をかすような教育のいき方はまっ

びらだが,さ ればといって,新しい 職 業・家
庭科」のいき方は承認できないし,ど こに打開 :

の方向を求めるかが懸命に探索された。たとえ

ば,つ ぎのような立論はどうだろう。

「職業・家庭科」の学習内容が,生産的労働で

あれば,家庭をどう解すべきであろうか。家庭は、

・

ヽ

幕
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夫婦 2人で構成している場合もあるが,多 くの場

合は,数人の家族員の集合体をなしている。
こうした家庭の実際についてみると,家庭は 2

つの意味を持っていることがわかる。 1つは生産
の場であり,他は明日の生産のための労力の休息
の場である。この場合,農村や漁村の家庭のよう
に,家庭そのものが作業場となっている場合はい

うまでもないことであるが,主婦が裁縫をし,料
理をつくる「 しごと」も生産的労働と解すべきで

あろう。従って家庭の目標は,生産の場という意

味からは,その生産的労働をいかにして高めるか

という目標と,労力の休息の場という意味から|よ
いかによりよく休息に適した場にするかという目

標を持ってくる。

こうした考えに立つところに,従来の職業科と

家庭科を職業・家庭科と1本にした意義があるの

であって,対象は,職業生活と家庭生活と異って
いても,その本質においては変りはないのであ

る。このことは,家庭科を抹殺したものではなく
て,家庭の見方を変えたのにすぎない。……

(杉山一人編著「職業・家庭科指導の実際」昭25

01,第一出版, 9ページ)

これは家庭科教師の立論ではなく,職業・家
・
庭牟|の学習指導要領編集にたず さわった人の私

見である。 しかし,こ のような立論は一部の家

庭科担当者によってもなされていた。この立論

の前提である “「職業・家庭科」の学習内容が

生産労働であれば……P'じ たい認めにくいこと

だし, “主婦の「 しごと」も生産的労働と解す
べきであろう" というのも容認しがたい。結
局,こ のような立論にはすき間が多く,人を首
肯させるものではないが,「・家庭」となった
がゆえに,従来の家庭科のあり方を見直さなけ
ればならなくなった苦悶の 1っのあらわれと見
てよいだろう。小学校や高等学校の家庭科担当

教師がのうのうと民主的家庭づくりの基盤をと

か,家庭生活の科学化・合理化のためにとか,
まき主婦への育成をなど呼号しながら,その実

践に自己満足している一方で,小・高と断絶を

強いられた「
0家庭」担当者の苦悩と手さぐり

はすすんでいたわけである。この苦悩と手さぐ

りはいまもなお続いているわけだが,こ のこと

は家庭科教育展開史のなかで,ま れにみる事態
であって,そ の意義は積極的に評価すべきもの

であろうと思 う。 ただ問題は,「職業」 の面
で,安易に実生活に役立っことを願い,卑近な
経験に生徒をはいまわらせた り,し ごとのや り

方だけを教えこもうとしたり,あ るいは,適性
発見のための経験の場 とみたリー現実にはCI
Eや職業指導協会の推進にかかゎらず,こ の意
味での実践はす くなくなかった一するだけにと

どまつていた学校では,「・家庭」の方でも苦
悶はうすく,単純に家庭生活処理技能の演練に
とどまることカミ多かったことで あ ろ う。 しか
し,「職業」での手さく

゛
りで,卑近な経験主義

やや り方主義からの脱却をめざし,生産労働の

教育 として見直し・組みかえる努力 を続 けた

り,国民の技術的教養をたかめ, “頭"や “心
とのバランスのとれた “手"をつくり出すのに

はどのような教材をどのように展開させたらよ

いかに腐心した りする学校では,「・家庭」の

がわでも,それとの結び目をさがす努力を続け

なければならなかったし,母姉の要求に単純に
はまきこまれない主体性がきずかれはじめた。

4 中産審第 1次建議
中産審第 1次建議「中学校職緑 家庭科につ

いて」 (昭28, 3, 9)は ,こ れまでの「職業
・家庭科」の展開を批判し,そ の流れをかえよ

うとしたエポックをなすものと評価してよいよ

うに思 う。そのなかでうたわれている職・家の

目的・性格は複雑な文脈なので,わ かちがきす
れば下のようになる。

これを「・家庭」にかかゎるすじ道をたどる

と, こうなる。「家庭生活における基本的な活

＼ 共働的な労働の訓練重視
/技術自10実践的態度育成
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国民経済の改善向上
0

―― 基礎的技術習得 ―一 国民経済への理解
＼

(原理・法則の理解)(社・経的意義理解)

一― 基本的
f動
経験 ―一 国民生活への理解 /

国民生活の改善向上
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動の経験 とともに,それを通じて,国民生活に

対する一般的理解を養 うものであり,共働的な

労働の訓練を重要視して,実践的な態度を養 う

ものである。この基本的活動は, 日本の国民生

活の改善向上に役立つものでなければならず ,

その中にひそむ原理や法則を理解 して,それを

合目的的・実験的に用いる能力を養い,更にそ
の社会的経済的意義を理解させる。」

目的・ 性格の第 2段では,「職業 0家庭科
は,義務教育 としての普通教育の教科である。
したがって必修としてのこの教科は,直接に特

定の職業への準備をするものでなく,将来の進

路にかかわりなく男女すべての生徒に課せ らる

べきものである。」としている。

さらに,「教科の立て方」では,

① 「職業」に関する学習と「家庭」に関する学習と
は,その学習内容において関連するもの多く,ま た

学習方法においても共通性をもっているため,1つ
の教科とする。

② しかし,「職業」と「家庭」には,それぞれの学
習系列があるので,それを明確にする。

③ 上に述べた職業・家庭科の目的および性格から,
「職業」も「家庭」もともに男女共通に学習させる

が,将来の進路および男女の性格を考慮して,男子

には「職業」の,女子には「家庭」の比重を重くす

る。

としてお り,「学習指導要領の取扱い」では ,

「各学校は,男子向,女子向のF職業・家庭科』
の課程を別々におくのではなく,男女共通に学
習すべき領域を設定し,そ の基礎の上に,或い

はそれと平行して,男子の職業或いは女子の家
庭の学習の領域を設定すべきである。」 ともし

ている。

この建議の全体の調子は,こ れまでに見られ

なかった一般技術教育の方向をうち出し,基礎
技術の概念―じゅうぶん明確ではないが一を提

出し,基礎技術の習得が社・経的意義の理解を
ともなうべきものであることの強調など,エポ

ックを画する点といえよう。一般技術の教育に

男女の差別なしとした点もェポックをなすもの

と見てよいが,教科のたて方では,そ の線をぼ
やかす不分明さがみられるし,結局,学習指導
要領の取扱いの線へおちついている。「職業」

σ

と「家庭」の学習内容には関連するものが多く

,学習方法に共通性ありとし,ま た,「職業」
と「家庭」 には, それぞれの学習系列があっ

て,それを明確にする必要あり,な どのべてい

るが,こ れらのことは,こ の建議の趣旨を教育

計画 として具体化する過程で,薄められたり,

行方がわからなくなった りして,第 2次 建 議
(翌年)と なり,昭和32年度改訂学習指導要領

となっていく。

今回は,「技術・家庭科」の「・家庭」まで

たどる余ゆうがない。 しかし, これまでたどっ
たなかでの問題を要約するばあいふれ合 うかぎ

り展望を試みておこう。

まず最初の段階で,実質的には実業教育的視

点や従来の家庭科の考え方が色濃く残っていた

けれども,趣 旨や形の上では,そ のような考え

方が否定されてお り,次の段階では,こ の方向

がいっそう強められようとした。中学校の職業

科および家庭科は職業や家事にむけての実質陶

冶だと考えるのでなく,一般陶冶だと考えるべ

きこと, したがって,男女の共学が本すじであ
るとの主張 が これである。 しかし, 一般陶冶
ということが,技術の基礎陶冶やこれをふ くむ
生産諸要素の関連理解ということにすすまず ,

専ら個々人の資質・能力の見きわめや職業への,

うわっつらの理解をすすめるという職業指導的

観点,いいかえるなら, “まとまりのない「非‐

社会的」経験"一生産労働からの遊離一の方向|

をたどり,結局,さ んまんな経験へはいまゎら
せる結果を生んでしまっている。このような偏

向に対 しては,わ れわれの産業教育研究連盟が

唯一 といってよい批判と抵抗をしめしただけで

このような批判が昭和28年の中産審第 1次建議

で,わ かりにくい形ながらみのりはじめたかに

見えたが, しょせんは官制協議体の限界は,ぁ
とにつづく作業で,こ の方向を全 くおしつぶし

たとはいえないが,大骨を抜いてしまった。
この教科からの職業指導的観点の払拭によっ

て姿をはつきりさせたの は “技術主義"でぁ
る。技術はたしかに労働手段と労働対象にかか

わ り合 う労働力という全体をささえる軸ではあ

るが,技術主義はこの軸を強調することによっ
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て,これときり離すことのできない生産関係へ

の接近をきり離しているように思われる。 この

ことは,こ の論考の主題と直接関係はないよう

に思われるが, “技術"と いう名において職・

家の一貫性を論じようとするばあいにかかわ り

をもってくる。

率直にいって,「技術・家庭科」では,「家

事処理のしかたを心得た主婦への準備」「家庭

生活の科学化・ 合理化」「生産技術の基礎学

習」などの性格が, うすめられた不分明な形で

まじり合っている。当初の「技術科」構想が男

女を通じて貫かれていたら一この′はこれでは誤

解を招 くおそれがあるが,いまはこう表現 して

おく―女子にもまた「近代技術への理 解 と自

信」を得させるべく「基礎技術の学習」に終始

し,こ こで家庭科的要素は消滅し,も し必要な

らば,他に所を得なければならないことになっ

ていただろう。 この強い一線を貫ぬき得なかっ

たところに妥協 とごまかしによる混迷がはじま

る。「家庭科的内容をも考えた技術の教育」な

どというごまかしがそれである。具体的には,

「製図」であり,「家庭工作」「家庭機械」な

どである。技術科的ねらいを装いながら,素材

を家庭生活のうちにもとめることで,家事処理

の要望にそうという苦肉策ボ リである。それだ

けならまだよい。いつかはそれを脱却 して,技

術科のねらいにふさわしい学習素材へ移行する

ことも可能である。問題なのは,技術 0家庭科

の “技術主義"は ,「技術向上」の 名 にお い

て, “家庭科技術検定"な どのような歪曲を生

む余地をつくり,主婦準備教育への逆もどりを

結果する素地となった, ということであろう。

衣・食・住に関する教育も,たぶん「家庭科

的内容をも考えた技術の教育」の方針にそった

ものといってよいだろうが, これは「家庭 工

作」や「家庭機械」ほど簡単には片づけられな

い。 これまでも,衣・食・住の技術的基礎をさ

ぐり,生産技術の基礎学習との「方法的連続性

(一員性)」 を見出すことにつとめられてきた

が,はたしてこの両者に方法的連続性が見出せ

るものであろうか。

同じく生産技術 といっても,工業技術と農業

技術 との間には性格のちがいがあることはこれ

までも本誌上で論ぜられてきた。生物成育を規

定する条件の複雑さ,微妙さが科学的原理・原
則の適用にあたって,一義的因果関係として究

明・把握することを困難にするというのがそれ

である。 しかし,こ れも究極的には究明・把握
され,技術学として組織 されてきている。.た

だ,そ れだからといって農業技術学習の困難さ

がなくなるということはない。衣・食の処理の

うち,食の方は人間という生物体を育成させる

ことにかかわる点で農業技術 と相似 している。

遺伝・ 体質・ 生理作用・ 風土的条件の規制 な

ど,両者の間には基本的な相似があるといえよ

う。ただ人間は精神をもつ社会的存在であると

いうことが,両者をわかつ 1つの, しかも決定

的相違である。このことが,調理の技術的限界

をつくり,恕限度を大きくし,生産技術学習と
の方法的連続性を拒否する要因ではないか。ま

してや衣においてはなおさらである。

与えられた紙幅をはるかにこえてしまった。

この機会に言わせてもらいたいことの 1つは,

戦後の中学校における「・家庭」の展開をたど

りながら,そ れをとりまく主体的・客観的条件
の複雑さにため層、が出る。このような状況にお

ける論議は,いかに “すじ道"だてしても,そ の

実効はたよりないという感じである。究極のす

がたを想定しながらも,そ の過程では柔軟な戦

略として構想される必要が大きいように思 う。

そのようなものとして,わ たしは次のように提:

言 したい。「製図」「家庭工作」「家庭機械」

などはできる限 り,男女共通の技術学習 として

おしすすめるc女教師もその部分の学習指導を
わけもつ。今までとちがった “女の子"の発達

が見られるはずだし,教師もそれを確認してい

く。発達 した女の子は家庭に対して母親とはち

がった眼の向けかたをするようになるだろう。

子どもたちから教育への新しい要求が出はじめ

るだろう。発達を確認してきた教師なら,その

要求を正 しくとり上げ,新 しい教育のプログラ
ムを発展させることができる。

あとは,他からの新しい提言を待 とう。そし

て,わ たしもまたそれに応えるようになること

(国 学院大学教授 )
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を期待 している。



家庭科教育の現状と課題
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ま え が き
日教組の中央研究会に参加している関係で,

全国各地の家庭科実践の状況を知る機会が多い

のであるが,その約半数 (現場の数からいえば

大半といった方が妥当かも知れない)は,現行

指導要領の忠実な信奉 者 で あ り,推進者であ
る。のこりの更に半分くらいが現行の内容に疑

間を感じながら,それを解明することもできず
に悩みながらその日をくらしている。最も意欲

的な一部の教師が現行のものを否定し, 自主的

な教育課程を編成しようと取 り組んでいる。こ

こでは,積極的な人たちによるいくつかの実践
例を紹介し,問題点を指摘して今後の家庭科研
究に対する二,三の材料を提供しょう とお も
う。

<各地の現場実践から>
現場をめく

゛
る幾多の困難とたたかいながら,

全国各地では意欲的な教育実践が多様に進めら

れているが, ここで紹介するのはそれらのうち

から選んだ典型的な自主編成の試みの数例であ

る。

A 生活の近代化を目ざして
旧い意識と不合理な生活様式を温存し,伝統
的な生活のパターンをそのままに踏襲しようと

する保守的な傾向の強い家庭や地域では,家庭
科教育が衣食住の合理 fヒを実現する尖兵として

の役割をになっている。

いわゆる生活改善を第一の命題にかかげる家

θ    
‐

子血
（
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庭科1実践の方法として,先進的な製作教材や家
庭機器をとりあげたり,教室の施設 0設備を近

代的に改めたりして,新らしいくらしのモデル

を子どもらに経験させるというや り方が行なわ

れている。

旧い家庭関係を否定し,むかしながらの民族
的・地域的な生活方式を排除して夢のような近

代的なくらしを経験させることは,子どもらに

現実の矛盾を実践として知らせる一つの有効な

方法といえるかも知れない。

テレビや婦人雑誌のグラビア頁でみていた絵

そらごとが現実として教室で再現され,価値づ

けられるとすれば,その体験だけでも子どもら
にとっては得がたい印象となる。

家庭科の教師は,女の子たちにとってはある
種の憧れを感じさせるであろう。

気の利いた洋服やアクセサリー,明 るくモダ
ンな実習室のムー ド !

そこには現実の暗い生活の汚点は何ひとつ感

じられないのである。子どもたちはうっとりと

した′心持で刺しゅうい りのサロンエプロンで,

いそいそとオープンサンドをつくり, レモンテ

ィーを啜るのである。

家庭では買ったままで縁側にあげてある最新

式の電気洗濯機だが,遠′とヽ分離機や乾燥機のし

くみを教えてねじりしばりの不合理を知るにつ

けても,現実は不合理なもの,お くれたものと
いう確信は強まってくるばか りである。

こうした実践のためには,完備した家庭科教
室を欠くことができないから,施設・設備に対



する熱意は異常なまで強い。また事実この場合

はそれは基本的な条件でさえある。

茨城のある中学では,市教委・市議会議員・

市長を動かして一世帯当り月30円ずつの設備助

成金を 3か年にわたって徴収してステンレスの

調理台を11台揃えたというケースがあったが,

一人の家庭科教師の並々ならぬ努力には,言葉

もない気持さえする。

現行指導要領の意図もこの「近代主義」で貫

ぬかれている。また多くの家庭科教師にとって

も「生活の近代化」を教科の主題としてすえる

ことに何の疑問も感じてはいない。

教育内容と現実との断裂をさして「理想と現

実」という対比としてとらえるとすれば,教育

は現実の生活とどう結びつくのであろうか ?

現実に生きる子どもらの認識はどう発展し, ど

んな学力として身につくのであろうか。これが

「近代化方式一―指導要領」に対するわたくし

の基本的な教育的疑義である。

「 家庭科で教わることは誠にもっともだ |ナれ

ど,現実はそうはいかないわ」ということで,

生徒らの認識がたちきられたり「学校で習った

ことをうちでやろうとすると両親から止められ

たり否定されたりする」といった挫折に度々ぶ

つかったりするときに子どもらは家庭科学習に

どう対応するようになるだろう。

もちろん一方では技 。家科の内容のもつ上述

の主要矛盾を克服しようとする実践も進められ

ている。

東京の足立区でパジャマの製作を した と こ

ろ,作品のデザインとして, レースやフリルが

いっぱいつけられていた。ズボンがだぶだぶと

いう子どもらの批半Jが多かったことなどから,

商品としての既製服の矛盾や衣生活のゆがみを

考えさせ,縫製工場の見学を計画し、その経験か

ら婦人労働の実態や大量生産のしくみについて

学習させたというものである。

この実践ではパジャマの製作は,現実の生活

をみつめる一つの手段となっており, この点で

製作が主な目的にならている現行方式とは異っ

ている。

もちろんここでのパジャマ製作の 過 程 で は

「
ミシン縫に習熟するとい う効果し か な か っ

た」という結果から,「製作過程で子どもらを

啓発する要素が確認されねばならない」との反

省があって問題 |ま残されているのだが,指導要

領に依拠せぎるを得ないアチーブ体制のもとで

の自主編成の試みとして大切にしたい実践だと

いえる。

「生活の近代化」のなかで国民の主体性が失

なわれ「生活 |ま便利になったが苦しい」現実が

『近代化」という美名のもとに,い よいよおし

進められようとしている現在,ほんものの生活

改善と|ま何かということこそ深く考えられねば

ならない課題ではないかとおもう。

近代 |ヒを無条件に肯定し,家庭科がそのお先

棒をかつく
゛
ようなやり方で日本のくらしのひず

みに迫ることができるかどうか甚だ疑わしい。

指導要領にしめしておきながら,教室や教具

も整えることができないという教育行政のゆが

み自体, 日本の社会を反映したものである。

日本の衣食住をただしていこうとするとき,

ゆがみの根源を追求することなしで |ま果せない

であろう。

家庭科が生活の近代化を最終目的にすると,

地域の生活実態との間にギャップを生じる。こ

のギャップを埋めるには教科の本質をどうとら

え,内容をどう編成するかという研究がなされ

ねばならない。またその教育実践を子どもの認

識の発展によってたしかめる, という過程を経

た上ではじめて施設・設備をととのえる段階に

すすむのが順当である。家庭科の研究会といえ

|ゴ「施設・設備」という風潮があるとすれば,

それはまさに逆立ちの姿勢というほかはない。

B 教科としての確立をめざして

家庭技能の習熟をめざす現行の家庭科を否定

し,独 自の科学体系にそって他教科と同様のま

ともな教科に再編成できないかという研究・実

践も熱心につづけられている。特に岩手の花巻

サークル,秋田県教研,東京都教研では数年ご

し, この問題ととりくんでいる。

教科 |ま「科学」を教授するものでなければな

らない。との前提にたち,家庭科で教える科学

を「 労働力再生産にかか わ る基本的な原理原

則」ときめ衣服・食物・環境の領域を,子ども



の認識の発展系列にそって,①労働力の形成 ,
②労働力の再生産,③再生産のしくみを順次と

り_あげる。

この試案のもとに内容編成を進め,教室実践
によるきめこまかな検証がつみあげ られ てい

る。

この実践によると,た とえば従来のごはんた

きは,「でんぷん食」として熱量摂取の原理を

教える教材になる。でんぷんを糊化することの

意味が重視されるから糊化実験や唾液による分

解実験などによって「米を飯にして食
べる」意

味を把握させる。

これが①労働力形成の段階で,②労働力再生

産では,国民のエネルギーの消費や再生産はど
のように行なわれているか。たとえば米飯や粉

食の実情,熱量摂取の実態などが追求される。
③再生産のしくみのところでは,炊飯労働や経

済問題がどうなっているのか,何故そうなのか

といった社会科学の領域に重点がおかれて,生

産労働との関係にもふれ,家事労働の矛盾や賃

金問題をとりあげようというものである。

教科としての成立根拠をきびしく追求・吟味

しようとするこの実践は従来の家庭科研究の中

では,かなり多くの支持と共感をもってむかえ

られ,その後大阪,大分などでも同じような実

践・研究がひろがろうとしている。

ところが, この実践のなかでも

○教材の教育的意味を設定し科学の基本を教え

ても,それが生活の中へ入る時は,科学でなく

なってしまう。受けとる子どもらの主体的な条

件のなかに,衣食住の問題になると科学を排除
しようとする傾向が強く出てきてしまう。

という問題や

○生活の中からとりあげた教材は,要素を複合
的に包合しているので,い くつものコマギレ知

識にぶつかり,つめこみにならざるを得ないこ
と。

○子どもが学習の中で社会矛盾を感じることが

できてもその原因を系統的,構造的につかみ解
決策を導き出して矛盾と対決していく生き方が

わかるところまではいかない,つまり社会矛盾
の系統化が無理であること,な どがあきらかに

なってきている。

lθ

教材のなかで部分的な原理を学習したり,理
科や社会科の原理・原則を検証したりすること

はできても,構造や体系をとらえることは家庭|

科だけで背負いきれるものではないというので

ある。

しかしそれにもかかわらず,や り方主義の家:

庭科に比較すれば,子どもたちがどれほどいき
いきと反応しl童を輝やかして学習したか知れな

かったし「家庭科もお
べんきょうなんだね」と

子どもたちの態度がかわってきたというのであ

る。

類似の実践ではあるが特に自然科学的な傾向i

の強いもの,社会科学的側面に重点をおいたも
のなども意欲的に各地でとりくまれている。

こうしたゆき方に対して,そんなことは理科

でやればよい,あ るいは社会科でやればよいと

いった評もあろうが,家庭科教育の現状を考え

る時,ま だまだ理科的家庭科,社会的家庭科の

研究を進める必要があろうし,家庭技能の伝達
に終っているような家庭科にくらべればはるか

に教育的であることは疑いない。

しかし,家庭科で独自の科学体系を打ち立て

ようとしてもそこには限界があるし,理科や社

会科との交錯も全体の教科構造を再検討しない

限 りさけることができないもののようである。

C 地域の生活変革をめざして
栄養についての正しい知識をもつことによっ

て,その地域の栄養改善が実現できる程度をし

らべてみると約10%にすぎない。

これは,食生活の現実は栄養知識以外の要因

によって決定されていることを物語るものであ

る。

高知県教研の家庭科サークルでは,家庭科も

また地域の変革を目ざすべきだとの視点に立っ

て,生活を守る地域共闘に子どもらとともに参

加している。

実践のひとつを紹介しよう。

「 いもの揚げもの」を習った子どもたちが,

「 いももこうして食
べると美味しいが油が買え

ないから駄目だね」という。何故油が買えない

かという問題から地域の「砂あげ仕事」の賃金

カリト常に低いことが明らかになった。



そこで,教師はこの賃上げのために地域共闘

組織に加わり,砂取 り労賃の引上げを要求して

父母とともにたちあがることになった。教室で

は闘いの経過がくわしく報 告 され,分析され

て,学習が進められてゆく。

また,そ うした闘争や日々の労働に出かける

地域の父母にかわって,家事を担当する子ども

たちに,「家事処理技能」をおしえることも大

切な意味をもってくるのである。

高知の実践は,教育を教室内に限定せず,子

どもの生活全域を合めて構想している。また地

域の民主化闘争への学校く
゛
るみの参加を通じて

社会をたて直す実践に結び,単なる私的行為で

ある生活改善ではなく,社会的な生活を守る実

践によって子どもらの啓発が期待されている。

われわれが衣食住のゆがみを正そ う とす る

時,理想的な青写真をかくことは容易でも,そ
こへ至る道すじはさまざまな社会的・経済的矛

盾でいく重にもはばまれている。

だとすれば,合理化といい民主化といい,社

会的視野なしで達成することはあり得ようもな

いのである。

社会的な諸関係を規制するさまざまな法則を

学ぶことは社会科の領域だが,家庭科が生活を

たて直そうとするならば家庭科もまた社会法則

にてらしてその道を求めねばならない で あ ろ

つ。

高知では,家庭科のねらいとして,

「生活変革を中′いにおき,現実の家事処理ヘ

の適応や合理化も,生活をたて直すための手段
として考えている」という。

生活のゆがみの事実を認識するために合理的

な家事処理を教材としてとりあげるが,そ こで

子どもたち一人一人が矛盾を知っても,それだ

けでは目的に迫れない。現実の壁を突破するに

は,団結して闘うことがただひとつの道である

こと,そのなかではじめて解決の見通しも得ら
れることを体験のなかで学びとらせるのだと高

知では主張している。

もちろん, こうした変革の姿勢と自信が,家

庭科だけで達成されようとは思えない。社会科

や学校教育全体一―学習指導や集団主義の生活

指導一一の中で,さ らに地域の国民運動のなか

で追求されるべきものであろう。

高知の実践に対しては,次のような問題点が

指摘されている。それは,

●子どもの認識との結びつきはどうなるのか。

●子どもの主体性はどこでどう生かされるのか

●子どもの姿がじゅうぶん究明されていない。

などの諸点であった。        ・

前に述べた「教科の確立をめ ざす 実践」で

は,む しろ「子どもの認識の発展」が重視され

て,生活や地域との結びつきに弱点があったの.

だが, この実践では表裏のように子どもの姿が

あきらかでないうらみが残っている。今後は,

この点についての研究が深められるというから

その成果が期待される。

D 子どもの主体的な生活領域を題材にして
家庭科が家庭生活の場から題材を求 め る限

り,原則理解の上でも,変革意欲の上でもあま

りに障害の多いことが明らかになるにつれ,東
京の都教研サークルでは学校生活の中に題材を

求めようとする試みが行なわれはじめている。

子どもらの衣食住は,東京などではほとんど

の場合子どもらの自由や主体性はありえない。

着せられ,食べさせられ,住まわさせられてい

る月ヽ中学生にとって「献立の
べんきょう」は母

親のする仕事に対する代理の学習になってしま

う。

そこで,家庭科の教材が家庭生活から選ばれ

たのでは自分たちの学習にはなり得なくなって

しまう。

現行指導要領では小学校 5年の「 すまいのそ

うじ」の単元で家庭の清掃がとりあげられてい

るが,学習が終了しても子どもらが一向に掃除
をするようにならないというので港区のガヽ学校

では,上記の視点から教室のそうじをとりあげ
てみた。

この実践によると,教室や学校の汚れの実態 :

をしらべ, ごみの分析やほこりの分配状況をと

らえさせ,ど こがどのように汚れているかの事

実認識を徹底的に学習させた。

つぎに,その要因を討議した結果,清掃を阻

んでいるものに,

① 用具の不備,不足



② 学級集団の不統一
があり,人間関係を是正しない限 り,汚れは

なくならないことも明らかになって学校児童会

でこの問題がとりあげられ,校内の統一清掃を

行 うこと。その準備のために学校中のモップつ

くりが,家庭科の時間に行なわれるようになっ
た。子どもたちはこの自主的な計画にいきいき

と参加し,協同のモップつくりが着々と進めら
れて校内の清掃状態が一変したとい うの で あ

る。

この実践は,二つの点でわれわれの家庭科研
究に示唆を与えてくれている。

その一つは,衣食住に関する子どもらの主体

的な生活の事実をつかみ,その中から教材を選
ぶことが重要だということ。

つぎは,生活を是正するために社会関係をた
だしていくことは,学級集団を単位に学習実践

させることが有効であること。

もちろん,子どもらの生活は地域差,階層差
が非常に大きいので同じ教材でも常に同じとり

くみが期待できるものでないことはいうまでも

ない。その意味から言っても固定的・類型的な

カリキュラムでは生活にいどむ力を持ち得ない

ことは明らかである。

あ と が き
以上,最近の家庭科実践のうちから特徴的な

例を四つ紹介してきたのであるが, これらの実

践がいずれもまだ問題を残してお り, しかもど

れ一つとして未だ結論をうち出すに至っていな

いという点に着眼すべきであろう。それほどに

家庭科教育には問題があり,叉他教科のように

既成の科学体系を持たないという特殊な歴史的

事情を思わないではいられないのである。

教室実践のなかでは,他教科にみられない独
自の教育方法であることが,毎時間の実感とし
て,確かめられてはいるものの,その成果 |まあ
まりにも断片的である。

学校教育をめく
゛
る周辺に渦巻く非教育的・反

教育的な体制のなかで,た とえひとつの教科を

どれほどに合理化してみたとしても,われわれ

の期待するようなほんものの人間づくりができ

ようとは思えないが, しかもなおわれわれとし

ては日々の実践の中に真実を模索せぎるを得な

いのである。

こうした自主編成の努力は,ま だまだねばり

強く続 |ナ られねばならないし,その目的・内容
・方法も家庭科教師の創造的努力に待たねばな

らない。

結論を急いで,われわれが仲間で互いに相手
の研究・実践に水をかけあったり,地域的な諸

条件をぬきにした観念論をやりとりしたりして

家庭科研究のエネルギーを停滞させることがあ

ってはならないと思う。

全国各地での多様な創造的努力に学 び なが

ら,われわれ共同の財産である研究の成果を尊
重しあうこと,その蓄積こそが国民教育創造ヘ

の道であり,家庭科もまた教育として確立され

るための礎となることを考えたいものである。

子どもの現実の姿をしっかりつかみ,そ こに

根ざした家庭科の自主編成をつづけ,条件に応
じた方法で研究・実践を進めることに当分の間

はつとめること。交流の機会をできるだ |ナつく

ること。成果を残し,次の研究に生かすことが

目下のわれわれにとっては大切な課題である。

そのためにもサークルや教研集会をまもり育て

る努力を忘れてはならないとおもう。

(東京都立戸山高等学校)



混迷からぬけでる家庭科教師

・γけ野村

家庭科教師は,新指導要領実施 2年を経た今日,移

行期から研修を積んで,新しく加わった機i成・電気学

習内容についての指導の目標や重点がようやく理解で

き,その学習指導の実際も一通り経験をしたという時

期であるcは じめの頃の恐ろしく抵抗を感じ,自信も

なく困惑した時にくらべると,大分その学習内容への

向かい方が変ってきたといえる。私たち焼津市内の研

修グループゃ,同一郡内の研究会などにおいても,衣

服,調理に関するテーマだけが,安心しての共通テー
マとして発展し取 りくめたのも,ま だ工的内容へ発言

するだけのお互いの実践による経験が及ばなかったか

らといえる。そして語られることは,工的内容への取

組みの困難点や,実技・基礎的研修会の要望をするこ

とであった。

ここ203年に実施した研究内容をあlザてみても次
のようである。昭和36年以来,木工実技講習 (花台,

本立て作り)製図の基礎学習,家庭 ミシン (分解操
作,整備), 電気の基礎矢F識・照明器具の点検修理,
家具修理・塗装,螢光灯のしくみと回路 (教材資料作
成), 誘導電動機の原理説明用資料作成,等の講習が
実施されたのである。この間には,家庭科教どとの非
師の真剣さがかわれながらも,会合が多すぎて困るな
難さえ受けて,土曜, 日曜の時間を使ったり,夏の休
暇に汗を流したり,歳末の押しつまった時に実験用具
を作ったり,涙 ぐましいまでの努力を重ねてきたので
ある。

さて,こ うした研修の結果,全 く自信ある一本立ち
の技術科教師といえるかというと,私が最近幾人かの
地域の家庭科の先生に,次のような質問を試みた結果
を総合すると,工的方面の教材の指導の経験は一通り
体験したが,被服や調理よりも,ま だ自信がない。と
くに電気学習が弱い。機械学習の方が困難だという人

もある。そして教材・教具の資料不足 。作成の時間が

もてないという歎きであるЭ電気学習など全く教具が

ない時|ま ,興味も湧かず,理解もされにくく,実にま

ずい授業になってしまう.幸い学校で研究指定校など

で研究授業の機会に,集中的に教具を作る時間を も
ち,その発表により地域の参観した人たちへよい参考

資料の見本を示してくれる家庭科の先生も幾人かでて

きた。最近に203の 学校の研究援業の実践展開をみ
たので概要をおげてみる。特にユニークなものではな

くて,すでに技術教育誌や,家庭科教育誌などでも同

様な教材の展開例が紹介されてあることでも,私たち

の地域の女教師もこのような,工的分野についての研:

究発表をする段階になったといえるのである。その後

に|よ当然これら教材について,教科の目標からみて,

未来の子どもたちの真の認識,学力という面から適当
であるかどうかとの批判力も,的確に,自分の発想と

して生まれてくるものと期待してよいと思えるのであ

るこすでに多く語られている故の批判でなくて,実験

を通しての疑問や批判こそが,尊いと思うから,急が

ず, 自から互いに経験をして, 苦しんで後に発見 し

て,人 と共に研修していくことをよいと思っている。

紙面の制限から,私 自身の機械学習鋒験による失敗か

ら考えられた批判も,詳しくは書けないけれど, ミシ
ン学習への疑問|よ一層強くなっている。混迷からぬけ

でた時|ま反省と批判の時であるこ技術 0家庭科は常に

この連続であったこおそらくまたこの教科内容は新ら

しく書き変えられるであろうc

(夕lI)

技術・家庭科指導案 (第 3学年女子向)

指導者 名波恵子 (藤枝市大洲中学校)
1 日 時 昭和38年 11月 1日 ,第 3時
2 題 材 照明器具の点検修理
3 題材観 家庭生活に広く電気が利用されている今

日,電気器具を安全に,しかも上手に取



り扱 うことは大切なことである。各種電

気器具のうち,けい光燈の利用度はたい

へん高いが,その反面無意識に利用して

はいないだろうか。電気器具(けい光燈)

のしくみ,原理を理解することによって

安全かつ上手に利用していくことができ

る。前時の授業において,生徒は故障を

発見したり接続器具の修理を学書してき

ており「電気器具の取り扱いもやればで

きるのだ」という自信を持ち,けい光燈

の発光原理について興味を抱いている。

発光の原理について学習し自分でもけい

光燈の故障を発見し修理できるようにな

りたいとの生徒の欲求を満たすためにも

この題材を扱 うことは意義がある。

日 標 照明器具の構造や機能を原理的に考察し
ながら,それらを安全に取り扱う能力と

態度を養う。

指導計画

1 けい光燈 3時間
(奎す峰)

2 照明器具の取 り扱い方 1時間
3 熊明器具の点検と修理 1時間
本時の指導

題材 けい光燈
目標 けい光燈の発光原理について理解する。
準備 1 けい光燈展開セット
2 けい光ランプ
3 説明図 (①螢光燈の展開セット回路
図 ②安定器実験の回路図)
4 実験用紙

展開

指 導 上 の 留 意 点

1

2

3

けい光燈の配線

回路観察

けい光燈の点燈

前時に学習したけい光燈の配

線回路を確認させる。

実験用紙を配布し,次の実験
について指示する。

実験

1 押しボタンを押してすぐ
はなす。

2 ランプの両端が赤くなっ
たらすぐはなす。

3 押しボタンを押しつづけ
る。教師の指示があってか

らはなす。

「管
[II:;::li[曇

|

14

ネオン管の発光

安定器の代 りに

抵抗を入れた実

験

けい光燈の発光

の原理

けい光燈の扱い

方

けい光燈はどれ|

taI『冒票
で

|

(夕lⅡ )

技術 0家庭科指導案 (第 2学年女子向)

1

2

3

くならなければ点燈しない

2 赤くなっても押しボタン
をはなさなければ点燈 しな

い 。         
‐

。安定器がどんなはたらきをす

るか気づかせる。
。安定器のはたらきを調べる配

|

。景][言「警惚〕ダLttFをは
|

。ネオン管に注意しての   |
C安定器を入れた回路
②安定器なしの回路について

'

O蚕第3響粂発光するのは両端
|

に高い電圧がかかったからで |

曇ふ
`魯

[竃こふ雷TF安
定

|

O抵抗は 420Ω
。高い電圧がけい光管の両端に

かかるとフィラメントから電

子がとび出して放電がはじま

る。同時に電子は水銀に当っ

て紫外線を出しそれがガラス

管の内壁のけい光染料に当っ

てけい光燈特有の光を出す。
Oス ライダックスにより電源電

圧を 100Vか ら順次下げて何
ボル トまでけい光燈が点燈 し

ているか調べる。
O安定器は点燈の瞬間は高い電

圧を加えて放電させるがいっ

たん放電すると電圧を下げて

けい光ランプに電流が流れす

ぎないようにはたらく。
Oけい光燈ではフィラメントの

永続性を考えて点滅しなけれ

ばならないことに気づかせる

(寿命末期のけい光管は,両
端が黒化してくる。これはフ

ィラメントに塗ってある物質

が飛散したからである。)

指導者 海老原はる (藤枝市西益津中学校 )
日時 昭和38年 11月 7日 (木 )第 1時
単元  (題材)家庭機械 (裁縫 ミシン)
題材の目標

現代の家庭生活は日々電化・機械化され家庭の生

活技術をかえている。家庭機械の学習を通して,

機械の作動原理や機械材料,機械要素的な知識を

習得させたい。そして一般機械に対する関心をた

かめ,次々と改良され
｀
機械についても正しい取

安定器のはたら

き



り扱いができるよう基礎能力を培いたい。

指導計画

ミシンの構造と各部の名称

機械要素

伝達経路

ときは,その機構は非常に複雑で,初歩としては

むずかしい題材である。生徒には理解しにくく,

かなりの困難が予想される。そこでなるべく実感

をもって理解できるよう観察,実験,製作などを

とり入れた指導をする。本時はミシンの作動原理

(リ ンク機構)を理解させ,又思考を育てる一つ

の試みとしてリンク機構の模型を作製し,感覚的

にリンク機構の原理を理解させたいと思う。

2時間

4時間

2時間

おもな機構(カ ム機構, リンク機構)4時間(本時)

分解と組立て(縫合の原理,材料)6時 間
故障と整備

5 本時の目標
2時間

日常使いなれているミシンも機械として学習する 6展  開

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点
|  ぅ   こゴ  違ξ が複雑 ノ安 た め 発 見 |1 踏み板の上下運動が

どうしてベル ト車の回

転運動に変わるのだろ

うか。そのしくみを考

える。

2 リンク機構について
。リンク機構の模型を作

製する。

。踏み板,ベ ル ト車のし
く教を観察する。

3 たしかめ
実物 と模型 との比較

4 まとめ

このしくみと同じような働らきをする部分はほかにはない

だろうか。

発見させたい。       .
。上軸の回転運動がクランクロッドの上下運動に
。上軸の回転運動が針棒の上下運動に
このようなしくみをリンク機構という。
3節 , 4節 に組み立てる。
。どんな運動をするだろうか。
O実際にうごかして運動を観察する。

|う ごきが複雑なため発見|

|がむずかしいだろう。 |

仮説をたてる。

…… 議η崚ら
|

|

A・ Bは路 に うごく |
定                   |
`                    |

|

|

実物をよく観察し,ス ケッチする。           1模 型の固定部が実物のど

繕敦農「き了Tこし百;各夕;」ちは模型のどの部分に相|「言墓:飯募:奮r二梶

〒
1:,夕
ふ釜ヒなっているので理解できないものもあるlli28E:E首牟ま暑
潜負ξ≧                     1彊屁薫:馨亀]雷すlば

てうけとめ応用しようとする態度を養うため思考力を

ID~

＼
＼

例 Iの授業者は,知識・技術ともに自分のものとし



育てなければならないとして,授業展開の中に思考さ

せる場と実験や作業をどんな方法で行なったらよいか

を研究し試みたものであった。指導案でみるように ,

前時学習の復習を導入としてけい光灯の配線回路を確

認させてから,直ちに,実験に移 り,け い光灯展開セ

ット (各 グループごとに一台ある)に より|す い光灯の

点灯するときの状態を観察させ,その結果とらえられ

た現象を記ろくさせ発表させるこ問題把握と同時に問

題究明……つまり疑間を持たせ,その追求を実験操作

において個人的,集団的に思考さ・lる 場としていた。

教師の発間も,そのため整理され,生徒の思考をい

たずらに混乱させないだけの, ヒントを与えるにとど

めていたし,その′思考をさせる
｀
1贋序も,材料資料も十

分に吟味されていたが,予想していた時間より遥かに

多 くの時間をかけなくては,次の問題発展への糸日が

開けない, という面も出てきて,思考力を育てること

は,根気のいることだと思わせられ,ま た,果 してこ

の場でのこの疑問解決法 。追求法が,ぜ じヽ望ましい教

育の方法であるのか,技術科における思考力を高める

発展過程は,数学や理科におけるそれとどのような違

いがあるのか,私にはやや疑間が残ったのであったc

しかし思考させる場を全 くもたないような注入的・

一方的授業や,観念的抽象的理論で,むずかしいと思

わせるような技術科の電気学習の指導におち入 りやす

い教材を,十分研究し,準備された図解や,展開セッ

ト,実験セットを使用しての授業は,生徒たちの興味

をそそり,面 白く,実証的に目標とされる電気器具の

点検,修理の能力を身につけてゆ くものと思えたc電

気の学習に限らないが,特にこの教材には,実験用の

教具,模型が必要であることを,参観の先生たち|ま痛

感したものである。そしてまた,こ の製作時間が日常

勤務の中ではなかなか自作できずに,間に合わせ的に

授業をすすめてゆ くことを何とか解決していかなけれ

ばと話合われたのである。その後また電気学習の講習

会をもち誘導電動機の模型を作成したり,けい光灯展

開セット示範用は共同製作してあったが,グ ループ台

数の製作についての協議などがされたのであるこ

例 1の授業は,家庭機械 ミシンの学習についての研

究授業であるが,こ れまた実験観察をさせ,思考力を

育てるという目標で, リンク機構の原理を理解させる

と′いう実証的授業でちる。この模型には,画用紙を上

台に, 三節, 四節に|よ下敷用セルロイ ドをカットし

て, ビスで連結し自由に動けるようにしたもの が よ

いc生徒 |よ実際の ミシンを側に観察しながら,その模

型をあて|よ めて動きの経路を考えて発表していたが ,

どこまでもミシンの機械学習を一歩も出ないというこ・

とは, この段階から|ま , やむを得ないかも知れ な い

が,機械要素や機械材料の取扱いに関していっそうこ

の感が深いこ私自身も他の機械についての知識がない

上に ミシンの要素についてさえ機械材料の質と要素の

結びつきが実際ピッタリしないので,分解,組立ての

段階に総合して機械要素と機構,その材料が他の機械

の一般化へ及ぶどころではないのである。やはリミシ

ンを教材に取 りあげた指導要領の扱い方は,現状とし

ては第一段階としてよいかと思えるが,取扱ってみる

と問題が出てくるのである。しかし他のどの機械が適

当であるかということになると,知識がない女子教員

には的確な判断がでてこないのである。

教科書の書き方,展開1員序,図版や絵,写真の批判

は,今 日に至ってようや く明らかにできるようになっ

た。最近市内の女子教員研修会の時の研究授業でも焼

津中学校森光子氏によるけい光灯の発光原理の教材展

開例を,グループごとに実験板を用いて,実験的に扱

い興味をもたせながら生徒にけい光灯のしくみとはた

らきを理解させていった.私 自身の授業の反省からし

ても,ま だ研究途上にある教材であるので,自 からに

納得させながら基礎的知識を教材の理解のために必要

な中間教材として説明を加えてゆ く時に,理科との関

連あるカリキュラム編成の必要を感じたわけで,技術

科の時間に,理科の学習分野が展開されているような

場合がしばしば見られるのである。電気せんたく機の

しくみについて,誘導電動機の原理を理科の第 3学期

教材で扱 う以前に,技術科で学習しなければならなか

った時もこの取扱いについて困難を感じたのである。

(静岡県焼津市大村中学校 )

X X ×



実 践 的 研 究

衣 教 材 を め ぐっ て

/Jヽ 生
ユ

モス原

家庭科教育はこうあるべきだととらえても授業とな

ると,過去に受けた裁縫教育のイメージが根強くはび

こり,なかなかきりかえがむずかしい。このわたした

ちを少しでもかえさせたものは中教研 (日教組中央教

育課程研究委員会家庭科部会)であったと思う。当時
(1961年夏季研究会)“ うでカバー"と “うでのきも
の"の とらえかたのちがいもわからず,「 うでカバー

片方論はいただけない,やっばり家庭科では,使える

ものを完成するのでなければ意義はない……」などと

議論沸騰し疑間をいだいた。そしてそのような考えに

はとてもついていけないという声も,現場からきこえ
はじめてきた。しかし,た とえ問題があった として

も,中教研が果してきた役割を私たちは高く評価した
い。

(1)これではどうもおかしい
教科書をみると

一
A―

―
B―

よいみなり

食事のてつだい

身の廻りのせいとん

涼しいすまい

として 1台ふきつくり

として |ふ くろつくり

として |のれんつくり

といった調子で単元がくまれてい る。実際の授業

は,Aは Bの導入みたいな形となり,縫 うということ
にのみ時間をかけてきたように思われる。AにはAと

してのねらいがありBにはBのねらいがあったはずな
のキ■……。これは単に単元のくみかたに問題があると

いうことではすまされないようだ。

生活単元学習とか,経験学習とかいわれるこれまで
の学習の基礎にある,知識の実際的効用,実践的態度
の形成とかいうことで,何か大事なものが忘れられて
いたのではないだろうか。子ども自身の問題をほとん

ど無視して教育を進めようとした教育に対して,子ど
もの興味や理解力を大事にして,すすめようと主張す

る経験学習の存在の意義は認める。しかし,た とえば

体に布を合わせてとめる役目をもっているボタン本来

の意味を無視して, “身なりをととのえる"ためとい

う容儀上からだけ,い くらボタンつけの練習をしたと

ころで,それだけでは十分とはいえないのではないの

か。このようなことをはっきりさせるために,こ の教

材をつかって,子 どもに,ナ ニをおしえるのか,とい

うことをただしていった。

そしておおまかに衣の系列をくみたててみた。これ

は中学校の家庭科へも一貫していく骨でありたいとね

がっている。

(2)使えるものをつくらせるのか,つくらせない
のか               ゛

サークルの中でも「体をおおう衣服の立体的な構造

ヘロをむける」ということを,ねらいにしても,やは

り “うでカバー"な ら “うでカバー"をぬわせはめて

みてたしかめるべきだ,という論と,基本となること

をつかんだら「ぬわせる必要なし」という論と二つの

立場があった。このことは昨年の岩手民教研の時にも

問題になった。これは “ごはんづくり"の場合にも,
ビーカー実験だけでよいものか,釜でもたかせなくて
はならないものか,な どと。そこから学びとったもの

は,使 うものを作らせるのか,作らせなくてもよいも
のかの部分的な問題ではなしに,家庭科でも,子ども
の思考や認識を高めるうえにおいて,科学 (自然科学
0社会科学)の基本の教授がどこまで可能なのか,と
いうことのほりさげであった。

昨年の6年の衣教材 り でカバー"の教授学習過程
の研究であきらかになったことは,

ナニをどうとりあげるかによって,子 どものきり
こみかたが,たしかにちがってくる。

ということの発見であった。すなわち 6年で “動きの

17
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実 践 的 研 究

ある体の一部分 (う で)を とらえ,おおう衣服の構造

をとらえさせる"と いうことをねらいにしてやる場合

に)う でのきものとしてやるべきか (原理をつかむ

ので,カ バーをつくらせるのではない)

l・)う でカバーとしてやるべきか (う でカバーを縫

いあげる)も ちろんこの場合その過程において, うで

のきもので扱う体の動きにあったものを考えさせてい

くのであるが,カ バーという教材からはカバーとして

だけの役目が大きくうかび,労働する動きのある体を

おおうものという認識からは,ほ ど遠いものを感じさ

せられた。既製のカバーなるものが頭の中にえがかれ

ており,そのことが考えだそうとする力を阻害してい

ることがわかった(こ のことは,カ バーとしてやると何

の思考力も育てることができないというのではない)。

そこで今年は,こ の成果に学びカバーをつくる過程

で, “構造をとらえる"と いう学習をめあてにするの

ではなく,①基本的なことを学ぶ2Cでとらえた原理

をたしかめるということで, カバーをとりあげる,と

いうように,それぞれのねらいをはっきりわけてやっ

てみることにしたっ次にどのように試行錯誤しながら

認識していったか,①の部分だけについてのべ てみ

る。

授業では “うでのきもの"と いう言葉はつかわな

い。それは教師自身も子どももこのことばから受ける

概念が学習をすすめるうえにじゃまになったので,体

をおおう衣服はどのようなものであればよいか,と い

うようにしてすすめてみた。

3 授業の研究

ねらい (こ の時間)

1 体の部分, うでの動きをとらえる動きとは ,
動くことによる体の変化をつかむ

2 動くことによる変化よりそのうでにまとう衣
服の構造 (く みたてつくりかた)を考えていく
いままで漫然とやっていた夏休み作品についての

反省をこれからやる学習の導入となるように観点

をひぼってみた。

うでについて考えていこうということをはじめか

ら教師が示さなかったわけ

④体はうごくことなどどこの子だってもちろんわ

かっているが,あ らためて体全体の特に動く部

分を意識させたい。

○ うでについてみんなで考えていこうとする問題

意識を強くもたせたいため

事実認識

授業によって子どもの認識がどう高まっていく

ものかをたしかめているが,こ の頃特に強く感.
じていることは事実をいかにとらえさせるかと

ヽヽ うことがねらいにせまるポイントではなかろ

うかということである。

この場合は, うでは動くという一つの事実を,
いろいろの方法ではっきりとらえていく。この

ことは,他のものの学習の時にも感じた。
せんたく…よごれている事実をつかむことより

その方法が考えられてくる。

導

夏休み作品の反省のまとめより入る

作品を分類してみると

・ ひらったいもの (平面的な)

・ ふくらんでヽヽ
・
るもの (立体的)

苦労した点

・子どもの遊び着をつくったが巾がせまくて何回

もほどいた。 (分類=立体的)
なぜうまくできなかったか

④子どもはじっとしていないのではかるにたいへ

んだった。

○はかってつくったが,体は動くものなので,ま
っすぐに立っている時はよいとしても,いろい

ろな遊びなどする時,き つくて自由にならなか

った。

・ きょうは動く体にちょうどよいものをつくるに

はどうしたらよいか考えてみよう。

・ 体の一部分をとってやりたいがどの部分にした

らよいか

◎うでをとりあげる

◎ うでの観察 (の ばしたりまげたり)

1外がわ|→変化
→
1内がわ |

過鷺嚢量[η
(爆誉ふ警贄事な臭材を以乞「)
うでの動きよりまとう布の大きさを考えていく

ため算数との関連

―
―
う
で
の
動
き

の
観
察
中
心
―
―

（
一　
斉

学
　
習
）

授 業 と の か か わ り



実 践 的 研 究 一一 一
立体一一展開図→平面

1   巾は直径
＼
布

うで   ×3.14

ここのところでは 1学期にや っ
が,い ま考えだそうとしている
関係があるということを思いお

用紙でつくった円柱と

た 立 体 と展開

こととおおいに

こさせるため画

その展開を黒板にはつた

◎ちょうどよいものをつくるためには何が大事か

(ま とめてメモしておく)

(長 さは一応手首よりひじ上10cmと した)

◎グループの中間発表

〔≦t義ごEキ縁完曾なたF板〕
1班  うでをのばした時とまげた時とで|ま ど
のくらいちが うか。

まげた時よりすこし 太く はかる
203班  うでを曲げた時のまわりをはかっ
てふくらみをつける

(認識)にはどうして
にすえなければならない

あろ うか。

・ うでをまげた り,の ば
た,グ ループ
はかっていた, グループ

製図して話 し合っていた,グ ループ

自分のきているふ くのゆるみををもんだいにし

ていた,グ ループ

第 1次段階の発表でわかったこと
1つの班だけは うでの上下を問題にしていたが

他の 5つ の班は 1番 変化のおおきい関節の部分
を問題に していた。

e曲 げた時のまわリキチキチではやはり自由にな
らないのでそれにいくらかくわえなければなら

ない。

涼しい住居…高温多湿とい

事実としてとらえるこ

この事実を認識させると

には生活からはなれるも

また漠然としていること

させていく。

う日本の気候の特徴を

とがポイントだ。

いう場合それは本質的

のではない。

を事実としてはっきり

も科学ということをもと

ような気がするがどうで

したりして話し合ってい
―

構

造

を

考

え

る
―

④

（グ
ル
ー
プ
学
習
）

4班

り

5班

る

6班

うでをまげるとうでがたつのでそのまわ

の長さをはかる。

うでが自由にまわるようにゆるみを入れ

上と下のはばをちがわせる

(ゆるみは 3Cmぐ らい)

グループの発表の中でわからないことをたしか

める一一のところ

・ 6班は他の班とちが うということがはっきりし
た 。

・ これをもとにして製図してみよう。

2時間めへつづく

ｒ

ｉ

く

ｉ

ｔ

要必のみる０

すこ

メトく

ゆる

1班

3班

6班

太
・
み

・
し
・
ら
・
み

第 2次にはまず自分たちの考えによって新聞紙に

製図してのりではってみる。

(新聞紙で1ま よくわからないと思うが)

「比較」 2つの考え

A

1～ 5班の関節

B
6班の上下のち
がい卜J

ちがった考えを

にうでをおおう

2つ対比してみるこ

衣服がわかっていく

とによって更

ものと思う。

④手首をはかりゆるみ 3Cmヵ口えても,と おす手

の方 (はめる時手はにぎった形となる)が太い

のでこれでは入らない。(こ こではじまでぬわな

いでボタンやホックでとめれば入るとの反論)

○まげると関節ばかりでなくうでの上部も太くな

るがはるかに関節の方はその差が大きい部分を

考えなくては, うでは少ししかまげられないの

で自由にならない。

'実際につくってみて,はめてみての比較 (古い布で)

.同 1人のものをA,B2種 類つくりまがる角度をみ
_る。体にうける感じなど発表してもらって検討する。

④ 自分の着ている服と自分のうで,シ ャツとの太さ
のちがいより大体 3cmぐらいあればよい。
○ まわりより0.5cmく らいおおければよいとすると
全体で 1× 3.14=3.14 3Cmく らいあればよい。

⑥ 大体 3cmぐ らいあるとよいということがでてき
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6班のいうように上下のちがいはあるが,上下の

みはかってつくったのでは自由にならない。まげ

てはかつたものをもとにしてゆるみをくわえなけ

ればならないということになった。

(2つ の考えがあわさった考え)



―

実 践 的 研 究

たが,それぞれのグループでゆるみの寸法をいろいろ

にして古い布でためしてみた。ところがゆるみ5cmく

わえたほうがきつくて 3Cmのほうがちょうどよいと
いう理に合わない結果になってしまった。なぜだろう

か。

◎ はかり方に原因があるのではない。
④ かるくまげた時ときつくまげた時とでは太さが
ちがってくる。

○ ひもではかった時と,メ ジャーではかった時と
では長さがちがう。 (メ ジャーは巾がひろくまげ

たところは正しくはかれない)

⑥ はかる位置がちがうことによる。
以上のことがまちまちなために+5Cmの 方がきつい
とへんな結果になったのだ。ここでどのようにしては

かることがよいか話し合ってみた。

3Cmと ぃうゆるみは果して妥当なものか自信がな
かった。でも何も身につけていない体そのものをまと

うものなのでこれでよいということになった。

◎ まげることによる長さの変化。
今までは巾のことだけ問題にしてきたが, 5班の女

子よりひじをまげた時,布がみじかくなる。このこ

とも考えなければならない。

④ いくらみじかくなるか,はかりそのぶんを丈に
たすとよい。

○ みじかくなるぶんをはかってたすのと, うでを
まげたままはかるのとは同じ長さだった。それで

丈はうでをまげて外側をはかるとよいということ

がわかった。

第 5次 いままで考えてきたものの整理と分析
できた基本的な構造を逆に分析し,動くうでとの関

係を図式化してみることにより更によくわからせたい

と思った。

□}=(□《>舅

1,i:い
=〔
:iLl,52+:醤 をiき,+家

る
〕

いままでやってきたことをひとつひとつわけて図にか

いてみると,こ ういうことになるということから,更
によくわかってきたのではないかと思う。

これをもとにしてうでカバーをつくってみよう。略

(4)授業してみて
。昨年の実践で,縫 うという段階になると,思考停

止の状態になるということがサークル員か らだ され

た。たしかに何か考え出そうとする時と,一応とらえ

てたしかめる段階とでは,子 どもの思考力の差は認めヽ

られる。しかし単に, うでカバーを縫うというとりく

みと,基本的なことをとらえ,それをたしかめるとい

う姿勢のとりくみとでは,同 じ “うでカバー"で も,

子どものせまり方がちがうのだということを学んだ。

。中央試案の中に「ひとつひとつの家事労働は教育

内容たりえない」とだけかいていることの意味が,科

学を軸にすえるということによりやっとわかりかけて

きたように思う。したがって家の中の仕事を ア レモ

コレモおしえるのが家庭科だという教科ではないの.

だ。家庭生活と教科とを直結させる考えをもう少し深

めて考えてみなければならない。

。理科で学習した体の動きと変化。算数で学習した

平面・立体・回転体とかそのような科学が生活 (こ の

場合働く体を保護する衣服)に結びつくという性格を

もっている家庭科では,科学 (自然科学・社会科学)

の基本を教授するということをぬきにしては,教科と

して不安定なのではなかろうか。しかし,こ のことに,

は限界があるのだということ,更に教科たりえなくて

もとりくまなければならないものもあるのだというこ

とを検証の段階で感じている。

家庭科はいま,いろいろな意味で再検討をせまられ

ている。その意味でも,実践をつきあわせてのきびし
い批判をねがっている。

(岩手県花巻市前田小学校)

2θ



実 践 的 研 究 ―― 一

橋一局 モ

1 家庭科教育を私流にとらえて
二教科の二級免がとれるという時,いつの時代にな

っても女教師に残される教科と漠然と考えて,授業も
:担当していない,関心も持っていないくせに,女教師
であるが故にとっておぃたというのが,私の家庭科免

許状の出来です。学校の事情が変って,家庭科の授業
をやるようになった時,世の中はずいぶんかわったは
ずなのに,私の教える家庭科は,私の教えられたもの
とあまり変っていないということは,大きな驚きでし
た。教研の家庭科分科会にもはじめて参加し,こ の教
:材の意味についてぃろいろお尋ねしたのでしたけれど

も,講師の先生すらとり合ってくれず,き ょうの授業
をどうするかということに話題はそらされていくので

した。 (私の地域の家庭科教育の現状はそのようなも

のでした。)しかたなく自分で実践を通して創り出し
ていくよりほかはないと気がつきました。と同時に,

私たち家庭科教師の仲間が,家庭科教育の中で育てら

れた “だまって与えられたものを,ただもくもくとし
てやる"と いう女子教育の成果をここにもみるような

気がいたしました。家庭科の歴史をふりかえり,改訂
に改訂をかさねていく背景をおぼろげながら学びつつ

家庭科の内容が具体的になってよいという声が研究会

や講習会できかれるようになった時,それは一体どう
いうことなのか真剣に取りくまざるを得ない状態にな

りました。中学校女子家庭科の教材を学習させる中で

私自身のやっていることも,技能中心におちいらざる

を得ないし,実用的な知識を与えているにすぎないし

現実の社会へ適応できる子どもにしてぃることにしか

ならないということで,自 分自身に腹立たしくなって

くるのでした。

家庭生活というもの7ま,今までどう変遷してきたの
であろうか,歴史の流れの中でどうかえられていかな
ければならないのであろうか,と いうことを私自身 |ま

っきり知ることが第一だと考えました。そして現在の

教育の中で,家庭科の果たす役割は,はっきりあると

考えたいのです。私たちはどんな世の中を願っている

のか,そのためには家庭というものをどうかえていか

なければならないのかということを考えてみました。

家庭生活の根木は憲法に示されている人間の本質的な

平等を築いた上での,明かるい楽しい憩いの場であり

休養の場であり,教育の場であり,文化を継承する場
であらしめなければならないと思います。その本質的

な平等が得られていない現実,そ こに私は家庭科の存

続理由を認めていきたぃのです。男女の木質的平等の

得られないさまざまの原因を,教材を通して,つ まり

衣食住に関する知識や技能を与えるだけでなく,それ
に歴史的な発達の中での意味を与え,歴史的な発展の

中でのはたらきと方向づけを与える仕事,こ れが家庭

科であると,と らえたいのです。このことは,現在の
日本がおかれている体制の中でのみ必要なことであっ

て,将来は,社会がかわっていけば当然別の形になる
ということだけは,はっきり言えると考えています。
といっても,私自身の取り組みのおそさ,権力の強さ

仲間の弱さ等から,はっきりそうした意味づけのでき
る教材で自主編成をして理論づけている段階ではあり

ません。与えられたものの中で,こ ちらの意図を組み

入れる仕事をしながら,明 日への前進の手がかりを得
たいと念じております。

2 衣の教材をこのようにとらえて
このような考えに立って衣の教材をどのようにみて

いけばよいのか,こ れも私流に考えています。衣服を

まとうということは,あまりにも普通のことであって

目的につぃては常識的なこととして軽んじられ,いか
に美しくきれいに作るか, うでを持つかということに

重点がおかれていました。まず第一́に当然ながらその

目的からそれないということです。そこに立って,今

衣教材のとらえかたと実践
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実 践 的 研 究

までの歴史の中で,衣の生活はどのように移 りかわ り

発展して今回に至っているのか,今後どうなっていく

であろうか,ど うしていかなければならないのかとい

うことについて,教師自身がはっきりした考えを持た

なければならないということです。それは現実の衣生

活はどうであるか, ということをリアルに見つめて追

求していくことだと考えています。そこからは,社会

経済のしくみがうかがわれ,社会生活の格差がはっき

りしますし,家庭内での封建時代の名残 りがはっきり

出てくるのです。男女の本質的平等の得られない家庭

生活,つ まり女性に負わされている家事労働解決の課

題の一つがここに出てくるのです。それでも衣生活の

面での社会化は,衣食住のうちで最も早く到達するも

のと思われますし,生産から消費にかわった歴史も,

身近な祖母の話からもうかがえるのです。 といっても

戦前の家庭科教育を受けた大人たちの中には,ま だま

だ針仕事を女性の条件の一つに考えている (全 く無意

識的 ?)こ とがあるということは,子 どもたちの認識

を発達させるのを阻害している大きな壁となっている

ことも事実です。このこと自体が衣の教材についての

うきな課題であると考えています。なかにわかったよ

うな声で,も う針を持つ時代で |まなく着る時代なのだ

と聞くこともあります。これも叉,誰のための消費で

あるのか,はっきりさせていくことが課題となってく

ると考えています。

さて,製作するということについてですが,こ のこ

とについては,私 自身非常に自信がなく,あいまいで

した。製作するという段階に入ると,最 1)き らってい

た製作主義,抜能中心主義にならざるを得ないからで

した。一応私流に,子 どもの認識へ働きかけたつもり

でも,製作の段階に入ると時間に追われることを日実

に,完成に追いこむ授業のまずさから,ど うしてもそ

うなってしまいました。製作させることによって,子

どもなどう変えていったか, ということになると全く

弱いのです。まつる,ぬえる技能が身についたという

ことしかみえないわけです。社会科学的な面での認識

が衣の製作を通して定着させられるのか,私の実践で

はよくわかりません。一応次のように考えています c

つなぎ合わせるという生産過程の基本原則の一つであ

る縫合ということをきちっと教えていく。線の引き方

じるしのつけ方,は さみ方,縫 い方等,正確な労働を

身につけさせ,その道具の使用法に習熟させる, とい

うことです。私は,今に至る前,家庭科の中で思考力

を養わなければならないということで (こ のことは,

今も賛成ですが。),た とえば,ワ ンピースの上衣と下

22

衣の合わせ方の縫い方は, どのような方法がよいのか

という話合いの時,と にかく縫い合わさって着られる

という目的にあっていればよいのであって, どうした

らよい方法を子どもたちに考えさせ,その子どもに応

じた合わせ方をすることにょって,思考力をねるとい

う,はなはだあいまいな考え方をし,指導をしたこと
・

を反省しています。このような指導は,正確な製作を

した上で,あ るいlまする中で,考えられ育てられてしヽ

かなければならないのではないかと思うのです。

3 私の勤めている地域について
農村であ りますから,生徒の 8書]は農業が職業にな:

っております。平均 100aの 耕作面積 といわれていま

すから,ほ とんど兼業農家であることはこの地域だけ

に限らない都市周辺の特色だといえます。この地域で

1ま主たる農業の労働力は,嫁である母がその中心にな

るようにかわりつつあ ります。生徒たちの母,嫁がそ

のにない手となっていくことは年年あきらかにされて

きていますc長男は町に就職しながら晨業をや り,二 ,

三男 lま家からlまなれて就職します。農業のにない手が :

少ない家で 1ま ,女子を家に残し,春から秋まで外の労

働に従わせ,冬になると町へ和裁を習いにやる (近頃 _

あみ物もふえてきました。)と いう状態です。縫える
ことが女の道だといった考え方からでなく,農業のに

ない手である女子を家につなぎとめておく手段となっ

ている現状であ ります。このことは,子 どもたちへも

いそがしい時 lま親の手伝いをしながら,何 となく縫え

たり編めたりしなければならない気持をうえつけても

いるようです。実質農業のにない手でありながら経営

者ではなく,その労働に更にむかしながらの家事労働

が課せられていることは,農家の嫁さがしの困難な原

因でもあるわ|ナです。

衣生活の調査によりますと,祖父,祖母,母だけが

和 :風生活で残 りは年中洋服生i舌です。母についても夏

はほとど洋服で和服というのは約24%です。和服とい

っても,全部モンペ (和式スラックス)を着用してい

ますので,活動着なわけですG衣服の製作につ いて

1ま ,女の作業衣,和服,ふ とんなどを母と嫁の冬の仕

事ときめてやっています。それらはほとんど全部とい

つてよいほどむかしながらの手縫い仕事となっていま

す。それなのに ミシンの普及率は40%に もなっていま

す。しかも利用率は非常に低く,洋服などを家で作る,

というのは18%にすぎません。つぎものは手縫いの方

が簡単で,し かも手っ取 り早くきれいにできると子ど

もたちは言っております。学校の衣の教材が, ミシン́

の月販を普及するのに一役買っていることもあるよう



実 践 的 研 究

一ですし, ミシンを求めたということが,農家の主婦に

労働を更に加えていく結果ともなりかねないことを,

私は十分頭に入れておきたいと考えています。子でも

たちの服装は,セ ーターかブラウスにスラ ツクスとい

うのが 9月下旬から 6月下旬まで続きますので,衣の

教材の題材に地域性を考えるということを取 り入れれ

ば,教科書に示されているものに限らず自主編成して

いかなければならないと思いつつ,実行できないこと

を残念に思っております。

4 私の実践
Aブラウス (1年 5月 ～ 7月 )21時間取扱い。

1 目標
(1)衣服をまとう目的をはっきり知 り,衣生活はど

のようにかわってきたかあらましを知る。

(2 動く上半身の構造を理解し,ブラウスの構成を

理解する。

(3)ブラウスに適する繊維の種類・性能を理解する。

14)製作を通して,線のひき方,裁ち方,縫合,用

具の使い方,扱い方の基礎的技術を習得させ,能

率的に製作する態度を養 う。

2 学習内容

寸法を採らねばならない理由及び寸

法の必要か所を理解 させる。

正しい採寸の方法を知らせ,採寸す
る。

上衣で一番基礎になる寸法を知る。

型紙補正の必要を話合い,補正位置
を理解させ,型紙を写し補正する。

1寸法

型弩指導

|

°
殊査をぶ曇暮∵「
も釧こどんなもの

12

用布 型紙から,布巾と関連して必要量を

計算させる。
ブラウスに必要な布の条件を話合う

布の縦 0横・斜の性質・ 防縮加工に

ついて話す .

型紙のならべ方・縫いしろについて

理解させるc

用具 必要な用具を理解し,正 しい扱い方
を知らせる。

(物指し・ ヘ ラ・ チャコ・ はさみ・

待針等 )

布の置き方,待針のうち方,じ るし
のつけ方・裁ち方について話合って

注意するc

仮り縫ヽ 仮縫の必要について話合い,仮縫の

方法と,順序を理解させる。
体に合うか合わないか批判し合う。

本縫い 縫い方の順序を理解し,能率的で丈

夫な縫い方を話し合う。
バイヤステープについて理解させる

みかえし→ダーツ→肩縫い→ポケッ

ト→えり→そでぐち→すそ。

仕上げの必要を話合い仕上げをする仕上げ

整 理 |。 学習の反省を話 し合いまとめる。

学習活動の中から。

① 最も活動しやすい日常着はスラックスとセータ
ーということが話合いの中で出てきた。

② 上衣の構成のところで出てきたもの。 (生徒が

紙で作った型)

И)について lま ,体を考えないで紙人形に着せた

ことを観念的にとらえ,首 も通らないし,わ き

がないということで,立体感のないことがわか

っ た 。

0 頭が入ることを考えて,え りくり を大きくし
てみた。頭は入るけれどもえりく

゛
りは大きいし

肩から出る (ラ ンニング用)。  うでは動きやす

|

1製作

1 裁ち方

|

歩』賭の目

的

活動着と|

i~ |

|

上衣の

成

奮曹な;f守 [糧 it斑落ちず奈曇
|

し合う。           |

。体を前 0後 0横からよくながめて書
いてみる。
。動く部分はどこでどのようなのか話

合う。
O新聞紙,雲竜紙を使って,一枚の紙
から着る工夫をする。首・手を出す

ことが原貝1。
。着やすい動きやすいための工夫をす

る。 (あ き,ゆ るみ)
。上衣の構成を理解させ,各部の名称
を知らせる。
O型紙と比較して,上衣の基本的な形
を理解させる。

‐口‐盤

衣服は今どうして作られているだろ
|

うか,話合いをする。      |
むかしは布はどんなにしておられ,|

着物という形はどうして誰がきめて |

いっただろうか,説明してやる。 |
最も活動しやすい日常着にどんなも

|

のが適しているだろうか考えて話合
|

う。       |
|,

23

０響
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いけれども,おおう目的にそわない。

レヽ そでの上の部分がじやまであるということ,
0も 同様である。よぶんな所を,折って着てみ

る。

③ えりく゛りの前後のくり方の相異につぃては,横
からみることによってわかるし,肩線の下がるこ

とも理解できた。後肩巾が広いというわけは,腕
を動かさせながら教えていかなければならなかっ

たし,ダーッは理解しやすかったが,胸 く
゛
せにつ

いては,着ているものについていないのが多かっ
たし,体の発達の差もあって,教えこむ式になっ
た。

④ 製作していくうち,だんだん製作主義におち入
らざるを得なかったことも事実でした。体の構造

を理解し,動 く体をおおうという視点から,こ の

教科書に示されてあるブラウスを作ったわけです

が,子 どもたちは体の発達の差もあって,そでの

ないのはきらいだという声が多く出されました。

叉完成させたものが,着られるようでなければ

学校教育に不信を買うという現実の中で,画一的

な授業をすすめるしか方法がなく,進度の差が,
ミシンの不足,不なれと重なって,学習を困難に

させる状態でした。

4月 に 7時間くらいでミシンの操作を取扱い 5

月から縫わせるということにも,相当の無理があ

りますし,手縫いでもよいという両方の縫い方に

しました。右肩はミシンで,左肩は手縫い半返し

縫いという子どももいました。日常着として丈夫

に作るということを教えながら,そで日のバイヤ

スは,まつり縫いで,すそはミシン縫いでもよい

というのは,目が外にたくさん出るというのは,

同じだからそで日もミシン縫いの方がよいはずだ

という声が,教科書通りやらせようとした私を,
反省させてくれました。

⑤ 中学校に入学して,自 分の作品を着られるよう
‐

に作れるということは,子 どもたちにしては大き

な期待であり,よ ろこびであることはたしかであ

ります。しかし,中学校に入学したとい うこと

と,女であることの自覚が身体的にもあらわれて

くる時期に,男 とは区別してこのような教材を課

するということは,女は縫えなくてはいけないの

だ, ということを教えこんでいるようで,日標を

組みかえたり,苦心をして授業したにもかかわら
ず,何 となく満たされない気持を抱くのは,私一

人でしょうか。

%

Bパジャマの製作 (2年 4月 ～ 7月 )
1 目標 (私流に組みかえたもの)
(1)日 常生活の中で,休養の持つ意味を知 り,それ
に必要な衣生活はどうあればよいのか,現実の生

活の中での休養の点から考えられるいろいろな問

題を知る6

(2)服装の歴史と,女性のおかれた地位との関係を

知 り,家事労働の中で衣生活は今後どうかわって
いくべきなのだろうか,はっきりとらえさせる。
13)(1)(2)の 目標の上に立って,休養着に必要な布地
の種類 と性能を理解し,能率的な製作法を工夫す

る。

2 学習内容 (省略)
3 学習活動の中から
① 家族の生活の活動と休養の状態,服装の移 り変
わ りと女性の歴史,社会にあふれている品物のこ
と,な どの学習をうんと大切にした上で,製作を

大事にして,知識と技能を統一的に扱いたいと思
ったのに,時間に追われ結局は,教師も子どもも
やれやれ完成したということで夏休みに入ってし

まった現実です。

②  l年生のブラウスで,紙による簡単な製作をし
た経験が原型指導から入って型紙を作る指導に大

いに生かされたことはうれしかった。原型の基本

線の中で,体の厚さということが,ス ムースに理

解できたような気がしています。

③ 農家の主婦の労働と家事労働の中の衣生活に関
係する過重労働を発見させ,気づかせはしたけれ
ども,パ ジャマは作れるようになっておくことが

将来子どもに作ってやれる,仕立賃がかからない

ですむからよい等,子 どもたちから感想が出され
ました。指導のまずさ,環境のせいか,教材のせ
いか,結局は実用主義,せいぜいで改良主義しか

教育していないのではないかと,自 信がなくなっ

てしまいます。

今までシャツとズロースで寝てぃたのが,パ ジ

ャマを作ったら,今までより体を大事にできるよ

うで うれしかった。しかし店をのぞいたら400円

のがあったし,私のは 600円 かかった, という声
からも問題をほり出していく時間がなく終ってし

まった。

④  ミシンがないと,進度がおくれるのではしかっ
たけれども,今すく

゛
私には役立つけれども,その

ほかの時はあまり使わず,買 ってしまうと,母が

仕立物を外に出せなくなって,難儀になるからミ
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家 庭 科 教 育 の め ざす もの

シンはいらないという声をうんと大事にしたいと

思いました。流行のミシン月販に一役買ってしま

ったことも事実でした。

⑤ 能率的な製作につぃては, ミシン台数の班編成
をして,相互援助体制を作りました。進度も画一

的にしないで班単位にし,こ ちらの見木や説明で

も大声を出さずにすみまヒ́た。昨年のブラウスの

製作と大きくかわった私の指導法です。やはりこ

れは,パ ジャマの製作を通して,正 しい仕事を身

につけると共に,集団の中の一員である子どもを

育てるのに是非必要なことだと感じました。甘っ

ちょろい手伝ってあげる式でなく,まず考え,話
し合って研究し,進度のことも友だちに迷惑をか

けないでがんばるきびしさを求めていきました。

⑥ 今まで,いろいろ述べてきましたけれども,パ
ジャマの製作を通して子どもが,どんな生産過程

の原員Jを理解し,どんな認識が高められたのか,

すぎてから静かに考えてみますと,心細くなって

家庭科をどのような教科としてとらえたらよいか

をめぐって,現在,い くつかの主張があり,それぞ
れの立場で熱心な研究・実践が行なわれている。し

かし,「家庭生活の民主化・合理化」論にしろ,「労

働力の再生産」論にしろ, また,「技術教育」とい
う観点からとらえるものにしろ,これらは,いずれ
も,未だ必ずしも家庭科という教科の独自性を十分
に根拠づけるほどには,その実践・研究が深められ
ていないし,したがって,一般性をもって確認され
ているとはいえない。だが,これら諸主張の今後の

実践と研究は,従来の家庭科の概念をうち破り,こ
れからの家庭科の方向性を示唆するものをもってい

るだけに,貴重なものであるといえよう。
ところで,こ こでは今次教研レポートのなかから
上記諸主張を批判的に検討し,こ れらとはちがった
家庭科論をうちだしているところがあるので,その
ひとつを紹介しておこう。

○ “家庭科教育は,人間の生活,つ まり「生きる」
ことの様々な事象の中から促えることによって,生
きることの科学的な認識を発展させ,生活に対する
新しい展望を持たせるものであり,家庭という限ら
れた場でのみ,それは促えられるのではなく,更に
広い視野のもとに,現実の生活問題,生活様式を歴
史的発展の過程において捉え,それを系統的に認識
させ,将来を見通してゆくような方向がとられるべ
きであると考える。

きます。

5 おわりに
衣の教材で作らせるものがあるということが,家庭

生活の正しいあり方をのぞむ教育の中で,それを前進

させるものなのか,今まで通りの所にしばりつけてお

くことになっているのか,ど うもそこいら辺が私に

は,はっきりさせることができません。

ずい分だらだらと, とりとめのないことを書いてし

まいました。家庭科教育に夢中でぶつかっていること

だけは事実なのですけれども,日標をたしかめ合える

仲間もまだ少なく,相当まわり道をしながら,しかも

まちがった方向にむかっているのかもしれません。叉

毎日の授業を簡単なメモくらいの計画でやったものを

しかもすぎ去ったものをまとめるということは,私に

とって大変な仕事でした。これを機会に,私へのご鞭

たつを得ることができればと念じています。

(秋田県湯沢市立山田中学校)

現代の人間生活と労働との関係は,本来的な意味
を失い,労働の疎外,家族つまり家庭生活の疎外,
ひいては人間性の全面的疎外をもたらしている。そ

して,そ こから当然生まれてくる貧困の問題は,一
方における莫大な富の蓄積と相まって,他方では大
多数の者の人間生活,つまり家庭生活の萎縮をよぎ
なくしているという矛盾として捉えることが で き
る。そして,こ れらの疎外条件=矛盾に対する認識
を家庭科教育の中で高めてゆくということ,それは
労働と密着した教科であるから,常に生活問題を捉
え,更にそれを社会問題にまで発展させることによ
り,現代社会の矛盾を把握させ,人間が真に人間ら
しい生活を営める社会の必要性を学び取らせ,生活
の向上と,そ うした社会への変革を成し遂げる力を
作り出してゆくことに他ならない。

又,家庭科において,これらの社会認識の問題と
相まって,そ うした中で,生活手段としての技能及
び技術を総合技術教育の一環として捉え,先の社会
認識と統一して教えることにより,真に人間の全面
的発達をめざす家庭科教育は成し遂げられると考え

る。" というものであるが,家庭科の学習を家庭生
活という場におさえてもなおかつ,基本的学習内容
が漠としている現状で,生活一般に場を広げたこの
主張では,なおさら困難なことだろうと,予想され
る。いわば,「生活教育的家庭科」論といったとこ
ろか。 (群′鳥県 )
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と茶わんむしの作 り方

― 法
則 性 を 求 め て一

/Jヽ よみき

現在行われている調理の方法は,ながい間の経験の

蓄積ですばらしく発達したものである。今改めてその

調理の方法を見つめるならば,そ こには必ず法則性の

あることに気がつく。今またただ経験をたよって熟達

を計るのは非常に非能率的である。調理の中に法則性

を求め,それを認識し,調理方法をくふ うするのは,

調理科学の分野であり,使命であると思う。今回は半

熟卵と茶わんむしを取 り上げてみた。

I 半熟卵
1生徒の発表による家庭で行 つている方法。

「水から卵を入れ,沸騰してしばらくしてから出し

て水の中に入れる。」ということだった。それでどう

いう卵ができるかやつてみた。小さいなべに 500ccの

水 (16° C)を入れ,卵を入れて火にかけた。約 5分で

沸騰したので火を消し,そのまま 1分おき卵を出して

水の中に浸した。約 10分 くらいしてから卵を割 り,調

べたらどのような卵ができていただろうか。卵白は外

側は固く凝固し,内側はやわらかいが凝固していた。

卵黄は流動体であつた。一般家庭では卵白固化し,卵

黄半流動状態を半熟卵といつているようだ。

易消化食品半熟卵とは,卵白は平L白化 した半流動休

卵黄もまた半流動状態をいう。このような半熟卵はど

のような調理法で得られるであろうか。

教科書にかかれている方法 (その 2)

「容量 500ccく らいのふたつきどんぶ りの中に卵 1

コ入れ,熱湯をいつばい入れて,ふたをして15-20分

おく方法もある。」とでているので実際にやつてみた

気温 16° C,時間は20分 おいてみた。試みに20分おいた

ときのどんぶ りの中の湯の温度をはか つてみたら 55°

Cであつた。どういう卵ができただろうか。一番外側

%

の粘棚度の少ない卵白がンL白化しているだけで,他は

ほとんど変化がみられなかった。そうすると,容器の

熱伝導率が非常に小さいとか,気温が高いとか,卵が

小さいとか,適当な特殊な諸条件が重ったときには半

熟卵のできる可能性もあるかも知れないが,一般的に

は通じないことになる。ここには何ら半熟卵調理の法

則性は見出だせない。

教科書にかかれている方法 (その 1)

「なべに卵がかくれる程度の水を入れて火にかけ,

70° Cになったとき卵を入れる。湯の温度を70° C前後ヽ

に保つように15-20分加熱する。」とでている。前二者

にくらべればずつと科学的である。これとても湯の温

度が70° Cで もなべ底に触れている部分はどうなのか。

実際このようにした場合,なべ底に触れていたと思わ

れるところは卵白が固く凝固し,穀にこびりついてい

た。

以上は何が何だかわからないがこうやればこうなる)

という模倣から,あ る場合は成功し,あ る場合は失敗し

ある場合はのぞましきに近いというに止って,いつま:

でたっても熟達がない。このような教育でよいのだろ

うか。およそすべての現象には,本質といおうか,法

則性というものがある。半熟卵の調理法にしてもその

例外ではない。このような観点に立って,こ こ 3年ば:

かり法則性を追求してきた。そして次のような実験を
:

試みてきた。

実験 1 試験管 2本に卵白,卵黄別々に5 CCずつ入

れる。図 1の ように 500ccビーカーに 50° C位の湯を

350cc位入れ,その中に卵白,卵黄を入れた試験管と温

度計を立てる。ランプで加熱し,温度を徐々にあげ時

間を区切って,温度上昇につれて変化する状態を観察

の調理法
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表

ダンポール 4 cm幅 に温度計 ,
試験管が入るように穴をあ

けたもの。
穴は抜きとらずに目打ちで

下にくり出した方が試験管
の安定によい。
試験管や温度計を出し入れ
するときは,ま わしながらす
るとよい。

図    1

実験 2 なべに水を深さ7cm位入れ沸騰させ,(気
圧の関係で96° Cであった)60g大の卵 3こ ,45g大の

卵 1こ を静かに入れて加熱,そのまま沸騰を保ち, 5

分たったら60g大の卵 1こ と45g大の卵を出し,水に

入れ,ま た 5分たったら 1こ 出して水に入れ,さ らに

5分したら残りの卵を出して水に入れ,後卵全部水か

ら出して設をむき,皿に入れ卵黄まで二つに切って観

察記録する。 (表 2参照)

実験 3 1.5cm位の厚みの綿をガーゼで包み,糸で

あらくさしたものを,図 2の ようになべ底にひき,水

を深さ7cmぐ らい入れて人にかけ 70° Cになったら60g

大卵を 3こ 入れて加熱,70° Cを保つように温度計を見

ながら火加減を調節する。このとき卵を出す穴じやく

しも湯の中に入れておいた方がよい。10分たったら 1

こ出し、て水に入れ,また10分 したら 1こ 出して水に入

れ,さ らに10分たったら残りを出して水に入れ,後全

部水より出して殻を割り,皿に割り入れ,卵黄を二う

に切って観察記録する。 (表 3参照)

以上48人編成級を 6

班に分け,実験 1は各

nJIと も,実験 2は奇数

班,実験 3は 71■数班に

行わせ,実験 1と 実験

2, 3はそれぞれ平行

して行わせ,全員が実

んだ黒験1に主力を入れて観
察させた。実験 2と 実

験 3を図 3の ように並

ベスケッチさせた。このような実験を経て,卵の熱に_

よる質の変化,卵 白,卵黄の凝固温度を知 り60g大の

半熟ゆで卵は 70° Cの湯で17分 くらい保てばできると

いう法則性も認識でき,そ の方法も糸あみに入れて吊.

り入れるのもよいし,浮かないようにくふうされたす

のこをなべ底にひいてもよいし,また卵が大きければ

加熱時間を多くする等いろいろ創造されるわ けであ

る。

また調理の重大要素である熱伝導の法貝」性も次に述

べるようにいろいろと認識できる。

1 熱|ま熱を受けた外側から徐々に中心部に伝わる。
2 熱を受けた外側と中心部の距離の短かい程中心部
の温度|ま早く上る。 (早 く煮える)… …図 3の沸騰

湯 5分の60g卵 と45g卵参照

さつまいもを図4の ように切ればBの方が早く煮

えることが理解され,せん切りが非常に早く煮え

るのも納得できる。

5分 5分

表
｀

―

|

分 101+ I

I

卵 白

外側かたく
凝固
内側やわらか

く
凝固
かたく
凝固

記録する。温度と時間は表 1のようにした。細い竹串

を用意し,中の状態を調べるのに用いさせた。

注意 60-75° C間における状態変化を特によく観
察すること。卵白,卵黄それぞれ固化したと

き試験管の中に温度計を入れ計らせる。

卵白は60° C位で凝集をはじめ,65° Cでは予L白化する

が半流動性であり,73-75° Cで固く凝固する。

卵黄は65° Cで凝集をはじめ,68° Cで凝固する。

°
C155° C160° C165° C70° C

まわ り 凝固

中心部 流動体

かたく 凝固

大たい 凝固
図 2

ダンポール

乳 白 化

半流動体

乳 白 化

半 流 動 体

乳 白 化

凝固 しない

まわ り凝固

心部流動体|    ,



実 践

30分

的 研 究

沸騰湯で
ゆでた卵

60g大

沸騰湯 で

ゆ でた卵
|

45g大

半流
動体
6ずC
以下

20分

凝 固

脱水状態

70° Cで
ゆでた卵

60g大

__7ぴ C
茅し白化

流動体
65° C以下

70°C

中′し、部
凝 固

68° C以上

図

3 中心部の温度を早く上昇させる (早く煮上げる)
には加熱温度の高い方が早い。……・図 3の沸騰湯lo

分の卵と 70° C lo分の卵を参照

4 加熱時間が短かいと外側と中心部との温度差が大
きい。……図 3の沸騰湯 5分の卵参照

A   さつまいも   B

E]    4

加熱時間が長いと外側と中心部との温度差が少な

い。………図 3の 70° C30分の卵参照

大きく切つたもの,熱の伝わりにくいものを煮る
とき,外側の質を不適当に変化させない程度の温
度で長時間煮る意味が理解できるだろう。

:Ⅱ 茶わんむし
A店の料理人は多年の経験と技術をもって茶わんむ

しを上手につくる「こつ」を知っているので実にうま

いという,「こつ」はつまり,茶わんむしを作るに必

要な法則性であり,技術は法則性を活用した演習によ
るものである。茶わんむしの要点は次の三つである。

1 卵と出し汁,調味料を均一にまぜること。
2 味は好みにもよるが,し お味 1%, さとう2%
ぐらい。

3 加熱温度と加熱時間
もちろん中に入れるもので煮えにくいものは,下煮
しておくことは当然である。

1 卵と出し汁,調味料を均一にまぜるまぜ方

″

3

卵をすり鉢に割り込み,卵白の小さなかたまり

も見えなくなるまでよくする。非常に細か rヽ、粒子

にするわけである。この点すり鉢は日本独得のす

ばらしい道具だと思う。それからさめた煮出し汁

調味料を入れてする。こうすると卵汁が非常に均

一化される。

2 しお味
(卵汁の目方+具の目方)× 0.01=し お味

例  100g   30g     しお1。 3g
しお1.3gは,しお1.3g使ってもよいし,また

しお1.3g〈
[IliO.3g× 5=1.5g■ 1.5cc;〉
でもよtヽ。

3 加熱温度と加熱時間
卵に卵の 3倍の煮出し汁を加えた卵汁のときは

82° Cで凝固をはじめるので,200cc容量の茶わん

むし茶わんだと,85-90° Cで ,20-15分むすと,

ちょうどよい。87° Cだったら17分 ぐらいで一度で

きぐあいを見るとよヽヽ。温度が上りすぎるような

ら蒸し器のふたを少しすかして加減する。茶わん

を傾けて濁った卵汁が出なければ,全部凝固した

わけで,でき上ったのである。蒸し器の中の温度
が高すぎたり,時間が長すぎると,すだつことは

承知のとおりである。以上三点に留意するならば

初′心者でも,すばらしい茶わんむしができる。

(後記)

1 卵に加える煮出し汁が少ないと,凝固温度は82° C
より低く,よ って上記のように85-90° Cで20-15分

むすとすだっ。ある本に茶わんむしの適温は70-90

翻
鏡姓

ヽ`ミ
ヽ /⌒ 、`
ヽ
｀
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°Cと 出ていたが,これは卵に加える煮出し汁の多
少による。

2 茶わんむしの茶わんにふたをすると蒸し器にたく
さん入らないからといって,ふたをしないと,図 5

のA面は他のB,0,D面 より熱の作用を多く受け
ることになるので,中が凝固しないうちにA面がす

だちやすい。

3 図 6の ようになべに湯を沸騰させその中に入れて
蒸すと早くできると自慢気に言われる方があるが ,

おそらく底の方がすだった茶わんむしができること

であろう。

4 図 7の ように,ゆでたはうれんそうでも,一番上
に茎がでていると,蒸 している熱を受けてさらに茎

より水分が出て,そのまわ りの卵汁をうすめ,卵汁

が凝固しにくくなるから,熱によりさらに水分の出

やすい具は中心部に入れておいた方がよい。同様し

いたけなど煮汁をよく切っておかないと,その汁が

茶わん底にたまり,底がかたまりにくくなる。

5 先日ある料亭で食べた茶わんむしの器が厚さ3cm
位の大判型であった。中身の厚さは2cm位であった

出されると

き,「さめ
るといけま

せんからす

ぐ食べて下

さい。」 と

のことだっ

た。なるほ

ど日にした

ときはずい

ぶんさめて

いた。この

茶わんむし

は蒸すのに

何分位でで
沸騰湯

きただろう

か。 5分かな。

10分かな。大量

蒸しで早 く蒸せ

ることを願った

のだろうが,お

客様によっては

不親切な器だ。

熱が中心部まで

伝わ りやすい器

はまたさめやすい。表面積の少ない今までのありき

たりの茶わんむし茶わんがやはりよい。

6 ゆでた卵を水のなかに入れると殻がむきやすいの
はなぜか。生徒はこんなことも質問する。冷えてか

ら水に入れたのでは駄目。ゆでた温い卵は相当に膨

脹して相当の空気,水分を殻の外に追い出している

水の中で冷やすと卵は収縮し,殻の中の圧力がへ
・
り

水が殻をとうして中に入り,卵の中身と殻の間に水_

の膜ができて殻がむきやすくなる。

最後に消化の問題である。

半熟卵が一番消化がよいと言われている。生の卵よ

り半熟卵の方がくずれやすい。くずれやすければ表面
:

積が多くなり,消化酵素が多くふれやすい状態 であ

る。ということは消化率に関係するのではないかと考
‐

えられる。また生の卵白と半熟の半流動状の乳白化し

た卵白をよく味わいくらべれば,後者の方がうまみが

ある。うまいということはわたしたちの生理上の要求:

で一番消化がよいということを意味しているのではな

いだろうか。

新鮮な魚は生のときはくずれにくい。そして少し焼 :

きはじめ魚肉がンL白 したとき非常にくずれゃす くな

り,な お焼き続けると魚肉がしまってくず承にくくな

る。この三者の味をくらべてみると, くずれやすかっ

た状態の乳白化したばかりの魚肉が一番うまい。次に

生のさしみだ。

新鮮ないかも同様である。いかのさしみといって生

づくりもあるが,熱湯をくぐらせてジL由化したいかの・

さしみは歯切れがよくさらにうまいものである。

すきやきもまた同様のことが言える。牛肉が加熱に

より色が変ったらなるべく早く食べる。味がよい。そ

れが煮すぎるとかたくなり,味が悪くなる。
ビフテキも,内部が 65° C内外に加熱されたのが道

当とされている。

魚貝類の天ぶらの揚げたてがうまいのも,煮魚,焼_

き魚がとかくくずれるのを防ぐため,煮すぎ,焼きす

ぎが多いのにくらべ,天ぶらは衣で魚貝のくずれやす

いものを包んでいるため,適温で処理されているから

である。

卵,魚貝,牛肉等蛋白質の凝固温度より少し高めの

温度で加熱するのが適当のようである。ただしこの状:

態は菌の繁殖にも好条件であるから弁当などには不通

当である。

(小金井市第二中学校教諭 )

ほ
う
れ
ん
草
の
茎

―
［

2,

図 5
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設計製図指導の実際
――物に即 しつつ読図することを中心に一―

下森 矢日 子慧

中学校女子の設計製図では “自己の考案設計した略

構想図をきまりに従って正確に製図をする,,と いうか

なり高度な知識が要求されていて,配当された15時間
にその目的を完全に果すことはむつかしい。しかし,

近代産業に連なる一つのはたらきとしてこれを捉える

時,むつかしいからといってなおざりにできないいろ
いろの部面が含まれている。私どもは生徒に,知識を
‐暗記させ小ぎれいな製図をさせるというのではなく,

実際に生きたはたらきとしての力をつけさせねばなら

:な い。

私は以上の観点に立って

1.指導過程において物に即しっっ思考する場を作る
2.読図指導に重点をおく
`の 2方法を考え実施している。

教師は,生徒に応じ,自分の指導力に応じた教具 0

用具を考え,生徒は物に即しつつ考え作業する。この

時こそ知識は生きたものとして定着するのであり,更
に正確に製図された図を読みとることの重視により,

頭と日と手と調和した能率的な授業が進められるので

はなかろうか。事新しいものではないが以下私の実施

した授業の計画と反省をのべて諸兄姉のご指導を仰ぎ

たいと思う。

〔1〕 指導順序について

教科書や指導書では次のように時間が配置され,順

を追うて指導するよう示されている。( )は配当時間

イ 設計製図 (2)製作と設計・表示法 。図面の種類
口 製図基礎 (8)用具・線文字・投影法・寸法記入
ハ エ作図  (4)尺度・図面形式・配置・製図
二 学習整理 (1)反省・用具手入れ・ 日常生活と図

面 0日本工業規格

しかし私はこの順では指導しにくかつたので次のよ
‐
うに配置替えをした。

"

イ 描図・読図 (3)考えた立体を平面図化する
口 投影図  (5)空 間区別 0図面配置・図法
ハ 製図基礎  (5)製図用具・線 0文字・寸法記入
二 工作図  (2)工 作図・学習整理
まず,積木や掛図を利用して立体の平面図化をはか

る。略構想図から次第に正確なものへ。更に図を見て

略構想図への復元。特にこの段階では略構想図をかく

ことに焦点を置きそのために読図を多くさせる。

次に光の直進する時の影を考え空間区別から第三角
.

法へ進める。掛図や積木で第三角法の習熟をはかるこ

とに投影図の狙いを置いた。第三角法が十分身につい

てから第一角法へという逆の順序をとったのは,従来

遅れた生徒の中で両図形の混同が多かったのでその解

消をはかったわけである。

次に製図の基礎的な,用具・使用法・手入れ・線・

文字・寸法記入等の知識理解を行わせる。これは 8時

間の配当を 5時間にきりつめているので多少無理な感

じが伴わないでもないが,光の投影図のところで既に

触れている点も多いので学習内容を整理するとこの短

縮は大して差支えなかったように思う。

最後にこれまでの学習のまとめとして花瓶敷きの製

図を計画した。投影図でも製図基礎でも工作図でも正

確にかかれた図を読図しつつ行わせたことはいうまで

もない。

〔2〕 教具・用具

イ 掛図  ( )は 生徒の使用法
。 フリーハンドでかいた略構想図
(図を見て生徒は積木を組み,図を立体化する)
。 投影図  一部未完成のものも加えて数多く
(図を見て略構想図をかき,積木の実物と比較す
る。更に略構想図を見て第三角法で製図し,掛図

と比較する)

。 簡単な機械製図
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〈軸受け 0ミ シンストツプモーシ ヨン大ねじ等の

図面を読みとる練習のもの)

。 寸法記入のされている工作図
(正 しく作図された工作図を読みとることは教師

の説明を数度きくことより効果がある)

掛図が授業中に活躍する面は非常に大きい。

単に掛図によって模式的なものを知るというばかり

でなく生徒は自作の図面を実物と比較し,更に掛図の

図面と比較することによつて自ら反省し評価する。

教師が市販されている図面や自作の図面などを組み

合わせて指導しやすいものに作り直し,それを利用し

て読図描図を総合させつつ授業を進める時,生徒はそ

れによって立体の平面化・知識の正確化
。自己作品の

評価を自分で行うであろう。

そういう意味で掛図利用をするならその価値は極め

て高いものであると思う。 (ただし掛図に示した図面

`はできるだけ具体物を示せるものを作図したい)

口 積木
掛図と対照させながら生徒が実際に積んだりかいた

り,あるいは逆にかいてから組み合わせたり掛図と比
｀
較したりするため, 4～ 5人 1グ ループに 2組程の積

木を用意した。

Aは単純な形のもの。それをそのまま,又は組み合わ

せて使う。寸法は倍尺縮尺しやすい大きさで。

Bはやや複雑な形のものと左右側面の異ったものを。

これは第一角法の側面図の場所をおさえるために。

各面毎に番号をうったり,着色を変えたりする工夫

はあってもヽヽい。

積木も初めの略構想図から製図基礎指導の時まで巾

広く利用するものであるが,授業中取り扱いのために

時間を要すことのないよう前もって当番を定めておき

た い 。

ハ 軸受け・ ミシンスト・ソプモーション大ねじ
ミシンの大ねじは簡単に取り外せるからそれを見せ

ればいいが,断面がない。軸受けの一部断面のものを

鉄工所で作ってもらうとよい。これは女子には機械製

上

ど

き

リ

ホ

図がないので不必要なようでもある

が,しかし線の種類を知り読図でき

るようにするには取り扱う必要があ

ると思って準備した。男子と共通に

利用すればよく,ハ ツチング・破断

線等の具体例として間に合う。

二 花瓶敷でき上り品      ・

工作図をかく時に考案設計という

のがあるが空論になりかねない。で

り品があれば,デザイン,機能等の考案設計の拠

ころとなる。

投影図法説明用教具

第一角法説明用に黒板液をぬった展開できる板,第

三角法説明用に透明な展開できる板,いずれもいい教

具が市販されているc

へ 製図板・製図用具
製図用具のうちものさし,三角定規,分度器及び鉛

筆HB(文字と矢じるし)Ⅱ (太い線)2H(寸 法

線)コ ンパス等を個人持ちとして揃えさせ,デ イバイ

ダーは学校のものと男生徒よりの借用とで間に合わせ

個人購入はさせなかった。

卜 白紙ノート
市販の製図帳では製作図等についてはよくできてい

てもフリーハンドで描くこと,読図などの面で不足で

あり不適当と思ったことと画用紙等で作図する仕事の

前提として自由に多くかかせたいと思ったのでこれを

取り入れた。使用は,前もって頁数,時間数とその時

間で学習することの大要をかく欄を設け,大体は指示

統一しながらその枠内で自由にかかせるようにした。

使用させた大要次の通り。

1頁～ 7頁  読図を中′いとした描図練習
略構想図が主体となる。

8頁～20頁  読図を中心としつつ投影図法を。特
に第三角法の完全理解。

21頁～終  工作図を正確にかくための練習に。線
文字,寸法記入その他。

チ 製図用紙又は画用紙 2枚
線 0文字等の練習用のものと,工作図記入のもの。

リ プリント 5種
O直進する光の作る影と光の当る部分に色をぬる間

題 (4時間目の扱いに)。
。第三角法・第一角法の線の不足をかき入れ完成す

る問題。37年度高校入試問題から (6時間後)。

O線の太さや種類等を問う問題 (11時間後宿題)。

。寸法記入の練習問題 (12時間後宿題)。

C 凸



実 践 的 研 究

一

0  ~

。指導

イ教具を使って第一角法の説明

口第一角法によって図をかき掛図と照合批判
ハ第一角法と第三角法の図面配置及び比較 (特に第

一角法の側面図に注意)

二第一角法と第三角法の両方をかいて区別させる

問題プリント宿題として ドリルする)

8時間目指導のあらまし

。目的 第三角法の習熟
。指導

イ第三角法の掛図を見て見取図に復元すること (相

当むずかしいが面白がって作業した)

口掛図簡単な機械製図を見てもとの形を想像しノー

トにかくこと。 (軸受け,大ねじを見て自分の想

像図と比較して図を訂正させる。機械は女子では

領域外であるが意識してとり入れた)

9時間目指導のあらまし
。目的 製図用具・使用法・手入れの指導と線の引き
方

。指導

イ製図板 OT定規・デ イバイダについて
口三角定規・ コンパス等も指導しながら水平線・垂

直線・斜線・円の正しいかき方を教える。

(斜線は左右ともに定規と鉛筆の角度があいまい

である)

10時間目指導のあらまし

。目的 鉛筆けずりと線の種類
。指導

イ白墨を円錐とくさび形に削ってみる。グループで

白墨を削らせて黒板上に線を引かせ両方を比較さ

せる (円錐は 3mで太さが変り, くさび形は約 8
m)以上の実験によって線引きにはくさび形が適
していることをわからせる。

口白墨で定規との角度,へったら持ち直すこと等を
指導し, 白墨で線の種類・用途を教えるc
ハ鉛筆HBは文字用に,Ⅱ・ 2Hは線引き用に太さ
を加減して削らせる。 (六角の鉛筆を両方から落

し側面を削りこむと削りやすい)

11時間目指導のあらまし

。目的 JISに 基いて文字0数字・ローマ字等をかく
。指導

イ9時間目に線引きしたところへ文字を記入し練習
をする。

ロプリントによって線の種類・用途・文字・数字等

を ドリルする。

12時間目指導のあらまし
O目 的 寸法記入のしかたを知り練習する。
O指導

イ教科書を利用して,寸法単位 0寸法線 0補助線記

号 0数字 。角度・弦・弧等の記号を指導する。

口5, 6時間目にかいた第三角法の図へ寸法記入を

する (正面図になるべくかくこと。対称の場合等

を指導する)。

ハ掛図の寸法記入を見て自分のと比較訂正する

ニプリントによる寸法記入問題 ドリル

13時間目指導のあらまし

。目的 読図を主として図と実物を比較し正確な知識
に 。

。指導

イ掛図機械製図 (男子用のもの)を見て線の種類 ,

角度,断面等をよみとる練習
ロミシンのストップモーション大ねじの実物を見な

がら作図し寸法記入する (教科書のものと比較し

て訂正させる。倍尺,想像線,ハ ッチング,破断

線をよくおさえさせる)。

14時間目指導のあらまし

。目的 花瓶敷工作図
。指導

イ製品実物を見て話し合い機能上について考える。

口その工作図を掛図によって見せ,標題欄・部品表

配置・順序を教える。

ハ教科書を見て基本的なものを指導した後,各自の

考案をもとに作図させる。

二次の時間までの宿題とする。

15時間目指導のあらまし

。目的 工作図の反省,学習の整理
。指導

イ各自の図をグループ内で一枚ずつ批判訂正する。
口教科書に沿って要点的に総合復習

ハプリントによる評価テスト

反省

以上まことに稚拙な実践を述べてきたが,こ の実践

を通して私は,物 という条件がこの学習の効果を左右

する程大きな力を持つということを知った。いかに有

能な教師でも教科書と説明だけでは指導しにくいし,

そして又説明によって得た知識はテストが済めば散逸

し身につかない。物に即しつつ図を読み,物に即しつ
つ図をかく時,知識技能は後日にも生きて働く力とな
ることであろう。  (石 川県珠洲市立春日中学校)



一 一 ― 実 践 的 研 究

は じ め に

小中学校を通じて男子と女子との最初の差別が中学

校の技術・家庭科の教科書の中味ではないだろうか。

公立の小・中学校の場合,男女共学が原則であるとこ

ろから他教科では男女の使う本に差別は考 えられ な

い。

ところが中学校の技術・家庭科では教科書の名前は

同じでも共学の組をことさらに男女にわけて中味の違

った教科書で授業が行なわれるように意図 され て ヽヽ

る。

調理 (栄養・料理),洋裁 (せん維・染色も含む)は

男子の教科書には全くないのは もちろん,同 じ教材

(た とえば木材加工・けい光灯・ミシン)であっても,
とりあげる幅・深さにおいて全く違う。ある時女子の

生徒に「男子と女子と教科書の内容が違う,同 じ教材

があらても程度がちがうんですよ。」といって「どちら

がどうなんでしょうね」と問えばそくざに,「女子の

方がひくい」「失礼しちゃうわね」「くやしいわね」

と,そ こここでつぶやかれる。女子が終戦後やっと男

子と同じ教科書で勉強ができるようになったはずのも

のが,その時から生れた中学校の技術・家庭科 (当時

は職業科)の内容から,ま た男女差をつけてゆこうと

するところに,教育の平等の保障が公然とくずされて

ゆくことを本当に残念に思う。

私たちは能力も体力も男子と十分に同じにやってゆ

ける女子生徒に,共通している単元すら中味に差をつ

けている (た とえば 3年で扱っているけい光灯だけを

とっても,男子はけい光灯の配線・構造図,各部の働

34

男子との差を最少限にするための

電気学習(女子)の指導

町 田市 中学 校

教育研究会家庭科部会

き・女子は照明器具の一つとして名前とその扱い方の

み)教科書の作り方に疑間を感じ,町田市で使われて

いる技術科の教科書,ま たその他の出版社の教科書参

考書,自分の学校で使っている理科の教科書などを参

考にして,系統化とその発展のさせ方を考えて,独自

のカリキュラムを作ってみた。平行して電気に関する

基礎を理科の先生及び仲間同志で理科的な電流・電圧・

抵抗の学習からテスターの使い方,けい光灯の構造 0

分解・組立て,屋内配線の模型実習等,学習も試みた

がその中で大きな問題となったことは,

(1)教材の幅と深さについて

(2)一人の教師の指導生徒数について

(3)施設,設備について

(4)教師の研修の必要性と,その方法について

などがあった。その他多くの問題もあったが, とりわ

け教師の研修は,何よりも先行しなければならないこ

とを痛感した。研修については,経済的にも,時間的

にもその余裕を教師に与えない教育行政のあり方に対

して烈しヾ憤りを感じながらも,自 分たち教師が積極

的にそれを当局に要求して,予算を学習の実績で組ま

せるとか,同一曜日の午後を話しあいによってあけて

もらうとか,可能なところから,何とかして学習の場

を作っていかなければならないことを痛切に感じた。

指導案の中に時間が示されてないのは,指導要領に

示された配当時間 3年で20時間ではどうしても十分な

理解ができないので,記入をさけた。大体の目やすと

しては, 3年の場合,約35時間は必要である。その場

合の他の単元への影響は当然考えなければならない。



技術・家庭 〔女子の電気学習指導案〕
実 践 的 研 究 ―一 一

指 導 内 容

被服整理の中で扱 う

I.電気と私たちの生活
電気の歴史

電気の利用

電気の旅

Ⅱ.電気アイ■ンの取 り扱
い

1ア イロンの種類

2温度の見分け方
3布 と温度の見分け方
4自 動温度調節器のはな

し

Ⅲ。一般的な電気保守上の

注意

1▽や他の記号の意味

2さ しこみプラグの取 り

扱い

31コ ンセントに 1器具
41ソ ケ ツト及びコンセ
ントから使 う総 ワツト

数 (総電力)

5ぬれ手,ぬれ布禁物

ア
　
イ

ウ

理科学習後

調理用熱源 として扱 う。

I.電熱器の取 り扱い
1電熱器の構造

ア)ニ クロム線
墨

(発熱体のこと)

イ)台

(絶縁体のこと)

ウ)コ ー ド,許容電流
(耐熱体のこと)

2点検 と修理

3電熱器取 り扱い上の注

意

4発熱の原理

(ジ ユール熱 )

5電力・ 電力量

I.テ スターの使い方
1テ スターの種類と構造

2導通テスト

電流・電圧・ 抗抗の測定

(オ ームの法則)

3交流と直流

Ⅱ.屋内配線
1家庭までの電気の経路

2配線器具の種類と用途

3配線図の見方・書き方

4電気事故とその防止法

Ⅲ.照明器具
1か い中電灯

2白 熱電球

3けい光灯

イ.けい光灯と白熱電灯
の対比

口.けい光灯の構造と各
部の働き

i放電管とその原理

iiグ ローランプ

五i安定器と電磁誘導作

用

lvコ ン デ ン サ ー

4照 明方法

Ⅳ.電熱器具
1電気アイロン

2電気ガマ

電動機

電気 と生活

Ｖ

Ⅶ

単元の主な目標と留意点 3年  ■は留意′点

E≡≡≡≡ 1曇曇責FIt軍冒房言尾L言詈曇襲国
の正しい扱い方,簡単な修理の仕方を学び,更に今後
新しい製品が出てもそれを理解し,扱い得るだけの基
礎的な知識・技術を身につける。

I テスターの使い方
テスターがある程度自由に使えるということは電気

を理解し,電気に親しむ糸日でもある。その意味で是
非正しい使い方を指導し目盛によって電気によってお

こる現象を確める。こうして電気に対する距離感をな

くすように′いがける。

35

年



一 一 ― 実 践 的 研 究

3 電圧沢l定

4 抵抗沢1定

■ テスターを使って実習すること
1 導通テスト
2 

抒[i }測定
① コンデンサー (蓄電気)の 容量も沢1定 できるが
中学ではその必要はないと思う。

テスターの O調整はテスター使用前必ず行う。

■ テスター内部の構造説明
テスターの種類  aさ しこみ式

bロ ータリースイッチ式

≪指導順序≫

1 テスターの 0調整
2 導通テスト  a.ア イロン,電球,電気ハン

ダゴテ

b.けい光灯スタンド
a.乾電池 1コ  2コ 直列・並列
b.100V交 流電源
a.ラ ジオ用抵抗 (値の明示して

あるもの)

b.ア イロン,電熱器
5 電流沢l定  電動機,(交流電流計使用)
各沢1定の場合のレンジの選び方,日盛りの読み方

をくり返し説明する。

沢1定する時のテスターの位置

電流  回路に直列に入れる
電圧  回路に並列に入れる
I 屋内配線 電気の回路学習の中期にやるものとし
てはよい教材である。私たちのまわりにはどのように

電気回路がめぐらされているか,その中で電気を安全

に扱うにはどんな注意が必要かなど,生活を通して配

線図のよみ方,書き方,簡単な修理等も含めて配線の

学習をする。

配線の仕方については,多 くの教科書が」ISにし
たがって一本の実線で行っているが,規定によって,

新しい配線工事を一般の人がしてはいけない現在では

この単元の目標を回路の理解においた方が よい と思

う。その意味から配線図は二本線で書き,ス イッチな

どの正しいつけ方が一見してわかるようにする。

■ 家庭までの電気の経路 (図示が望ましい)
配線用器具とその記号 (数はやたらに多く必要と

しない。)

配線図  極く簡単な小住宅の平面図に二本線で
配線する図 1-1

故障と修理  許容電流

36

ブレーカーの扱い。

<配線図実例>

図 1-1  配
≪配線実習例>

卜,b.ろ う電シ ョー

感電

図線

図線配体実

住宅の平面図

「
鶏
繁
――
「

―
∃

‐」，工一‐‐‐一

図 1-2



≪配線図を書く順序≫

1 建物の間取り図を見て,壁の中心を一点鎖線
で書く。 (平面図)

2 各器具を取りつける位置をシンボルで書く。
3 各器具間の配線を示すために二本の線で結ぶ

実体配線図

湖重電球   はんだ

糸色えん

ガラス球

導入線

タングステン

フィラメント

3.け いたlI

安 全 器
ローセット

レセプタクル

|:1 デ各  1劇

4 必要な説明や記号を記入する。
≪実習材料≫

実 践 的 研 究

1コ   配 線 板
1コ    ノップガイシ

1コ   ク リー ト

(化|ユ (41′月)

1枚

2コ

5組

む  ~ (熱作用放電 )

|ナ い光 ランブ (:枚電管 )

安定器

コンデンサー

ス
イ

）
チ

回 路 図

(熱 (1:用 )

tlu,)L1 - I

さ
し
こ
み
プ
ラ
グ

交
流
電
源

ヘ

コンデンサー

グローランプ

図 2-1 照 明 器 具 と そ の 回 路 図

アメレゴンガス
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プルスイッチ  1コ    碍 管     1本
キーソケット 1コ   電 線    2m
コ ー ド  50cm   ブラックテープ 少々
ビ   ス  必要数   バインド線  60cm
最初から住宅平面図の複雑なものをやると理解がおそ

くなるから注意。

Ⅲ 照明器具 電気の三つの作用(化学・光熱・磁気)
のうち化学作用熱作用の二つについてそれを利用した

電気製品を一つずつとりあげ,どのように具体的に使

グロースイッチ

われているかを理解し,他の電気製品についてもどの

作用を利用したものかを話しあう。

けい光灯のところでは,電子の放電,グ ロースイッ
チの働きを学び,応用としてネオンサイン・ 自動温度

調節装置なども理解できるようにする。

■ あかりの歴史
■ かい中電灯,白熱電球,けい光灯(前頁図2-1)
1 回路図に使われる各部記号と名称
2 照明器具の構造とその働き,照明の方法

C点灯管)の構造

バ
イ
メ
タ
ル

図 2-2 グローランプ バ

ゲロースイ

スイッチを入れる

グロースイッチ (点灯管)

グロースッチに電圧(100V)が かかり

放電を開始する。

|

バイメタルが伸びてグロースイッチが

はいる。

|け い撤 講

けい光灯の両極間に電圧がかかるので

加熱されていないので放電されない。

|

けい光灯のフイラメン トに電流が流れ

る。

|

①

②

フイラメントが加熱されて熱電子がと

びだす。

④

両極が短絡の間,熱の発生がないので

冷却してバイメタルがもとにもどり,

グロースイッチが切れる。

けい光放電管のために電圧が60Vく ら

いにさがり,グ ロースッチは放電でき
ず,バ イメタルはもう動かない。

回一回一回
接点がとしてグ  接点が開いて
ロー放電がやむ。  電流を糸色つ。

イ メ タ ル

ッチ (点灯管)の動作

接点のはたらき

両極の接点を通じて電流が流れるので

グロースイッチの放電は停止するc

両極間に高電圧がかかる。

とび出した電子がどちらか一方の極に

引かれて放電を開始する。
⑤

| |



けい光 ランプ

点灯スイッチ

消灯スイッチ

実 践 的 研 究 ―一 一

図 2-3 実 体 配 線 図

けい光灯スタンドの電気の流れ方一―電流方向を示すc

O点灯スイッチを押している時

けい光灯スタンド (二つの押ボタン式 )

ボー、ソト
明るくなる
古

図路回

ボー、ソト
明るくなる

古

3Yf/+-

ガラス管内にぬってあるけい光

塗料によって,白色,昼光色 ,
青色,緑色,桃色など種をある

一 ト

グロースイッチと並列に入れる

放電管 と直列に接続する

図 2-4  けい光灯の電流方向
けい光灯スタンドの各部分の記号とその働き

けい光 ランプ (放電管 )

○点灯スイッチから手をはなした時

けい光ランプ全体が明るく光る

。ガラス管内の両端にフイラメントがあり,水銀蒸気
とアルゴンガスが封入してある。

最初はアルゴンガスによって放電が始るがアルゴソ

ガスだけでは紫外線が余り出ないので紫外線を多く出

す水銀蒸気が封入してあるガラス管の内面にぬってあ

るけい光塗料に紫外線が当ってやわらかい光を出す。
Oけい光灯を点灯すると,ラ ジオに雑音が入る場合が
あるので,こ れを防止するために両極間に 0.01μ Fの
コンデンサーを接続する。こうすると雑音となる電流

は,コ ンデンサーの中を通ってしまうのである程度防
止できる。
O点灯スイッチをおして,次に手をはなす瞬間,急激
に電流が減少するために,こ のチョークコイルの自己
誘導によって逆にその瞬間に電圧を高くしてけい光灯

が放電しやすくしてある。

電圧をあげると急に電流が強大となり電極が熱せら

れて放電を始める放電の電流が増加すると電極間の電

圧が低下する性質をもっているので電流がますます多

点 1丁スイッチ消lTスイッチ

点灯スイッチ

消灯 スイッチ

安定器 (チ ョークコイル)

働記部
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ス

交

グ

イッチ

流電源

ロー ランプ

Ⅳ 電熱器具 (熱作用)電 気による発熱について,
発熱体,発熱量,電力量など,式をつかって計算を行
い数的に理解を深める。又正しい電熱器具のより正し

い扱い方を学ぶ。アイロン,釜などを同時に与えてそ

れぞれの構造を見させる。

■ 電流による発熱 一秒間に発生する熱量
(ジ ュール熱) =0.24× (電流)2× Ω

=0.24×電流×電圧

電力(W)=電流 (A)×電圧 (V)

電力量=電力(W)×時間

発熱体   ニクロム  鉄クロム

絶縁体  雲母 (マ イカ),陶器, ゴム,紙など

耐熱体  すやき・耐火煉瓦・ アルミナ・石綿
アイロンの構造

アイロンの点検と修理 (テ スター使用 )

V 電動機 (磁気作用)家 庭で使 う電動機つきの機械
は非常に多くなった。どんなものがあるかをあげ,ほ

とんどの機械が電動機によって動くことを知ったら,

その電動機がなぜまわるのかを理科の教科書を前にし

て復習をし,磁気作用について洗濯機を学習しながら

学 習 指 導

くなり放電が不安定になるので安定器 とよばれる抵抗

を接続 して点灯の安定をはかる。
。電気の流れる道を切ったりつないだ りする。

交流の電気につながる。
。グロー放電を利用し,バ イメタルによって電流の道
を自動的に切ったりつないだりする。グローランプが

切れると同時にけい光ランプがつき,次に消されたけ
い光ランプをつける時まで不要のものである。

更に確かなものにしておく,そ して正しい機械の扱い

方についてまとめるc

■ 電磁誘導作用  フレミングの左手の法則
乾電池モーターのまわるわけを理

解する。

交流電動機  三相誘導電動機
単相誘導電動機

単相整流子電動機

単相誘導電動機の構造

電動機の保守

電気洗濯機の構造 点検 0修理
Ⅶ 電気と生活 電気が私たちの生活にたいへん役に
たつことが今までの勉強でよくわかった。この学習の

最後に目を社会の動きに移して産業と電気,電気の利
用と生活の向上,電気製品の生産と私たちの生活など,

いろいろな角度から皆で話しあい,電気が私たちの生

活に正しく使われ,皆の利益となるようにしなければ

ならないと同じように他のエネルギー (た とえば原子

力)も あらゆる人間の生活の向上のために使われなけ

ればならないことまで話しを進める。

の 展 開 例

修

目

標

1 けい光灯の学習を通じて,照 明器具の構造と働きを理解させると共に,電気回路を理解させる。
2 テスターを使って照明器具の点検・修理に必要な技術を身につけさせる。
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ベース ト,布片

ね じ回し,ニ ッパ,はんだごて

テスター,け い光灯スタン ド

活   動 1    指導上の留意事項学指 導 内 容

1 けい光灯の構造と特ちょ 白熱電灯 とけい光灯のちがい |グ ロ_ラ ンプでは,バ ィメタルの働
けい光灯の各部の働き,けい光

きを理解させる
ランプ, コンデンサー,安定器,|
グローランプ         |              |
放電から発光までの原理   ||

。・ ‐・・ ‐・・ ・・ ‐― ‐‐‐‐‐‐‐― ― ― ― ― ― ― ― … … … … … ‐‐ ‐―

2 けい光灯スダンドを分解す
|

r(3)

l,i, 構造・配線のありさまを調
べ乞F占鳳績墓暮検二そ藉暮手を

準
　
　
　
備

具用 料材 形

習



実 践 的 研 究 ―一 一

3 けい光灯スタン ドを組み立
てる

4 点検のしかたと修理

5 その他の故障

点灯路回を調べる

各部品の名称と記号を調べ実体

配線図,記号で回路図を書く
スタンド台のうらがたをしラン

プソケットにランプをとりつける

。ここでの分解・ 組み立ては,そ れ

自体がねらいではなく,構造や回

路を調べるための手段にすぎない

ことを理解させる

各部の導通を調べる

Oけい光 ランプの導通試験

。安定器  〃
O点灯管 (グ ローランプ)〃

けい光灯スタン ドをコンセン ト

につなぎ,点灯,消灯の良否を調
べる

電圧の測定

導通試験 と同じ要領で,け い光

灯スタン ドを点検 し,故障箇所を
つきとめる。

5)お もな故障の症状とその原因を
調べておく。

。導通試験の場合には,テ スターの

0調整を忘れない

。テスターの正しい使い方を身に

ける

。故障したけい光灯スタンドを用意

することは困難であるから, ここ

では修理の仕方を習得させておき

実際の修理は,機会をとらえて実

施するよう指導しておく

研教

一
言

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ゝ

‐

＞

6 けい光灯使用上の注意

教研レポートから(1)では,群馬県 0日 高教の家庭

科教育論について,紹介したが,こ こでは, もうひ

とつのそれを紹介しておこう。群馬県のそれと,比

較検討していただきたい。

“家庭科は労働ということと深い関係を持ってい

る教科である。労働と人間の発達は深いつながりを

持っているのである。人間が自然を支配していく過

程のうえで考えなければならない。生きるために物

を生産しなければならないこと。すなわち,働らか

なければならないこと。そのためには,人間の労働,

労働の対象,労働手段が生産の発達に応じて変わっ

てきたことを考えさせる。生産する力は,自然物と

自然力とに対する人間の働きかけと,人間と人間と

が互に働きかけ合うものとがあること。現実の社会

では,更に労働の疎外条件を抜きにして考えてはな

らない。

労働者は直接的に物を生産しても,それは階級社

会の中では,自 分たちの生きるための生産,ま たは

生産する喜びではなく,労働力を商品として売買し

ているに過ぎない。そうした生産関係の中で労働問

題をとらえさせる必要がある。また社会認識と同時

(文責・岩越)

レ ポ ー ト か ら (2)―
―
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も うひ とつの家庭科教育論

に自然認識も深めなければならない。自然物や力に

対する働きかけの中から法則的なものをみつけ出し

更にそれが一般化している事実をみつけ出して,技

術認識を定着させる 。"

このような観点から,本教科の性格として,つ ぎ

のようなものをあげている。

1.社会科と対応させる教科 (総合教科として )

2.生活経験に密着した教科輸」造性が発揮される)

3.実習による仕事と結合した教科 (自然認識がで

きる)

4.生活権,労働権に深い関係がある教科

また,家庭科のせまり方としては,上記した性格

つまり, “生活経験に密着した教科"と いうことか

ら,その学習内容は,家庭的なものということにな

ってくる。それに, 3の “実習による仕事と結合し

た教科"と いうことで,と うぜん何かをつくらせる

(労 lSt)と いうことになり, “生活上の生産=衣・食・

住の生産,人間そのものの生産=氏族の繁殖"と い

う2側面が考えられ,こ の 2倶1面から “社会認識 ,

自然認識が統一されて深められる教科である"と い

うふうにとらえている。 (福 島県)

ザ  ~



Ш剛剛剛ШⅢШ"座 談 会

食物学習の現状と問題点

本稿は,昨年の12月 16日 に標記のテーマで行なった座談会の内容を,伊藤がまとめたものである。話

しあわれた内容をできるだけ忠実に表現するよう努力をはらったつもりであるが,あるいは,伊藤のう

けとりかたのちがいから,発言者の真意を正しく表現しえなかった点もあるかもしれない。もし,その

ようなところがあれば,お許し願いたいと思う。なお,座談会出席者は下記のとおりである。 (伊藤)

<出 席 者>
阿 部 春

植 村 千
中 本 保

子 (都立富士森高校 )

枝 (武蔵野第二中学校 )

子 (八 王子第二商業高校 )

この座談会のまとめをおおせつかって,私はいささ

か当惑している。というのは,話合いの中から統一的

な見解が生まれてきたというより,む しろ高校教師,

中学校教師の立場のちがいから,家庭科教育に対する

考え方のちがいが明らかにされてきたといつた方が適

当だと思うからである。このことは,現場教師の問題

というより,中学校と高校における家庭科の位置づけ

の相違,つまり,中学校での学習を高校教育でどう発

展させるのかという見通しが,日 本の教育を発想し,

計画化する側にあいまいであることを示すのではない

だろうか。同じことが小学校と中学校の間にもあると

いえるし,単に現場教師の怠慢とはいいきれない大き

な問題を感ずるのである。家庭科の性格が,指導要領

の改定によってもっとも大きく左右されてきたのは中

学校である。「職業・家庭科」といわれていた時代に

は,家庭科の目標は,家事処理の能力を身につけ,家

庭生活を近代化することであるとされていた。当時の

食物学習では,かなりの部分が男女共通で履習される

ことになっていたが,37年度に「技術・家庭科」と改定

されてからは」ヽヽわゆる家庭科(被服・食物分野)は女

子の教科となり,ますます技能主義的,家事裁縫的な

内容に統一されてきている。中学校において,男女別

学としなければならない根拠が明らかでないし,小学

校で共学で学習していることとどうつながるのか疑問

を抱かずにはいられない。また,技術科と家庭科の関

連が不明確であること,技術科が中学校だけにおかれ

42

伊 藤 冨 美 代 (和光学園中学校 )

河 野 全 一 (都立農業高校)

ていることの意味,小学校・高校にはそれにかわるべ

き教科があるのかないのかということも問題になって

くる。このように多くの問題をかかえていながらもわ

れわれ現場教師は日ごろ自分の所属する学校段階のこ

とを考えるのにせいいっばいで,その間の関連に目を

むけるいとまがないのが実状である。しかし,だから

といって無関心でよいはずはなく, 日ごろ盲点とされ

ている部分に焦点をあてたという意味では,われわれ
の話合いも意義があったのではないかと思う。とはい

うものの,初顔合わせの面々が,本質的な問題にメス

をあてるところまで,到達できなかったのは残念であ

った。問題点をさぐるきっかけであり得たら一一とい

う気持で,ま とめてみたいと思う。

1 高校の立場から
家庭科教育が,高校で充実拡大される傾向にあるの

か,逆に縮少される傾向にあるのかは,高校によって

かなりの差があるが,戦前の女学校的な,家事裁縫を

中心にすえる学校は減少してきているといえると思

う。たとえば府中農業高校のように,今年から家庭科コ

ースが二つの分野―家政科と食物科―にわけられ,ま

すます隆盛をきわめているようであるが,そのような

高校の内部でさえ,はたして家庭科コースなるものが

必要なのかどうかということに疑間を感じている教師

も多いという。また,家庭科が縮少され,冷遇されて

いる高校は多く,そのような高校では, 1人の家庭科

＾ゞ



教師が,保健,家庭一般,被服,食物というように広

範囲な内容を持たされ,四苦八苦しているのが現状で

ある。特に範囲の広い家庭一般 (被服,食物,家庭経

営,育児,家族問題など)では,何を中心課題にすえ

ればよいのか。現状のようなつまみ食い方式で生徒に

どんな力がつくというのか判断に苦しむという。前身

が女学校であつたためか,家庭科が縮少されてきてい

るとはいうものの,まだかなり重視されているという

学校では,問題点は高校の側にあるのではなく,中学

校の学力低下にあるという発言もあった。高校ではど

んな学力を要求するのかをめぐって,さ まざまな意見

が出されたが,要約すると次のようなことになる。

一言でいえば,中学では献立作成能力を身につけて

はしいということである。つまり「 1日 に何をどれだ

け食べればよいか」を知り, 日常の生活に役立つ能力

をそなえてはしいということである。例えば人参一本

がだいたい何グラムあるかという量的な把握をするこ

と,さ らに食膳にある料理を見て,何が何グラム含ま

れているかの見当をつけ,栄養の過不足を適確につか

み,ど うすべきなのかを判断できる能力を身につけさ

せてはしいということなのである。教科書にでている

「食品群別摂取量のめやす」を基にして,個々の食品

に応用し,ど う組合わせて,どんな調理をすれば,栄

養的にも満足できて,健康でたのしい生活を送ること

ができるかを学ぶことが中学校家庭科の目標ではない

だろうか。御飯をたく原理 (でんぶんの糊化)を教え

るより,米 と水の割合,炊きかたの技術,御飯になっ

たら体積は何倍に増えるか, ということなどの確認を

中学でやっておけば,高校ではその上にたって原理原

則を理解することが容易であるのに,実際は高校では

中学でやっているはずのことから出発しなければなら

ないので,非常に時間的なロスが多くなるということ

であった。要するに,中学では量的な把握ができると

いうことが目的であるから,さ まざまな調理を実際に

やってみて,経験的に覚えることが大切なのではない

だろうか。原理の追求や分析は中学生の学力ではむり

であるし (他教科との関連から), 結局何もわからな

いまま終ってしまうのではないだろうか。

2 中学の立場から
高校側の要求―一量的把握能力を身につけさせてほ

しい一一はもっともであるが,それだけできればよい

ということには多少の疑間を感じる。例えば,「食品

群別摂取量のめやす」であるが,あの数字がでてくる

には,栄養学的な根拠があるはずだが,「なぜ 1日 に

これだけ食べなければならないのか」を考えさせるこ

となく,ただ表の数字を暗記させるだけなら,科学的

に思考する能力は身につかないのではないだろうか。

また,あの表は,さ まざまな条件一一日本人の食生活

の歴史的な背景や農業政策とのからみ合いなど一一か

ら割り出されたものであるし,地域の特殊性はまった

く考慮されていないのであるから,絶対的なものとし

て覚えさせることには問題があるのではないだろ う

か。生徒自身も,理由もなく覚えさせられることには

抵抗を示している。37年の改定以後,栄養素の種類や

働らき,体内でどう変化するかといった栄養学的な考

察は,保健や理科の中に組み入れられ,家庭科では,

「ただいろいろと作ればよい」ことになっている。し

かし,「食品群別摂取量のめやす」を覚えこませ,そ

の表になるべく近づけるべく努力をしながら,ま るで

「大衆食堂のメニユー」のような種々雑多な献立で実

習をすることが,ほんとうの意味で自分の食生活に疑

間を持ち,生活を変えていくエネルギーとなるであろ

うか。

「幸福な家庭生活を築くために」とか「食生活の改

善」とかいう食物学習のねらうものには同感だが,そ

のねらいに到達するすじ道は,中学生はまだむりだか

ら一一という理由で,何もかも覚えさせるのでなく,

理解できる範囲内で,「なぜそうなるのか」「だから

こうすべきなのだ」ということを科学的に証明する姿

勢を持つことは大切であると思う。例えばこんな例が

ある。「ホットケーキ」をやくとき,「なぜふくらむ

のか」を理解させると,「小麦粉と水をまぜたらすぐ

に焼く」だの「 こねすぎてはいけない」だの,「焼く

ときに何度もかえしたり,お さえたりしてはいけな
い」だのということが容易に理解でき,ほ とんど失敗

がない。その原理を明らかにしないで,「上手な焼き

かた」をいかに上手に説明しても,生徒の頭の中では

それらが系統的にとらえられていないので,定着度が

低い。「料理をあれこれ作ってみる」という単なる経

験学習でなく,調理することの意味を理解させ,調理

の基本的な技術をとりあげ,調理による物質の変化と

人体との関係をおさえていけば,中学で学ばせるべき

理論や技術が系統づけられるのではないだろうか。家

庭科教育では,科学を教える手段として実習をとりあ

げるのではない。あくまでも現実の生活を見つめ,変

革していく力を身につけさせること
・
が目的である。だ

からといって科学的な姿勢は不必要だというわけでは

ない。科学的に堀り下げて問題の根源をさぐる姿勢な

くして,生活を変革する力は生まれてこないと思う。

科学的ということばは,むずかしい理論を教えこむこ

とではなく,「なぜこうなるのだろうか」という疑問

゛



を抱かせ,既製の概念にとらわれずに自分自身で判断

させることだと理解している。こういう立場にたって

考えるとき,量的把握能力を身につけさせることは,

調理技術の基本として大切な一つの要素ではあるが,

これが中学校家庭科のすべてではない。

3ヽ 技術検定をめぐって

高校の技術検定に対する考え方もさまざまであっ

た。技術検定の問題がすべて妥当だ とは思われない

が,生徒の学力を判断する一つの基準にはなるのでは

ないかという意見。中学の課程を終えたものは四級の

力がなければならないのに,四級に合格するものは一

人もいないといってよい。やはりここにも中学校の家

庭科のあいまいさ,学習結果の確認の不充分さがあら

われているのではないかという中学に対する手きびし

い批判があった。それに対して,い くつかの反論がな

された。きゅうりのたんざ く切 りが,何 ミリの厚さ

で,何センチの長さ,それを何分でやれるかといつた

ようなことがほんとうに必要なのか。「切る」とか

「煮る」とかいった技能的な問題が主になっていて,

「考える」問題がない。技術検定という名の「技術」

がはたして技術であるかどうかという疑問。検定を受

けることが義務化されていないといっても,それによ

って学習の目的がしばられる危険性は充分にあるし,

検定を基準にして高校から中学に対する要求もさまざ

まな形で出されていることの良否も検討す
｀
る必要があ

る。また検定によって,た とえば就職や結婚の格づけ

にされるようなことになっては問題だ。「一級の嫁さ

んをもらいたい。」 などということばが生まれてくる

かもしれない。一番大切なことは,そ ういう技術を身

につけることが,家庭科の本質と結びつ くのか どう

か。

といったようないくつかの反論がなされたが,問題

の核心をつくというほど,技術検定に対してはっきり

した見解を持っているものがなく,単に危惧している

というにすぎないような意見であった。中学の「学力

テスト」や高校の「能力検定」などを分析研究する中

で,「技術検定」なるものの本質的意図を見抜かねば

ならないと思った。

4 食物学習の問題点あれこれ
地域社会との結びつきが大切だなどとことばではさ

かんにいわれているが,最近,そ ういう実践が少なく

なってきているのではないだろうか。昭和38年に,静

岡県焼津市の某中学校で,地域社会の変革にせまる立

派な実践があった。 3年の女子を中心として,一週間
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の献立を作成し,材料を共同購入し,学校の調理室を

解放して共同炊事を行なったことがきっかけとなり,

農繁期に何軒かの家庭で共同炊事をするところまで発

展したということであった。社会発展の見通しの中で

食生活を今後どう変えていくべきなのか,をはっきり

させ,食物学習では「家庭の調理」だけでなく,炊事

作業の社会化を目ざした教育を志向しなければ,国民

の食生活改善などということばは空念仏にすぎないこ

とになる。しかし,地域社会といっても,農村ほど単

純ではなく,さ まざまな職業階層にわかれ,大きな所

得格差があり,閉鎖的な生活様式を持つ都市において,

生活改善はどのような方向で,どのような方法で行な

い得るのかは大きな課題であるといえよう。

家庭科教育のありかたを考える場合に,消費する側

でのみ物事をとらえることは問題ではないだろうか。

生産のしくみ,生産と消費の関係から,消費は生産の

ためではないこと,消費するものの要求が,真に生産

に反映されているかどうかを見極めることが大切であ

る。例えば,日 本の農業を畜産と果実に切りかえよう

という農業構造改革の政策は,一見農業生産の近代化

を目ざしているようであるが,これは米の消費が減っ

て米が必要でなくなったからとか,農業生産者自身の

要求や利益のためでなく,工業製品の販路を東南アジ

アに求める結果,その見かえり物資として米を輸入し

なければならないところからきているといったよう

に,資本主義社会では,常に資本の要求が優先的にい

れられていることをはっきりと知り,そのために消費

者の要求がまげられるようなことはないかどうかを確

かめなければならない。

家庭科教育では,幸福な家庭生活を築くことが目標

である。真に幸福な家庭生活とはどのようなものをさ

すのであろうか。主婦の献身的自己犠牲の上になりた

つ幸福は人間すべての幸福ではないはずである。家庭

科教育の中に主婦の養成を目的とし,女性を家庭の中
にとじこめようとする要素があるなら,も う一度家庭

科教育そのものを根本的に見直すことが必要であろ

う。

大きな問題をかかえて暗中模索しているわれわれ家

庭科教師が,専門的な知識を身につけると同時に,家

庭生活の矛盾を見つめ真にあるべき姿をさぐり出すと

いう努力を惜んではならないことが確認された。

ヘ
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被 服 製 作 教 材 の 実 践

植 千村
゛

はじめに

伝統的な裁縫教育を受けて家庭科教師になった私は

長い間,教科書を唯一のよりどころとして教えてきま

した。教えていていろいろ疑間にぶつかり,部分的な

改良は試みましたが,全体構造の中で組みかえなけれ

ば駄目だと考えるまでにはずい分廻 りみちをしたと思

います。まだ未完成なのでもっと廻りみちをしそうで

すが,被服製作教材が女子の教育に現在も大きな影響

を与えていることを思うとき,そのたて直しを共に考

えていく必要があるので,これまでの扱い方の変化と

内容を整理し,又多くの方の意見を加え,討議の資料

とします。

□ 能率をあげるために教材を合理化する試み
同一教材を何回かとり上げると,その久点がよくわ

かります。被服製作についやす時間は,き められたわ

くからはみだす場合が特に多いので,も っと単純な形

のもので,その代りとしようと考えましたこ

(例 )ひ とえ長着→改良着物,四つ身, じゅばんなど

ワンピースースヵ― 卜 (中 1)ブ ラウス (中 2)

又仕立方の能率化をはかろうとしましたcた とえば

手縫い仕立ての和服をミシン縫いにする。採寸製図を

してブラウスの型紙を作っていたのを,既成の型紙を

引き写しさせるなど。

この結果,製作時間はかなり短縮されたのですが,

教材合理化の視
`点
がはっきりしていなかったので,教

材は変っても同じ学力をねらうことに変りはなかった

のです。

□ 家庭とは何かを考え教材を関連づけていく試み
これからの家庭生活には,衣服を作り上げる能力は

必要ないと考えます。既成品を選ぶ力がつき,正しい

着方ができ,それら衣類の整理能力がつくことをねら

う学力が,消費単位となった家庭人として必要で|よな

いか。それならば男女共通学習としてやるべきだとい

う主張は自然に承認されそうです。

すでに小学校家庭科では衣類整理を共学で教えてい

ます。正しい着方については,体の保護や体温の調節
という基本的な着用目的を実感としてとり扱える,保

健体育科でとり上げればよいとすると,残 った既成服

を選ぶ能力を,小学校から中学校に組み入れることに

なります。C目 的にあった材料の特長を判別できる能

力,②着用者に合う大きさのもので,目 的にあった形

で耐久性のあるものを選べる能力,にねらヽヽを お く

と,被服材料と,被服構成の学習を主にとりあげるこ

とになりますc

この視点での実践は,私はやらなかったので,思想

的背景はちがうけれど中央教育課程研究委員会家庭科

部会から出された試案を実証した,労働力形成のため

の衣服の構造認識は,製作学習を排除した「いかに着

るべきか」をねらいにしての実践なので,腕カバー,
パンツ,シ ャツの一連の実践の成果をみることにしま

しょう。

。教材を被服に整理したこと……整理袋のように直接

被服に結びつかない教材を切り捨てた。

。実沢1か ら型紙作りをさせた……既成の型紙を使わせ

るよりも,なぜこうなるかがわかる。

被服をどう教えるかでなく,家庭科をどう教えるか

をまず考えたため,伝統的な裁ち縫い教材から脱皮す

ることができたのですcこれは注目すべきことです。

しかし具体的な内容になると問題′点がでてきますの

で,は っきりさせるために,1962年 9月「生活教育」

に掲載されている丸岡玲子氏の中学 2年男女「上半身

のきもの」の実践を引用してみることにします。

ねらい 労働のできる衣服の構造
①上半身の体の構造を知らせる

②労働による上半身の動きを知らせる

③その体をおおい,労働をたすけるためのきものの

『
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構造を知らせる

展開は,人間の上半身の観察をめん密にした後に,型

紙を作っていきます。

胴体の後の形を作ろう

①背中の中央を境にして左右同じだから半分だけか

けばよヽヽ

②腕のついている場所,肩幅を書く

③首のでるところをつくる

④後くび穴線をかく

⑤肩の線は下っている。人によって多少の差がある

物さしを首から真すぐに自然な姿勢にしてはかる

と大体 4cmく らいだから,そのまま肩下りとする

という具合いに一つ一つ観察したところから製図して

い
,き ,こ の方法を胴の前にも,そでにもあてはめて型

紙を作ります。ずい分これには時間をかけているよう

です。その後古布で裁断し動作にあうよう接合して構

成しこの学習を終りにしているのです。

この学習の特長は衣服を着用する人間の体の構造認

識に主目的をおいているので,加工学習としての材料

学習,.縫製技術は全く無視しているのです。だから型

紙を作る手段は余りにも非能率的であり,被服にしか

通用しないものです。被服の構造認識を学習してはな

ぜ,労働のできる衣服の構造も含めて,いかに着るべ

きかというねらいに反すると考えるのか,む しろ材料
とのかかわりあいで被服の形がわかり,選択能力も本
ものになるはずです。

この点に関し,村野けい氏は1963年 1月 号に「被服

製作学習をめぐって」の中で,労働をするための身体

を覆 う衣服として立体構造を理解させればよいとし,

そうすれば資本の既製服の久点を見抜いてその矛盾を

克服する力がつき社会経済のしくみまで変革する力が

つけられると期待することは合点できないのでした。

それに着用できないものを作ったことが大へんよいこ

とで生徒はよろこんで気安く (失敗をしても古布だか

ら平気。布の良しあしで友だちと比較することもなく

劣等感をもたないですむ)作 ったということですし,

また着用できるものを作らせるのは縫い上げることへ

精力を傾けるから,つかまなければならない目標を見

失なうことになるので,ブ ラウスでもネグリジェでも
作ることがいけないとして,中学 1年生で下半身のき
ものパンツ1つを, 2年生で上半身のきものとしてシ

ャツの片身ごろを縫代ぬきのところもあって着られな

いものを作って,中学校ではそれだけでよいとされた
ことは実験的試みとしては理解できますが,これは全

くいただけません。衣服の構造を理解させるだけでは,

働く身体を覆 うきもの学習としても不足であります。
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衣生活全体に目を向ける基礎の力が養えないと思いま

す。衣服管理も含めて,衣類材料,その種類と性質そ
の選択や取り扱い方,立体構造の原理 (型紙の成 り立
ち組み立てに必要な縫製のしかたなど)総合的にとら
えさせ,やはり作 り上げる労力を通してよろこびを味
わいながら,着用してみてこそ習得できる判断力であ
ると思うのです。……と批判を加えておられます。

家庭を労働力再生産の場と定義したり,消費の場と

考えるから,製作学習はなくなるという単純な考えで

なく,何を学力と考えるのかを明らかにし,そのため
にはどんな方法で認識させるか,その中に製作学習の

役割りが大きく浮び上ってくると思うのです。

□ 被服製作は家庭の仕事と考えない試み
いささか古い実践ですが,部分的改善しか加えなか

った私の転機のきろくであり,それ以後の実践に影響
を与えているので,10次教研レポー トの基本的なとこ

ろを抜すいします。

実践のしかたをかえた動機は

①地域のサークル学習の結果,小学校の内容や目標

を知り,中学との断層に気づいたこと

②製図 (正投影図法,展開図)を指導して,被服製
図にも応用してみようと考えたこと

③被服製作で家庭生活を理解させることは,被服の

着用目的を狭く考えさせてしまっていること。

造船所の見学をして,危険な仕事にとり組む臨

時工のまちまちな服装に驚ろき(注 1960,lo拙稿 )

被服着用の本質的な目的にまで逆のぼって教材を

考え直す必要があると痛感したこと

④被服製作は家庭の仕事でなくなってきている。企

業の中で合理的に作られている商品としてみよう

としたこと

中学 1年に貫頭衣形式の運動服をとり上げます。学習
のねらいは「将来生活に適応する衣服を創 り出す能

力」で,中学では上半身と下半身を包む衣服の基本構
造を認識させるとしました。

なぜ貫頭衣形式の運動服が教材例になったかについ

C‐服装史から今日の服装の基本形態を探ぐり,その
一つである貫頭衣形式が今日の上衣の原型である

ことから,構造認識をそこから発展させようとし
ました。

②子どもの生活条件を考え,被服の機能性を理解さ
せるには,も っとも活動する体育のときの服装が
よいと思いました。又基本形態として運動服を製

作するのだから,将来活動的な衣服を考えたり,働

らく体を大切にする方向に発展すると思ったので
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す。

<展開>
1.胴の平面構成と原型製図

わら紙を各自に渡し,最少限の切りこみにおさえた

展開図を工夫させます。その結果下図の

ような3通 りの形が考えられました。こ

の中の③の形態が,今 日一般化されてい

る胴原形の基本なので,そこに発展でき

るよう①②の形態を各自の寸法に合せて

作らせる作業に移り,どの部分の実沢1が必要か,発見

させ実沢1し型紙を作っていきました。このときいろい

ろな学習ができたし,問題点も発見しましたcその主

なものをあげると,

①胴までの丈が,前 と後ではちがうこと。胸のふく

らみのためで,その部分の余裕を,わきや肩の部

分で (ダーツ,ひだ)つまむことによって得られ

ることの発見と,学習。

②適当なゆるみがなければ,活動をそくばくする,

着用している衣服からこの点は学びとらせ ま し

た。織物組織とあみ物組織では,ゆるみの量が異

ること,つまり構造は材料によって変るのだとい

う発見もしたのです。
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2.運動服をデザインする

子どもたちの体験の中から運動服の条件を考えさせ

ます。ゆるみ,着丈はどのくらい必要か動作によって

加えねばならない寸法,今 まで着用した

ことのある運動服を再現させて,その形

態の批半」などの学習を通して図のような

形にきまりました。使用目的がはっきり

していたので共通討議ができ,グループ

いて,最初の学習でとらえさせたことは,衣服を考え

る視点をはっきりさせたことになったと思います。

3.運動服の型紙作成

原型にデザインした形をあてはめていきます。中心

線からゆき丈をとり,そで丈をきめ,わきを引張りに

適する曲線まちにするなど,着丈のこと,え りぐリダ

円のかき方など,実 さいにいかしていきました。

4.運動服に適した材料にはどんなものがあるか

小学校での学力, 日常生活で体験している衣服の性

質を出しあい,材料の条件を

C湿式洗たくに適したもの

②摩擦や張力に強いもの

③伸縮性のあるもの

,         ②③については,糸から布

i][[:な lをi[:;
ても図解して,たて糸とよこ糸の関係をわからせまし

た。このことが裁断にいかされたのです。

5.布の見積もリ

個別に買う場合と,数人グループで裁ち合せをした

場合必要丈はどう変化するか,型紙を使ってたしかめ

させると,裁ち合せ数が多くなるほど安くなることが

発見できたのです。そこから大勢が同一のものを購入

するときは小売店より卸売商や直接産地からとり寄せ

ると,ず っと安くなることが話し合れ,消費組合や職

場の協同購入のしくみに触れることができたのです。

。 ◇当時材料糸も含む 1人当り75円でした
6.裁断

グループごとに一定量の布を渡し協同で裁断させま

した。

7.更に体に合せる方法 (仮縫い試着補整 )

実沢1を した結果型紙が作られたのだからそのまま縫

っても体に合わないとおかしいのだけれど,伸縮性の

ある材料,大まかな製図に複雑な体形を合わせるのだ

から,仮縫補整が最後のきめてとなります。この辺が

木材,金属の製図と違ってくるところです。しかしマ

スプロの場合は型紙だけ,イ ージは型紙と仮縫補整で

体に合わせます。手技的な立体裁断は布をまきつけて

裁つ仮縫補整だけですから,家庭内の仕事としてとら

えないのだから,あ くまでも補助的作業とし,自 由に

運動できるか,大きすぎないかなどを調べます。

8.丈夫で能率的な縫い方

布と布をつなぎあわせる方法は最初どうだったか。

現在はどのように行われているか,」 学ヽ校で学んだこ

とや, 日常生活の中から考えさせます。

―
胸囲+ゆるみ

乳間隔

頭囲年ゅるみ
―‐′LニニユI

前後の差

胸囲+ゆ るみ

学習の素地を作りました。基本的な要素,機能性につ
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1針抜き→連続縫い (なみ縫い)→返し縫いの特長

手仕事から機械仕事に変ったことを返し縫との比較か

ら導入し, ミシンの操作学習に入りました 。

① 縫合の観察から正しい針,正しい糸のつけ方を理
解させたこと

② 足ふみのエネルギーが,ど う伝達されるか
③ 上糸,下糸の糸みちのどこで圧力を加えるか観察
から調節のしかたを学習させました。

④ 給油の目的と箇所を理解させ実習させました。丈
夫な縫い方の工夫,バイヤスの作り方と使い方

9.評価
グループで,ょ いところ,改めたいところの二点に

ついて調べ,着用して相互批判を行いました。たとえ

ば丈夫に縫うにはどんな工夫がほどこされているか ,

材料をよりよくいかしているか,なぜわきがつれてい

るのかなど,仲間の仕事や意見の中からよりすぐれた

方法を発見していったのです。

10。 まとめ

「運動服を作つてわかったこと」という題で書かせ,

子どもたち一人一人にどんな学力が身についたかを調

べてみました。その主なものをまとめてみますと,

Oは じめて自分で服を作ってみて自分でも作れるんだ

なと思った。… (ほ とんどの子どもの感想 )
。正確に沢1っ て正確に製図しなければいけないことが

わかった。えりぐりをいいかげんにして大きくあけ

て後で直すのに大変だったから。
O胸の方が厚みが多ぃので背丈より前丈の方が長くな

ることがわかった。ダーッもそのためにとるのだと

いうことがわかった。

。簡単なものの型体なら使いみちを考えて,必要な寸

法をもとに作れるように思った。
。今まで洋服を着ていたけれど型紙のあることなど全

然知らなかった。運動服を作るのにはじめて型紙

を作ったのですが,めんどうなのに驚ろきました。
できあがった型紙はコンパスやェンビツのあなだら

けでしたけれど,布に型紙をあててはさみで切って
いる時は絶対にこれでいいという自信が あ りま し

た。けれどできあがった運動服を着ようとしたら胸

のところがきゆうくつで入りません。寸法のはかり

方のまちがいだったのです。でもこの小さな運動服

のおかげで,型紙の大切さを知 りました。
O運動服の材料はせんたくにじょうぶな,熱が発散し
やすい通気性のある布がよいことがわかった。
。布にはいろいろな織り方があるし,キき長がそれぞれ

ある。買うときは用途にあった布をえらぶことc
Oお おぜいの人がいっしょに同じようなものを作ると

48

きは 1人 1人が布を買わないで,みんなでいっしょ

に買った方が安くなるしむだがない。

。買い方や,どのくらい買ったらいいかがわかった。
。小学校でまつり縫いをならったのに忘れて,も う一

度ならったので今度はよくわかった。

。一つの縫い方にも二重縫いとか袋縫い,おさえ縫い

などいろいろあることがゎかった。
。わきがつれないように縫代を少くするとよいことが

わかった。

。バイヤステープをはじめて作ったが裁ちおとし布で

かんたんにできることを知った。

。ミシンの正しい使い方を知った。今まで自己流で使

っていたが使いやすくなった。
oミ シンの中は見たことがなかったが,分解してみた
のでミシンの中の構造がわかってとても面白かった
。家のミシンは古くてずっと具合いが悪くそのままに

なっていたがなおしかたがわかったので,さ っそく
やってみたら動くようになった。できないと思わな

いでやってみることだなと思った。
O胸の厚みが人より多いので,幅にそうとう足したと
思ったが着てみるときゅうくつになった。その分を

わきでまちを作っていれた。まちの入れ方が勉強で

きてよかったと思う。

①ひな形や既成の衣服の着用批判や衣類整理で,衣
生活の認識力は十分であるというが,実 際に着ら
れるものを製作することの方が遥かに感激も大き

く,衣生活を積極的に創造していく力になること

がわか ります。

2基礎的な技能 ,それも着用目的からきりはなされ
たものでなく日的をみたすための方法を考えさせ

ることがある程度可能です。

C失敗の原因をあらためさせることによって,あ ら
たな発展が得られます。

O運動するのにじゃまになるポケットゃ リボンなどつ

けない方がよい。

。その季節や労働のしかたによって衣服はちが うと思

う。つ くる「1的に向ってそれに合 うように作る。
。今着ている通学用のブラウスと,運動服ではゆるみ
のにヽオt方 んヽちが うと,思 う。 それに運動服は手が_L下
に動きやすいように肩の線が真直なので手を下げて

いるとその分だ|す余ってわきにしわがょる。それで

いいんだと思った。

O着てみてわかったことは,体を前に曲げると少し短
かかった。もう少し長 くとればよかった。
C運動服を作るまでは自分の好きでよいと思っていた

色



この教材設定は衣服の機能性をわからせることに

あったので,ほぼ目的を達しているといえる。ほと

んどの生徒が動作を考えなければならない。そのた

めにどんな型で材質で縫い方で……と答えている。

が,は じめて型は機能性の高度なものとか,材質は
洗たくに丈夫な通気性のあるもの,吸水性のよいも
のなど揃っていなければならないとわかった。

。みんなの運動服のでき具合いを見てよい参考になっ

た。

。作 りながら真白の運動服,何のかざりもないけれ
ど,学生らしい,運動服をみんながいっしよに着る

考えてみるだけで気持がょかった。

。私たちみんなが協力し合い,こ うした方法がいいわ

とか,こ ういう方法が運動服に合っているとみんな

が言い合いながら一人一人の意見をとりあげてみん

なで考えながら作った。だからこんな大きなものは

はじめてだったが,作 りながらとても楽しかった。

胸囲や頭囲りなども,ど の位余裕を入れるかさっば

りわからなかった私たち,で もみんなで考えあえば
いろいろなことすべてとは言えないが,大体わかる

と思う。

。布をみんなで一緒に買ったので, とても安くでき上

った。布ばかりでなく協同で買うようにしたら,ず
い分経済がちがってくるのではないか。

グループ学習のたてまえをとった結果,個人の力
よりも集団の力の方が,よ り多くのことを得るとい

うことが理解されたようです。

この実践について和田典子氏は1961年 2月 号 “ブラ

ウスは買った方がよいか"の中で
o30時 間に短縮されたこと

。生徒の自由な創意をじゅうぶん汲みあげ,縫い方に
ついても,着用目的の上から考えさせた縫合方法を
自由にとり入れている。生徒はかなり論理的に受け

とめ,興味をもって学習をしている。
。個性やデザインから用布を選ぶ従来の個別的・家庭

的なブラウスつくりから,協同的 0国民的なブラウ
ス作りへ脱皮しようとする意図が明らかにうかがぇ

る。……私にとっては過分な評価です。

こうしたことができたのは,既成の観念が入りこむ余
地のない被服教材だったからできたのだとし,なお残

された問題として,家庭科の被服学習は衣服の構成原
理を知ることをねらうのでない,人間の衣生活一労働
力=生きていく力を構築してゆく学力をつける。それ
には作ることを学ぶのでなく,着るためを学ぶのだと

主張されます。着るためには作らなければならないが

作ることをねらえば,完成と同時に役立つので,生徒
の思考がそこで停滞してしまい,生活をみっめる目を

開くことができなくなってしまうと批判されたので

す。この発想がこの実践につながるわけですが ,すで

に述べたので省きます。

この実践の問題点は,子 どもの体験や経験をひき出

しながらたしかめさせ理論化しようとしたので,tヽき

いきした学習活動にはなったけれど,予想しない問題

にとりくむ場面があったりして,極めて単純な形の衣

服製作なのに多くの学習内容が含まれたことです。そ

のため,これを分析し系統だてる必要がでてきました。

□,被服教材を全面的に組み変えながら教科全体をも

変える試み

1の試教で教材をなるべく合理化することを知り

2の試みで家庭科とは何をねらうのかをはっきりさ1

せた上で教材をとりあげることを学び

3の試みから子どもの学力をどう育てていったらよ

いのかをタロリました。

以上の経験から被服教材の学習目標を人間の体を健

康に保ち,社会的生産活動に従事する体を保護し目的

を達するための被服は,ど うあらねばならないのかを

学習のねらいとする。

とり上げる教科領域は,家庭科ではとうていむ りで

他教科との関連によって到達できる学力です。次のよ

うな教材組みかえの視′点がでてきました。

C布加工としてまずとり上げる学習が必要になる。

目的を理解する視点につながる。

木材や金属と同じ考え方で,と り上げるので,伝統:

的な「裁縫」教育からの脱皮になる。

被服製作学習で何でもとり込む重複した学習を,系

統だて学習内容を明確にするきっかけを作る。

②分析から総合へという認識過程の中で,被服製作教

材を総合教材としてとり上げる。

この視点に立つと指導要領の教材例はほとんどが ,

総合教材で,繰返し学習を完全に整理することがで

きます。

1-2の総合教材をとりあげればよいので,被服製
作学習に費やされた 130時間は

'以

下の短縮が可能

になるのです。

C社会科学的認識を組み入れること。
この視点が全体として弱いところで,今後大いに研
究すべき視

`点
です。
・

総合教材をとり上げるとき,衣服の着用目的を明ら
かにし,それが十分行われているか,矛盾があるo
はなぜかを追求します。

θ



子ども自身のとり組みを大切にします。

<具体的な展開>
形態

整理袋作り (小学 5年 )

小・中合同の研究会でわかったことは,

袋の見積 りをさせるとき巻尺で幅にゆ

るみを加えて測るまでは,ま あまあでき

るが,丈を又ひとまわりさせて測ってし

まう。大変な長さになってしまうことに

なかなか気付かない,と い うのです。

丈と幅という長さだけの観念では,どれだけの量 と

いうことには結びつかない。箱の表面を包むだけの面

積はどのくらいかという考え方をひき出すことが必要

で,それを具体的にあらわすのが型紙です。

レヽ                    ←う

算数の展開図の学習がここに結びつかなければなら

ないので,次のに}図をいきなり教えることは押しうけ

でまず日図の展開図からい図に導入し,И }図でゆるみ

を加えることについて学習します。ここで布の場合お

よそどの位の余裕が必要か,表面積が変っても,余裕

分は変化しないことなどおさえ,け)図で材料のとり扱

いから形態に合わせる方法,縫いこみや,日 をふさぐ

ための重なり分又は紐とおしの余裕を考えさせるなど

被服に発展していく星本的な学習が実に多いのです。

つまり整理袋であっても,布で物体を覆う形態の学習

には変らないからです。

静止体のゆるみ一一生活体のゆるみ

実沢lla、 ら展開図一一被服の型紙製図

縫いこみまち 一―ダーツ
たまたま四角い箱の袋でしたが,筒形容器でも,足

カバー,かばんの覆いなど,布を用いて形態の学習を

ねらうのならとり上げる教材は何でもよいのです。

しかし断っておきたいのは,布加工で製図学習がで

きるからこれだけでよいというのは間違いで,金属加

工のように図面のち密さは要求されていないのですか

ら,製図の基礎学力には木材加工で投影図,金属加工

"

で展開図をしっかり学習すべきで,その学習に結びつ

く布加工の展開図であり,その一つの応用発展として

の被服製図と考えるべきでしよう。

そこで被服製図,つ まり型紙作りは,中学 1年でき

ちんと製図学習をした後にとり上げると理解も早いの

です。しかし体を覆 うもので機能的な構造を平面化す

ることは大変なことで,特に肩線,わき線を実測だけ

で図面に表わすことは,中学段階の学力では無理で

す。そこで 3の実践のキモノスリーブ式の運動服が,

子どもの能力を発揮できる唯一のものと考えてしまう

のは,作ることに主目的をおきすぎた考え方です。

現在着用している衣服の形態には,和服型と洋服型

があること。着用したときの差異から,ど こに構造上

のちがいがあり,又衣服の基本形態とはどういうもの

かを明らかにすることです。こうした製作学習の

る余裕 筋みちをとおすことによって,衣生活の展望に発
展していくのです。

′ゞ  ―

上図のに)は既成の型紙に使われている原型です。こ

の原型を使ってブラウスやワンピースの型紙が作られ

ています。指導要領工被服製作の内容に,洋服構成の

基本とありながら,型紙の選択とその補整となってい

ます
`教
科書は型紙を別につけて買わせるようにしむ

け,多 くの学校ではそれを利用する傾向が増えてきて

います。9)さ えも理解させないから,ブ ラウスの型紙

パジャマの型紙,ワ ンピースの型紙はそれぞれ違う,

という概念しか与えられないわけで,ブ ラウスを製作

した力が他の衣服を構築する能力に発展していかない

のです。

しかしИ)の原型を教えることは前述したようにむり

で,も っと基本的な形態のに)図のような型紙をこそ実

測しながら作らせるべきです。又レヽ図のような和服の

みごろと基本形態は同じであることも確認できるので

りす
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す。現象面の衣服あれこれを繰返し製作するより,そ

れらの基本形態は何かを学習することによって,それ

はなぜかという追求に変わっていくはずです。このあ

た りの実践は重要なので別稿で明らかにしたい。

日本の婦人服販売にアメリカのシンプリシティパ′

―ン社のパターン・ コーナーが登場しはじめ,めんど

うな型紙の知識がなくても,自分の服を作ることがで

きるようになりました。今の被服製作のねらいは,ま

るで無批判にその消費攻勢にのっかる子どもを教育し

ているみたいです。便利になることは一向さしつかえ

ないのですが,正 しい判断力をもつための構造認識が

ますます重要になってくるのです。

縫合技術

はじめて学習する小学 5年に運針を教えるのは,子

どもに習熟の意味がわからないから,手 と頭の労働と

して結びつかない, くり返しの作業を強いることにな

ります。ちようど製図学習のはじめに線ひき練習を課

すのと同じ結果になるわけです。

家庭にミシンがかなり普及している今日,何 も連続

縫いの習熟は必要ないわけで,「裁縫」から脱皮する

ためにも,も っと前から紙や粘土と同じようにできた

ら図工科でとり上げてもらいたいのです。これに関し

た示唆多い論文を原正敏氏は,1962年 9月 号生活教育

“小学校低学年における「手の労働」の意義と実際 ,,

の中で述べておられますので,被服分野に関係のある

ところをみるとA・ Gロ ザノフ氏の「手労働」のモデ

ル・プランの概要の紹介に,

小 2年 。色紙の細長片で敷物を織る

。紐やボタンの縫いつけ,ほ ころびのつくろ

い

小 3年 O靴下の保護 。靴の中敷の製作 (紙 と布)

イヽ 4年 。アプリケ作業,ポスター,カ レンダー,壁

新聞の文字の作成

。家庭における学習場所を整理するための品

物の製作

。衣服の保護。ボタン,ホ ックかがり。つぎ

あて  (注…被服に関係のあるものだけを

抜すいしました)

「手労働」の内容は(1)セ ルフサービスと家事作業

(劾縫う,刺 しゅうをする,織るなどの針作業,は)紙 ,

原紙工作,に}自然物 (と くに粘土)に よる工作,6)技

術模型製作,俗)農作業に大別されて,た とえば惨)の中

では織物につかわれているセンイがどのようにして紡

がれ,織られ,衣服が作られているか,繊維産業にお

ける労働者の作業,集団組織,使用機械についても教
えられる。同時に民芸品や民族芸術を通しての芸術的

製味の啓発がはかられていると説明されています。

ソビエトのように教育の視点が統一されないとでき

ないとあきらめず,よ いところは大いに学びとり組み

返えていきたいものです。

手縫いは小学校低学年でも可能であるとわかったけ

れど,急に図工科に組み入れられないから,まず家庭

科でとり上げるわけですが, 目的にあった縫合方法を

創り出す能力をねらいたヽ(。 必ずしもひとえ長着は手 `

縫いでなくてもよいのだから「小学校では運針だけを

しっかりやってきてほしい」などと注文をつけるのは

ナンセンスであり,又それが「 ミシン操作だけは完全

にできるようにしてきてはしい」というのも子どもの

能力や小学校の教科内容を無視したいいぶんです。

手縫いはボタンつけ,ほ ころび直しからアプリケ刺

しゅうに結びつけて一針抜きの習熟をし,台ふきや整

理袋でなみ縫いを行い,それと平行して返し縫いから

丈夫で能率をあげるためのミシン縫いに入ります。

ミシン操作の最初の学習は,手仕事から機械仕事に

移った大きな変化を,実感としてつかませたい。この

辺が余り大切に扱われていないようです。しかしミシ

ン縫ができなければ手縫いとの比較ができないのだか

ら,逆回転をしない練習,正 しい糸と針のとりつけ ,

1縫合という段階をとおるわけです。

地域サークルで小学校家庭科を,女教師であるが故

に初めてもたされた方から, ミシン操作学習が最もむ

ずかしいと報告を受けたのです。まず ミシンの数を最

低 5人に 1台の割 (理想は 3人に 1台 )に獲得するこ

とから始め,全員が直線縫ができるように指導し, と

にかくぞうきんができ上ったときは,涙が出たという

のです。授業が済むと10台のミシンが全部動かなくな

っている,その整備を冬の最中 8時頃までやってよく

日の授業に備えねばならなかった。その上これだけ努

力を払わねばならなかった学習が,何をねらいにして

いるのか未だにわからない。

小学校のミシン操作指導が縫うことに主目的をおい

た結果の矛盾をあらわしているので,機械としてとり

組む視点がぜひほしいのです。名称を覚えさせたり,

運動の経路や縫合原理を教えこむのでなく,操作する

にも機械として知っておかねばならない基本になる機

構原理を,実 さいに動

かす中で明らかにして

いくのです。たとえば

逆回転しないように踏

むには反復練習してコ

ツを覚えるのでなく,

どんなとき逆回転する



のか,それはどうしてなのか,それを防ぐにはどうし

たらよいかを,経験の中から導き出し,図のように一

往復踏む間に2箇所あること,力が一番なくなるとこ

ろで踏板が上りっばなし下りっばなしになってしまう

こともあるなど,それを方向をきめて力を加える役目
をはずみ車がしていることなどで,後でこの経験を機

械学習の中で十分吸収して,機械一般に使われている

リンク装置の理解に役立てることができるのです。

ひところ被服は将来接着剤が出てきて縫う必要がな

くなるから,家庭科ではとり上げる必要がないという

考え方がありました。なるほど被服製作としてミシン

をとり上げると不要になる時代が遠からずくると思い

ます。しかし技術教育の中の布加工としてとり上げる

と機械加工から機械学習としての教材例に,自転車よ

りもよい面が多いのです。

材料

せんいの性質を実験によってたしかめたり,織布工

程を説明することをもって,衣服への関心を高めるこ

とができると思うのは無理です。材料と形は密接に関

連をもち,使用価値をみたしています。

子どもの衣生活の体験から学習のきっかけをつかみ

ます。「布はどんなものだろう」紙をそのまま形にして

着てみたらどんな不便があるか,異った材料の対比か

ら,伸縮性のあるもの,やわらかいもの,丈夫なもの

という基本的な衣服への要求がでてきます。紙とはち

がう布とは,どんな構造をもっているか,布片を与え

調べさせます。糸が交互に直角に組み合さっているこ

と,せんい方向に引張子より斜目にひっばってみ る
と,ず っと伸びることくらいは,裁断前の布でたしか

めさせます。つまり型紙のおき方によって,そのもの

の性能が違ってくることは布加工の最初から必要で,

小学校段階でも可能です。

組織と仲縮性の関係からメリヤス布も与えて観察さ

せます。「あみものを何枚着ているか」と問うとほとん

どの生徒はセーターしか数えません。下着のメリヤス

類, くつ下などあみ物組織であることが,現行指導要

領の毛糸あみ物の指導では結びつかないのです。運動

服や作業着にもどんどん入れられ,織物組織ではでき
ない余分のゆるみを少くし,単純化し,活動的な衣服
を作り出しているので,構造と材料との極めて密接な

関係があみ物を学習することによって理解されるので

メリヤス布を調べた上で毛糸あみ学習を行います。台

D~2

丸機やフライス機で大量生産されてくるメリヤス,ジ
ャージ,ポ ロシャツなど商品を理解する力にもなり,

手技的なレースあみや毛糸あみにも発展していくので

す。中学では小学校で学習した大まかな布についての

概念を発展させ,商品としての衣服をどのような視′軋
で用いるのか,そのためには被服製作と結びつけて材

料をとりあげます。「裁縫」教育からの脱皮のためにも

せんいの用途に触れておきます。衣料用が最も多く,.

工業用としてはロープ,ベル ト,漁網,ゴ ム,タ イヤ

などで,その方面での強さが要求されてせんいが進歩

することなど,視野を拡げておきます。

小学校理科で燃焼実験をしてせんいの種類を知って

いるので,まず各自の衣服を調べさまざまな原料から

できていることを確認し,性能の異ること,それによ

って用途のちがうこともまとめます。

むしろや竹籠を例に,長いせんいの葉や茎を利用し

た麻織物,短いせんいはよりをかけて長い糸にする綿

糸や毛糸のことを,一つまみの綿で実験させてみ ま

す。よることは,長い糸にすること

と,又よりがかかっていると強くな
ることも発見させます。このことは

糸が単糸か双糸か調べることで布の

強さを見分けることにもなります。

よりをかけるむずかしさが体験されたので,合理的
に行う装置はどう工夫されたのか質問を向けると,重
りをつけたらよいという答えに,手紡の初期が石を重

りにしていたことから図のように鉛筆に紙テープを巻

いて芯の方向に引張ると解けながら同時によりのかか

ることがわかり,その原理を利用したのが右図であっ
たこと,よ りをかけながら同時に巻きとることのでき

アチァフメントテストのとき型紙のおき方について

毎年のように出されるけれど,織布原理を理解させて

おくと,どんな場合にも応用ができるのです。
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ひまたはシャッター

布巻 き

総らんとおさの

役目を果している

衣類整理

の洗たくや

染色に触れ

なかったけ

れど,製作

学習と関連

させて材料

をとり上げ

たて糸巻き

る方が仕事を

分化してとり

あげるより材

料学習の力が

つ くよ うで

す。

せんい実験

』邑Ь
(× )/  (○ )

の域しか出ないとり上げ方は,理科学習です。仕事と

してとり上げることが必要なのです。

1963年 8月 号に諸岡市郎氏は「明治の始めまでは績

み,紡 ぐ,裁ち,縫い全部家庭の女達の仕事であった

が,資本主義の発展で,布を作るまで工場生産 にな

り,以後裁縫教育だけが女達の仕事として大事な教育

の対象となった。更に作業機の発達で裁縫をも機械化

し工場生産に移った」ここまでの現状分析は正しい。

しかしそれを被服の生産の全工程にわたって,もつと

創意工夫の能力が発揮できるように,その基礎として

の科学教育が必要であるというのは,技術教育を一般

技術教育の立場で考えていられない,どこかの企業内

教育です。しかも女子のみの教育内容で,家庭科的教

材を技術教育的立場から再編成する改善論なる立場か

ら,130時間に家庭機械 20時間も加えての中味は,ベ

ったり,せんい産業,被服工業に役立ちそうな? 教
材でうずめているのです。明治の学制以来,裁縫教育

が女子のみのものとして続き現行内容も被服製作が

=
以上を占め,男子との学力差が厳然としてあ る こと

を,被服製作のやり方を変えることで改めることがで

きると考える安易さ,男女差を認めている本質的なこ

とに,大きな疑惑を抱くのは私だけでしようか。

社会科学的認識

製作学習を総合教材としてとり上げると,着 られな

ければならないのだから,使用価値としての要素が入

ってきます。着用目的にあっているかどうか。価格は

大体望みどおりか,耐久力があるかなどです。着用目

的のところで,衣服の変遷を調べる必要があるし,流
行の問題にどうとり組むかもここでは必要です。又価

格では,消費物資の生産と供給がどのように行われて
いるかなど,衣生活の展望なしには,こ の学習はすす
められないのです。教科書には被服費のことから家計

簿に触れていますが,家庭の個々まちまちな家計から
衣生活を改善しようとするのでは,それぞれの家庭で
の節約や,更生衣服の発想しかでてこないのです。オ
リンピックの年にはオリンピックカラーが流行し少か

らず家計にも響いている。こうした現実に立ち向える

だけの衣生活への意見が欲しいのです。

又家庭での製作物としてとり上げていけない理由に

家事労 10」を社会化する視点があります。工場生産化さ

れ,も はや家庭で作る必要がなくなったことは一種の

女性の解放につながります。しかし浮いた時間を余暇

に使うため,手芸的な被服製作を再びとりこむ動きは

家事労働を社会化するのは,なぜかという視点にもう

一度立ちもどる必要を痛感させます。学校でとり上げ

る被服製作の立場を教師側ではっきりもっていない

と,その辺をのり越えることができないのです。生徒
はでき上ったよろこびを「学校で作ったので安くでき

た」というとらえ方をしています。作り上げるために

かかった労力は大変なものであったのですが,それを

抜いて材料費だけのかかりだけ念頭においているので

す。このことは家庭で作る衣服の労力はタダであるこ

とにつながるので,製作学習をとおして物の値段,価
値のことから,家庭の仕事への正しい視点をつかませ

る必要があります。主婦労働の問題,女性が仕事をも
つ視点へ発展していくことにもなるのです。

総合教材をとり上げたときだけ (中 2～ 3)可能で
あるのなら,小学校や中学校の低学年ではどういうと

り組みが考えられるかというと:1964年 , 1月 号村上

博子さんの “被服製作教材をとおして学習集団をいか

に高めたか"にそれは見事に述べられています。グル

ープによる集団学習の高まりの中には,もはや自分だ

けの被服製作という観念はフッきられているのです。

本もののグループ学習をした子どもたちの仕事への

とり組みは,常に社会との関連の中で行おうとするで

しよう。被服製作について考えるとき,一分野だけで

問題にするのでなく,全体の教科構造にどう影響を及

ぼしているか,子 どもの学力はどうなっていったかを,

絶えず問い正すことが,被服製作分野を変える力にな
ると思っています。

(武蔵野市立第二中学校)
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電気学習における

やさしい測定と計算 (1)

はじめに

技術科教育の教材群の中で電気の分野は他の木材加

工や金属加工などとちがって直接目でみることもでき

ないし,手でさわってその実体をつかむこともできま

せん。したがって理解が困難でありさまざまな現象が

実感としてとらえにくいという話を時時間きます。

しかし電気も沢l定を多くしさまざまな法則に合わせ

て計算をしてみると,これほど正確に数学的に解明で

きる分野は少ない。逆にいうと電流そのものを見るこ

とができないからこそ,それを具体的に認識するため

にも沢1定を正確にし,沢l定値を法則にてらして計算

し,それによって電気現象を解釈してゆくことが必要

になります。

技術科教育においてもその例外ではなく,電気学習

の全日程の中で電気計器による測定をし計算をしてい

かなくてはなりません。もちろん中学生ですからあま

り高度な計算はできませんが,少なくとも中学校の数

学に出てくる数式でできる計算はむしろ積極的に取り

入れる必要があると思います。

この講座では技術科の授業の中で役立つと思われる

沢1定と計算を中学校技術科の電気の教材に即して考え

てゆきたいと思います。

1 乾電池の電圧を測定する
乾電池は物質の化学変化を利用して電気を発生させ

る装置で直流の電源として日常生活にも古くから使わ

れています。この乾電池は図に示すように炭素棒を陽

極 (+極 )亜鉛板を陰極 (一極)と しています。
この(+)極と(― )極の両極には電位の差があります

ので電流を流そうとする力,すなわち電圧をもってい

ます。これはテスターを直流の電圧計にして図のよう

に赤のテスト棒を炭素棒に,黒のテスト棒を亜鉛板に

あてると沢1定することができます。テスト棒の極性を

まちがえるとテスターは逆ぶれしますので注意しなけ

54

新 しい単一号

乾電池 は約

17Vあ ろ

テ スター

(直 流電●:計 )

1図 直流電圧の測定
ればなりません。

乾電池の電圧は電池の種類によってちがっています

が,乾電池の表面にはられてあるラベルをみると何V
か書かれてあります。たとえば私たちが日常生活で利

用するかい中電灯に入れる電池は単一といい ますが

1.5Vの電圧が出るようになっています。

しかし新しい乾電池は実際に測定してみると 1.7V

を示します。乾電池は長く電流を流しているとその電

圧が低下します。たとえばテスターの中に使ってある

乾電池では 0調整ができないほど消費したものでは電

圧は 1.3Vぐ らいしかないことがわかります。この他

乾電池には6V, 9V,22.5Vな ど各種のものがあり
ますが新しいものはいずれも数ボルト規定以上の電圧

を示すように作られております。

2 乾電池の電流を測定する
単一乾電池は 1.5Vの起電力を持っていますから回

路を作ってやると電流が流れます。すなわち陽極の炭

素棒と陰極の亜鉛板とを導体でつないで電流の流れ道

をつくってやると(+)から(― )にむかって電流が流れ

ます。この場合は直接導体でむすんで流した電流です

から短絡電流といいます。単一号の乾電池の短絡電流

は,電流計をあてた瞬間の電流が 3A以上あれば良品

です。長時間あてていると電池がいたむので短時間に



・も

短絡電流の源1定電流計を
あてた瞬間の電流が 3A
以上あれば良品。
長時間あててはいけない

乾電池 1個 に1.5V用豆電球
1個 をつけた場合の電流を
測定する

2図 直流電流の測定

行なう必要があります。一つの乾電池には一定の電流

を流せる時間に限界があります。一度に多くの電流を

流せばそれだけ電池の寿命は短かくなります。

さて乾電池の電流を実際に利用するのは回路の中へ

使用目的に応じた負荷を加えてそこで電流の持ってい

るエネルギーを,他のエネルギーに変換しています。

たとえば日常生活に利用するかい中電灯は負荷として

豆電球をつけて,こ こから出る光を利用しています。

このような負荷は必らずいくらかの抵抗を持っていま

すので,電流はこの抵抗値に応じて流れることになる

ので短絡電流のように 3Aも 流れることはまずありま

せん。

たとえば,2図のように乾電池 1個に 1.5V用 の豆

電球をつけた時の電流は約 225m Aです。

3 乾電池の接続法

乾電池にはつなぎかたによって直列つなぎと並列つ

なぎがあります。乾電池を直列接続にすると,起電力

がその個数倍だけ大きくなります。たとえば 3図のよ

うに乾電池をたてにl■ll―l,け llと つないでゆくと,3

個で1.5V× 3=4.5Vになります。

また電池を並列接続にすると,起

電力は全く変化しませんが流れる電

流を多くすることができます。たと

えば一個の電池で流せる電流が lA
であるとすればこれを三つ並列につ

なぐと3Aの電流を流せるようにな

ります。また同じ電流を使うことに

すれば 1個の 3倍の時間だけながも

ちさせることができます。

4 抵抗の接続法
物体|ま大なり小なりの抵抗を持っていますが,その

程度は非常に差があり,電気を非常に良く通すコード

や電線に使われる銅線から,布やゴムのように全く電

気を通さないような絶縁物まであります。普通私たち

が抵抗といっているのは,回路の中にあってある程度

まで電流を通しながらそれを制限するような力の働ら

くものをいいますcた とえばラジオに利用するいわゆ

る抵抗器から電球に利用するタングステン線,ア イロ

ンなどに利用するニクロム線などはみな抵抗を持って

います。

導体としてのコードや電線はわずかな抵抗を持って

いますが非常に少ないので計算上は導体の抵抗値は計

算に入れない場合が多いようです。

今ここで測定に利用している豆球は,タ ングステン

線を使っているので抵抗を持っています。抵抗を測定

するにはテスターを抵抗計 (オ ーム)計にしてテスト

棒を沢l定するものの両極にあてると沢l定することがで

き,単位はオーム(Ω )を用いることになっています。

豆球の抵抗を沢1定 してみて下 さ

い。豆球も使用電圧によってちがい

■  ますが私が測定した一例をあげると

'  つぎの表のようになります。
さて抵抗も電池と同じようにつな

ぎかたによって,その抵抗値がちが

い計算のしかたもちがっています。

4図のように直列接続では合成抵

抗はその総和になって増加してゆき

ますが,並列接続では逆に少なくな

ってゆきます。テスターでいろいろ

π個

電流容量は増さずに起

電力が万倍になる

並列につなぐと1個の負担電流
が半分になって寿命が長 くなる

π414
起電力はかわらないが

電流容量は"倍
になる

1.5V用
に接続法をか

えて沢1定して

みて下さい。

5 オーム
の法則

乾電池の接

2Ω

3.5V用 4Ω

6.3V用 6Ω

12Ω

3図 乾電池の接続法
12V用



テスター (抵抗計)

1000    100Ω    100Ω

…
… … …

R=rl+r21r3

4図 抵抗の接続と測定法
続法や抵抗の接続法の知識を も とに して,電流,電

圧,抵抗との相互関係を調べてみましよう。

(1)抵抗が一定のときの電圧と電流の関係

6.3V用豆球の抵抗を測定すると6Ω あります。この

豆球を一個つけた乾電池の回路をつくり,電池の数を

だんだんふやして行って電流の増加の割合をみます。

豆電球の抵抗は点灯中は温度によって多少変化する

ので結果がはっきり出ないことがあります。正確に沢]

定値を出すにはラジオ用の固定抵抗の 100Ω 程度のも

のを利用するとよくわかります。

け)電圧が一定の時の抵抗と電流の関係
こんどは電圧を一定にしておいて抵抗の値をだんだ

ん増加させて電流がどう変化するかを調べてみて下さ

い。

豆球のかわりに固定抵抗を使用すると沢1定結果はも

っとはっきりします。

(11と (2)の実験結果をまとめると

① 抵抗が一定であれば電流の大きさ
は電圧の大きさに比例する。

② 電圧が一定ならば電流の大きさは
抵抗の大きさに反比例する。

すなわち,電流は電圧に比例し,抵

抗に反比例するという法則が成立しま

す。これがオームの法則です。

これを式にあらわすと,電圧を(E)
V,電流を(I)A,抵抗を(R)Ω とす
ると,

I=導| となり

100Ω

十=十十七十寺 証
一翫
〓流電

ます。

この式を変形すると

I       I    X  l  ===  ::〕        |

電流×抵抗=電圧

となります。

(4 内部抵抗と電圧降下

IR=キ |

抵抗=バ霙計

抵抗を一定にして電圧
と電流との関係を調べる

5図

%

電圧を一定にして電圧と
電流との関係を調べる

オームの法則

乾電池に豆球やその他の負荷をつないで使用する場

合,負荷を全く入れない場合の電圧と入れた状態の時
の電圧とは,あ との方が電圧が低くなります。これは

電池につないだ電球などの外部抵抗の他に,電池の内

部にも抵抗として働らく部分があるからで,この抵抗
は,①電池の溶液の抵抗,②溶液と電極との接触部分
の抵抗,③電極の抵抗の 3つの部分が原因です。これ
はごくわずかの抵抗で 0.lΩ内外と思えばよいでしよ

う。したがって端子電圧は起電力から内部抵抗による

電圧降下を引いたものになります。

〔例〕 起電力2Vの電池に 4.8Ω の抵抗をつないだ
場合の電流は, 電池の内部抵抗を 2Ω とすれば,つぎ
のようになります。

I=+=論 ===04A
6 乾電池の知識
今回の沢I定や計算に利用した電源は,乾電池から得

られる直流の電流でした。そこで乾電池についてもう

少しくわしく調べてみることにしましよう。

乾電池は物質の化学変化を利用して電流を発生させ

る装置で,こ こからとれる電気は,電圧も電流も常に

同じ大きさで,同 じ方向に流れます。

乾電池は 7図のような構造になっています。

この中での化学変化は,

Zn  + 2Mn02 + 2NH4Cl
亜鉛  二酸化マ  塩化アン

ンガン   モニウム

電流の値 |

(3)ま とめ

電池の数 1本 (1.5V) 2本 (3V) 3本 (4.5V)

70m A 95m A 140m A

●

|



(a)よ り(Dの方が電F■が

わずかに低くなる

の内部抵抗  R:外部抵抗
起電力

外部抵抗+内部抵抗

E

て,電流が流れます。

市販されている乾電池にはいろ

いろありますが主なものをあげる

と下の表のようになります。

乾 t出 の放電■11は 電池ごと
に実験され曲線によってあらわさ

れていますが,その寿命は一定抵

抗を通じて放電した場合の最終電

圧の%になるまでの時間であらわ

されています。乾電池は連続的に

使用するよりも間欧的に使えば ,

休止中にいくらか回復する性質が

γ:電池

電流=

I=

4 V

R ttr

6図 内部抵抗と電圧降下
一一 Zn(NH3)2C12 + Mn203 + H20
放電 塩化アンモ   過酸化マ   水
ニウム亜鉛   ンガン

すなわち電解液である NH4Clの 分子が l■lイ オン

(NH+)と t―lイ オン (Cl~)に電離してlTlイ オンがll極

から電子を取 り,llイ オンがl■l極に電子を与えて,安

定な状態となるために,その結果電子の移動がおこっ

コンパウンド
真鍮キャップ(①極)

(単一は黒 ) 亜鉛板(○極)

電解液 |さ澱粉を

加えて糊状にしたもの

極剤を包んだ紙

~減
極剤

(二酸化マンガンと黒鉛の混合物)

7図 単一号乾電池の構造

製 造 直 後 放 電 条 件

止電圧〔V

あります。

普通のUMl号,UM3号 などは保存期間は 6か月
であり,積層乾電池は 4か月ですのでその期間内で使

うようにする必要があります。  一一つづく一一
(東京都葛飾区立堀切中学校)

C00

放 500

詈400
流 300

(mへ )200

100

0

2   3 4  6  8 10    20

放電持続時間 (時 )

電池の放電特性

Lmm´

FM-2
SA/1-1

UM-1
UM-2
UM-3
HM-1
PM-2
BM-1
BL一-015

BL-330
AL― S lo5P

1.5以上

1.5以上

1.5以 上

1.5以上

1.5以上

3.0以上

4.5らt_L

45.0以上

22.51人 _L

45以上

7.5以上

120時以上

120時以上

500分以上

360分以上

90分以上

500分以上

240分以上

400時以上

40時以上

190時以上

12時以上

2.67

2.67

5

10

10

10

30

5000

22.5

5

0.125

0.85

0.85

0.85

0.85

0.85

1.70

2.55

30.0

15.0

30.0

5.0

55× 100〉(168

75〉(75)く 100

33φ ×60

25φ )く 48

13φ×48

33ン(61.5,(63

22)〈 62)ズ(70

75ン(210)く 213

15ン(25)(50

65)く 88ン(125

33φ ×60

}一般用

}灯
火用
自転車用

ポケッ ト用

無線用

Ｆ

　

Ｃ

平型 S:正 角型  R:丸 型
C電池 M:マ ンガン乾電池

U:ユ ニツト型 H:自 転車用集合 P:ポ ケット用集合 B:B電 池
L:積層乾電池

乾電池の規格 (例 )

起電力〔V〕 1 持続時間 1外部抵抗(Ω )

40 60

種
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<教材・教具解説>

夫一局島牧
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ミシン縫合原理説明具の製作

れなければ完全に縫合されないという

ンの機能的な概念を把握させる。

製作上の留意点

1 製作のねらい

縫合の原理を理解させることはなかなか困難なことである。理

解のさせ方には図表による説明と実物の観察とか,ス ライド,映

画による方法など考えられるが図表やスライド,映画でも相当の

効果はあるが立体的な把握のさせ方をしないとじゅうぶんとはい

えない。そこで模型の利用ということになるが製作を簡便 に して

効果をあげようと試みて本説明具を製作した。

2 学習のねらい
イ 中がまの運動によって上糸と下糸がからみ合うようすを理解
させ, ミシンの縫合原理をわからせる。

日 本説明具の実験を通して,縫合するためには①針を上下に動
かす運動 ②中がまを動かす運動 ③布を送る運動 ④糸をし
める運動の四つ運動が必要であるということ,すなわち直線往

復運動,円弧運動,往復上下運動,間欧運動が機械的に結合さ

ことを理解させてミシンを素材とする機械学習の導入としてミシ

中がまはベニヤ板を彫刻刃を使らて切り出した。三回ほどひけば切断される。

ボビンケースに相当する部分は空かん (底の丸いもの)か ,し ゃくしを利用して図の如くゴムバンド

で取りつけ一個所に糸の出る穴の切り込みを設ける。

ハ ドライバの軸は丸く仕上げないように八角形位にする。これは実験のとき自由な位置で止めるため軸
受との摩擦を多くしておいた方がよいからである。

ニ ドライバ軸はドライバ軸受0に釘を打ち,それにゴムバンド⑥で止めるとよい。
ホ 針も支柱にゴムバンドを軽るくまきつけて止めると自由に動かせてよい。
へ 図面に記入されている寸法はおよその基準であるから,こ の寸法にこだわることはないが,こ の寸法
.で適当な大きさではないかと思われた。

4 使用上の留意点
イ 本装置では実際にドライバを運動させて縫合することは困難であるから実験では中がまを手でもって
動かしドライバの運動は説明的になる。このとき中がまには軸がないのに円弧運動をするという点に着

目させることも大切なことではないかと思う。

口 糸は毛糸を利用し上糸と下糸とを色分けしておくとよい。
ハ 下糸に相当する毛糸は約 lmく らいふんわりと入れて中がまにとりつけた空かんの切り込みの穴から
約30cmく らい引き出しておく。

5 指導上の留意点
イ ミシンによる縫合は上糸と下糸が実際にどのようにからみ合っているかという縫合されている状態を
観察させたり,図をみせたりして,上糸と下糸がからみ合えば縫合されるのだということを確認させて



おくとよい。縫合の実際を現象的に理解しておれば「あのようになれば縫えるのだ。そうするにはどう

したらよいかと」いう問題意識をもたせることができるのではないかと思う。

ロ ミシンの縫合には四つの運動が必要だということをわからせるために 4人の生徒に四つの運動を分担
させて,実際に 2枚の紙を毛糸の上糸と下糸でゆっくり縫合すれば実感的にとらえることができる。

6 部品と加工法    ⌒

ラ ワ ソ

輪 ゴ ム

1 針止めゴムバン ド

針通過穴
|

|ベ
ニヤ板

入 れ しゃくし

まス トッ

|べ
ニャ標

ラ フ ソ

中

一
下

一
中

が  ま

C針は下図の如く作る。

1声〓〓
=〓=」
曇L奎11菫Lユ呈L〓

===〓
〓
=〓==〓
〓〓」」
:]:吉i10

〔単位m/m〕

（
『
図
）
橿
―
中
絆
酬
醸
Ｓ
群
際

cは 25× 30× 180の 角材に針支えの腕を図の如く適当に設ける。

4φ×2Cは 200× 470のベニヤ板に針の通過する穴20× 30を のみであける。

cは 15× 20× 500の角材4本を台及びテーブルに釘止めする。

⑤は20□の角棒の面をとって八角形にする。長さは約 300。

Cの輪ゴムは釘にかけて止める。

⑦ ドライバ軸受は 30× 30× 280の 角材を使い軸受部に 90° 位の切り込みをつけて左

図の如く止める。

③略

⑨は③を参照

⑩は次ベージ左上の図の寸法の如く作製する。

①は大型しゃくしの柄を切りとるか適当な底の丸い空かんを利用する。中がまへの

取付は図の :「 くにする。

⑫中がまストッパーは15× 15× 30の 角材をドライ
バに釘止めする。

⑬ドライバは次ベージ右下の図の寸法とする。

ドライバを裏からみたところ,接合はボンド釘止めとする。

⑭台は10× 200×430の板材

ド
ラ
イ
バ
軸
受

番 号 材  料

針 支 え

テーブル ベニヤ板

ドライハ軸

ドライバ軸止め用ゴムバンド

⑩

＼
⑪
＼
⑫＼

ドライハ軸受

①
l

②

C

C

91

⑩ l

CI



糸の出る穴

ヽ 4φ位の穴
. 
細い針金 (長 さ12cm位 を二つ折りにする)

}::,ら

'i::li:iふ

オけ」しの穴4φの中
裏からみたところ

の結び目

ミシン縫合原理説明具

尺 度 1 1/5

15× 15× 30
表からみたところ



◇教材・教具の考案◇

機械学習のための模型製作

同 梨 美 江 子

〔模型の種類〕

板カム (三角カム,ハ ートカム) かま機構 (回 リスライダクランク機構)

てこクランク機構 往復スライダクランク機構

一

．

‘ざ
颯
ヽ

〔模型の活用〕

1 カム説明模型 揺動運動を ミシンの上軸から二ま
たロッドに伝える所。大振子から上下送 り軸に伝える

ところに使われており,三角カムを取 り上げて送 りの

機構を考えさせる。ハー トカムはカムが回転運動して

従節に往復直線運動を起させるもので押え上げのカム

に関連して指導し,カ ムはその形により種々の伝動を

簡単な機構で行 うことを理解させる。

2 てこクランク機構 ミシンにはリンク装置が数多
く用いられているので,基礎として四節回転機構につ

いて学習し, リンクA,Cの 運動範囲,死点について
確認し,ま た各リンクの長さをかえてそれぞれのリン

クの関係を理解させるc ミシンのふみ板からベル ト車
を回す機構についての学習に利用する。

3 往復スライダクランク機構 匹節回転機構の変型:

であるが,針棒の運動に関連して,金1棒の往復運動の

雲二貯‐1ギ:==燿摯



区間は,ク ランクの回転直径に等しいことを理解させ

る。

4 かま機構 (回 リスライダクランク機構)中 がま
を 210° 以上往復回転させる原理を理解させる。運動

を拡大するしくみ,回転運動を半回転運動に変えるし

くみとして,ク ランクロッドの回転による大振子の揺

動運動,さ らに小振子による拡大と下軸の運動を観察

して,かま機構の原理を理解させる。

〔製作上の参考事項〕

1 カム説明模型は確実に運動を伝えるためにかなり
厚みをもつた材料を用いることが望ましい。

教室で後の生徒にも確認できるようにするためには

大きなカムを作り,ま た目立つように着色することが

必要である。

ハー トカムは従節との接触面をなめらかにするよう

に工夫すること,ま た中心を変えて運動の変化をみら

れるようにしたが,台板との取付方法を考慮しないと

十分活用できない。

2 てこクランク機構
それぞれのリンクの長さの間には次の関係がなけれ

ゴ々ならない。

(i)A tt B+0>D (11)A tt D tt C>B
(ili)B一 A>D一 C (iv)B tt A<D tt C
Bと Dを入れかえても同じ関係の四つの式が得られ

るから, リンクDを固定してもリンクBを固定しても

同じ機構が得られる。

リンクを台板に固定する場合,ボル トを使用してあ

るが,座 ぐりをしてボル トの頭を沈めておく方がよい

この場合座ぐりの代りにAと Bの リンクの連結部には

大きめのナットを入れてうかせてある。

回転するたびにナットがしまり,回転が重くなるの

をさけるために,ね じ山をつぶすとか適当な処置が必

要である。

台板にとりつける方が,管理上,指導上からみて便

禾Jである。

3 往復スライダクラ
すべり子の部分は

次のようにしたとこ

ろ滑らかに運動する

ようにできた。 (図

1)

このすべり子は固

定したリンクに溝を

つくりその中を運動

するように作ること

もできる。

″

ンク根財韓

(造ャ板)

すべり子の部分を
下からみたもの

台板はてこクランク機構の裏面を利用したが,固定

する場合,位置を考慮しないと裏へ出たナットがクラ

ンクの回転の障害になる。

4 かま機構
教科書 (実教 2年女子)の さしえを利用し,材料の

都合上 4倍の大きさに拡大したものである。

大振子の取付けは座ぐりをしてナットの頭を沈めて

おくこと。

小振子は下じきを利用,透明であるためふちを色ど

りしてある。先端に角ゴマの代用としてビンのふたを

接着剤で取付け,下軸は省いて先端の ドライバをアル

ミ板で切りぬいて接着剤で取付けてある。

大振子と小振子の運動を観察できるように,小振子

を取付ける板は透明なものを使用するほうがよい。そ

の場合,側板の高さを考慮しなければならない。

設計図では透明な板の下にあるので,破線でかくべ

きところも複雑になるので実線を用いてある。

〔製作後の反省・感想〕

製作にあたりもっとも苦心したものはかま機構の模

型であった。正確に大振子,小振子の回転角度は出て

いないが,ほぼ近い角度を出すことはできた。この部

分は頭部を倒して容易に観察できるところではあ る

が, リンク装置の応用であることはこの模型を使用す

ると理解が非常に早い。

往復スライダクランク機構をミシンにもっとも近い

ものにするために,円板の一端にクランクを取付け,

円板を回転させるようにすればよいと思うが,工作が

簡単で, ミシンに捉われず機構を理解させるにはこれ

で十分ではないかと思う。

最近市販の模型も各種あり,それぞれ工夫されたよ

いものがあるが,高価であるわりに,教室で使用する

には小さすぎるようである。

材料の選択,取付方法等まだまだ工夫すべき
`点
が多

いことと思うが,私 自身の知識が乏しいために,これ

だけのものを作ることが精一杯の仕事であり,生徒よ

りもまず自分自身の勉強になったことが何よりの収獲

であった。自作教具は生徒の思考力を育てる上にも,

また教師の研修を深めるためにも大いに価値があるこ

とは認めるが,現実には多忙な日々に追われ,時間的,

か精神的余裕をもたぬ生活であることはいかにも残念

である。

(東京都国立第一中学校)
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カム説明模型 (ハートカム)
台板 ベニヤ板 t5
カム ラワン材 t20

■‐ヽ
i

カム説明模型 (三角カム )

台板 ベニヤ板 t5
カムラワン材 t20

台板 ベニヤ板 t5 リンク ベニヤ板 t5

往復スライダクランク機構

予程

~200-
クランク針全

台板 ベニヤ板 t5
口、ソドベニヤ板 t5
大振子 ラワンt20
小振子 透明下 しき
ドライバ アル ミ板

てこクランク機構

台板 ペニヤ板 t5 リンクベニヤ板 t,



特集 :実 践 の

加工学習の実践過程……………………西 田泰和

電動機学習の反省………………………牧 島高夫

1時間の授業の組織化・…………………及 り|1 怜
―リング装置の研究 0実践―

機械学習の実践と反省…………………小松吉雄

<実践的研究>
技術・家庭科における

電気学習の系統化・……………河野義顕

実習を能率的にするための

工 具 _管 理 法…………深沢六郎

3月 号 予 告   <2月 20日発売>

反 省 と 計 画

“考える電気学習''の一例 。・…………。岡田武敏

原動機学習の問題点……………………佐藤文雄

技術学習にお |ナ る系統性の追求………福井栄一

技術科の課題……………………………大り|1喜 雄

家庭科教育も男女共通で………………佐藤禎一

<講 座>
電気学習における

やさしい測定と計算(2)………向山玉雄

<海外資料> ソビエト
労働教育の心理学の諸問題 (1)…………r//森  勉

育教術技
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臓 園 匿1団
ぐここ数年来の科学技術の飛躍的発展を軸として,社
会の諸方面に著しい変化があらわれてきています。教

育面においても,こ のような社会の変化に対応して,

従来の教育内容に検討を加える必要が痛感されだし,

ちん質な内容はどんどん捨てて,社会の変化にみあっ
た内容を選択し,教育内容の若がえりをはかり,今後
の社会に生きていく国民のために必要なもので教育内

容を再構成しようという動きが,民間教育団体を中心
として, “教育内容の現代化。再編成"のあいことば
のもとに,試みられだしてから,数年になります。そ
して,すでにいちおうの成果を生みっつある教科もあ
ります。しかし,一方では,熱′らな教師の努力にもか
かわらず,い まなお,い くつかの立場が主張され,教

科の基本的性格づけにも,共通点を見出せずに,混迷
をつづけているものもあります。家庭科もそのなかの

ひとつではないでしょうか。

その原因は, どういうところにあるのか,また家庭

科の実践・研究は,いったいどうなのか,こ ういう家

庭科の現実の姿を判然とさせることは,家庭科を混迷

から脱皮させ,教科の全体構造との関連において,正
しく位置づけ,さ らに発展させるために,きわめて重
要なことのように思われます。本号がそのために少し

でもおやくにたてば幸いですし,ま た私ども編集子は

それを期待いたします。

◇本号から数号にわたって,「電気学習におけるやさ

しい測定と計算」 (向山玉雄氏)を毎号連載していく予

定です。

また,本号では,休みましたが<海外資料>も , 3
月号から毎号のせていく予定でおります。3月号には

その第 1回 として「労働教育の心理学の諸問題(1週

(杉森勉氏)と いう標題で, ソビエトのこの面での研

究実践の現状を紹介します。

その他, 4月号あたりから「技術についての知識」

(仮題)と いう欄を設けて,最新のいろいろな材料や

工具,塗料などについて,や さしく解説し,紹介して
いくことも考えております。ご期待ください。

C本誌では,みなさまがたの実践記録や自作教材・教
具に関する投稿を観迎しております。お気軽にお寄せ

ください。発表させていただいた方には,掲載誌と薄

謝を差しあげます。

技 術 教 育

昭和39年 2月 5日  発 行
発行者 長   宗   泰   造
発行所 株式会社 国  土   社

東京都文京区高田豊り|1町 37

振替・東京 90631 電 (941)3665

営業所  東京都文京区高田豊り|1町 37
電 (941)4413

2月 号    NO。 139 ③
定価 120円  (〒 12)1か年 1440円

編 集 産 業 教 育 研 究 連 盟
編集代表 後藤豊治

連絡所 東京都目黒区上目黒 6-1617
電 (712)8048

直接購読の申込みは国土社営業所の方へお願いい
たします。
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。
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問
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